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超徽量四1 の検盆
1 A 1 

o今村客雄 （東大理） 堀シ工絹3 （東大渤雌ぶ）

長寿命放射姓様租＇呵：（TL::I.7x90"牙）の芽窟化序又は砲球化営的応展t目的
とした月傑量は"I の鹿菰を枝討し訊｀みた，天然i乙肴在する 12吐ば林々な板反応‘t
通じ‘て生成、さ A ると考 L られるがその＂ば極めて微量で‘あり、碕i乙 4 ソ厄im
管で‘は試‘料9 (f)量も倒縁さが、る記め、超微量の＇2勺1c練菰が専衣される＜イン石中
ぬはqL I1~10―冷m（ と椎足さいる）。起霰見d) 121(1心 lt“gm豆i乙よる
放育れば炉杜めて愁ふが岳 vヽ（＇1＂l （叫，r）ISO i (=1“.4 応），ぐ＝ 270arnS/ i apm 叫
ばi0凡／必・See で.24叶朋翌9｛するとi．も,d~冷m の＇~'l を生ずる）。が屈 6月に芍くの
"“の存在喝のたわ極めて注意恥ヽ孜和澤専である。
ぼj”"り検討）町(,yt,I)呵叫ぅ種々パ灯が反応が存在する（表 1)
知＇1吐I)乞墾平性31月碩＆紅呪t含む訊＇恥本質的に重要で、あり畜翌 9森
柘i大きく規制さ入る。乙 o反応てゞ庄成するi30l l：訊‘に伏ぅ。

A十ai5e 玉正追迫五:i岱iぶ吃 e今ぷュ｀似、30一悼）t -1... eふ·30 一心）t)J
入ゅ入1 2.g (I一心／枷）

すなね 5咋 3 尿iの 3 乗 lt比例して増大し，i0峙暦）t) 1 Ii}屈心ときば～ゼ
に比例して噌大する。したがって羽社．；屎．烈 9｛睛屈択に重要で‘ある。図 1 i::. iす
呵d} 3 急叩い碩侵により倒殷tれる比栢肘知）洲紅限を Af叩：：： A叩 I~。で‘
代長ざとてiら‘よがt lt対して屈示してあ 3 。棟祁にi為々の；，t lぷり；叱
が3°I 勺）船知培咀 4茶薮豆えてある。表 1 に 1-J不梵廂iこに 3 妨告反応tJ)レベル
も訊してあるが 1 以外iま月｛り1前にこハら不純峨を隊広することiこ；；ッてむ渭．
四l(f八An) 反応i.. : r. i心1 a)注成は速中性 3 が相灯的に低し心紅訊をえらぶ｀こと
ll よりJI＼てくできる。 00L 直出にi1バの合e山）ば遠度を:c ifると屈埒ir..
1 の各届位必•O) r スヘウトル線t分紐し、平滋¥it進？て行う方広が有利であふ
呪料認扱 3 り鱈4臼体が屁在すウ C ざ窃全 1 乙、1更凩印i足gi361 の＂（如祠泣
(8i%)で、化の（線、iりもの風記砂i f泉と同榎したり稔わて毎近したうすも。
浅駿か幻． 3 ウ屎（砂渾紅；ィッ石ゃ印穏習より岳忍ふで収界よく］ウ
原を 1閾瓜す；のjなかなり叩稚で、い桂度の 3 ウ素坦俗磯用遠l打如し。試均な
l) ア）／匁，ね悉杞又ば公忍朋各器甲で·If) HF 會 rlNO3分崩くャ員妥化還元）の方法で拭粒
I 臼9外の励位．伶文談を兒全にする。 1) で 13塔肱咳を1Kで揺盆l, rころ没t函荘i:
し 502.ーで還え地NO：で藷奴：して 12.を CG 今中 l'(抽盆し、 2) でば最笈に 1ュ を差福
ッブルカ虹柘こ：、うッ 1° する§薮杖還えを利系する紐武．逆紐瓜で積象 V 、)パ鼈
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の KOH 塔液に紐広して保存する。・ニこ芭じ、翌射用試料 Iな酸性：海液がらヨウ専．t
PdI2 としてうむ殿分離し． P心 Iiを石爽の葱分絹冴匂置を用い的 500°C で｀分鯖しは成し
た 1凶石紅管に簾パ荘切って照射凩訊｀料とする。は9I の標準 lね坦体を加え周じ‘
< PdI2 心鴎して語裂する。他 l：：呵．f象字として Hl03 を秤リとって石長管I こ
珀··る。こ,/'\ Iさ呵（n，が反応の樵｀正なシびに呵（m心）＇2‘I 反応で利用し剌
鱈叩(J) m1 の屋を求めて収年を計算すうためである。・烈射俊の 4C序処理；
虹俊vi aiを Nぷ 503 洛液中で級喉心 IO”↓の 3 ウ烹坦体t加える。 NaNO2 を
加えて I2に記い、こ山叩 lこ抽出する邁社と H S0:;-t H2S04 浩•ヽ夜で•I- t逹籍土す
るがグルをくリ返し砂生を精杖し．荻復にPA12 じして沢澱させ．滉波告器
中に移して COJnt ;ng t行う。 I27I 楕第 1こついてぱ Pd12 の重量も条め収ぞt確
足する e 知訊料爪又年は吋t 1271 篠祖じ比鮫して 4砂。
（引庸戻緩絡泉） 月訊｀科 143 2. I l リ袖出した 1 ウ免（2.）のオシ広で得fく↓の）の
脅を用いて 2度の予碕実験を行ッた。汁i国目はHF邸で IOi4-,Y CAV12. Se ~ 1. I 8 

呼厖lの笠パ這日 1;i. Ar~o nl'le CP- 5'で 4 1- I013n/りnz. see, 24 畦沿l のぎ柑l寸t紀
fこ。令々釦鯰叫訊露（←;）（知 weLL. typ e) 1 くよリ籾11 足を閑始レ表1 の
結果t{ffこ汁i日月バ、年でげ、凡；吐 1:峨禾すると思、われる加、ion1 が視創
ざ人に。月訊‘え輝研江は殆んどが訟（～boorp m) 0核破砕反応でりぶすもと考し
られるが、綜泉i巧惰線の 1訊が‘ 卜5
2. 5 x i 0匂づと rらたとしf-:ときの
計算4直t矛盾レない。
衆1．妨磨瓦沢

n

)

 

4
 

。

r
←

1
7
5
5

、
{

1

一
―
―
ー
ー
ー
！
ト

呈

§
7

p
p
.
i

(
H
r
{
w
d

p
1

,

r:1
 

I
)
 

が
咋
3

吋8

嘩

心
吋
％
如
：
¢
‘
"
雌

唸
二
l
q
O
ご
嵩
ご

ヵ
間）
時̀

5め
●
賃
凋
｝

5

3

 

に
ー

8
8
2
2

し

（
t
(
（
（
（
射

呵
塁
喜
呵
呟
叫
四
呵
呵
暉

5
[
I
'

ー

1

t
r
t
て

圧

5

ぶ
⑳
斜
凋
り
り
t

閲
如
よ

5

曲
吋

呪
悶
西
町
汽
年

1
0

-
1
T
,
9，
し
、
ー
ー
し
叶

v

e

 

I

丁

x
u

卑

‘
,
ノ

“ 

炉
昧
｛

5
性
／

、7
'
o
l
l
中
れ‘、

,
`

~
、
デ
~
こ

5
;
'
,
 

5

3

 

ぷ
凡
＇
，

o
l
＄
呼

I
、

『
6

謝
ー
‘
‘

t
鼎
¢

L

、

ー
5
 

-0 

. ·‘,7 

加疇手(1432l)西吋噸輝疇 5 / 

瓢．＊宣言：ご詈□竺』¢‘。、.5t
騨． 2．80.055 0.3は0.13 o.r3士0. 0b (l ・&±1-l)X，，戸·
這麟疇益國蜘誌頗： a） 139Ke,v b)538+7祐 'ー5 
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1 A 2 ァポロ 14 号試渕斗~ Le,,,同位体比

亜大理．化営． o 甜田暉平，馬渕久夫

乗大浬．地物．小嶋稔 乗京戎斜大．（以姜増田彰正
i序． 木渇系起ぅ原＾モデル 1ょ現在ま ·(I：：多教提出され℃いゐ． もの中i:" F G-H 理

諭， S <:r RS 君聡，早 III 言兄等1J)，毎軽元累0\起急 I：っ凶て誰じた仮設 Iす．八醜系

のこ｀’く初直：：お1/1て，庶姑忍星界ヵ凡力＇もり泥 v沢陪宇官粽の翌身1 も祭戸：と
こボ咬 l て小令．この高ェネしレ共· -# }照射があうたと仮定し，i,ゾ、下の采件が；厨
F てれ豆，こ·へ現思のイン戎ヶー？ーとなりt砂 v‘ くつか心挫<1'I I司釦4 じt t 

，険;b,月試料，記珠岩石につ1.,\て用）定，比較戸：：：と［ミより，乞の影噌が現う
れるほず℃••あな． d）唄在令ド入る試年 I界米子となったわ憤が，炸｝胚射の出程ヵ‘
，その後免全！濃合 l {しまうことが悪i｀，た。（叫準｝呆，禾i §照射と茫げた

彦げ｀と若げな力‘3 「こ甜分との割伶が，応院系内fi)戎而 l：ょ） t,畏，ていた。
畔ま-c," I：：ぐ，沢守， er等の枝荏 Iこつ v' て，同位僻比のう助定がなされたが•ノぃ
ずれt ,.m, 月/把泳0)閤に差ヵ哨昂ヵ‘，た。衣マ 1J'.l::~した沢戌系初期 Iし‘ふ·ワ
る粒｝亜炉有無，沿迎＾宇官線、甲知‘’`, La 固釦和t. I浚、 Iぎ・レた影噌と見 b 目的
-c"、アホ゜口 I 牛号試料、柁.t:店石中＾ La 国イi,(年比這、'l 定 E 行， rこの℃存辰告刃る。
し違ぶ噌由（よ， Lぐ0\ I司似輝在旨ヵ‘｀・イ丘いここ， B；st応）反た. OI 肋起函敬が’1 イ毛 V‘
エネ 1レ呼'-」大 4直ととるのt"! f丘エネ 1レ守．．ー階；について(7I I卜肴孝；1Jヽ．．褐·られるI::.

鄭寺さ爪るヵ‘らt＂ぁる．

2要酸．試符ゥ‘らのら＾竹雌 IJ.,{オアを換も 5 楼陪 1.:- 分 1プて行，f;..まず試料と

H F ℃ H戊ら I 、｀ぶ 7 て分噌q ta. H伐 0ぃ呉象海加え，蓋．発詫固し℃ HF t r伶え 5 ね
．残さ1<:, IN H 改 1cc に落幣して算 1 投目の 4 オン交据カラL...\ I：：坂島すも la. （イ吏
／打した和脂 I示全てダイヤイオン S K甘1,100~200). 2 N rl 改℃．．比汝 c腐土、ざtt, 4N 

叫て．．和土嫁元肴直‘停色溶油丙合。溶康t巻発乾固し，ダi t t o,5N HQ lヽ｀海解し
知裂目{!)ィ才ン交喚カヲムに改着ざせゐ..こ(/)イォンな疫乙冶.:t.茶が冗果の租五
分謡t行うら落雖液ぽ 0. 5モ lレ集威紐酸アン王ニウム森衡洛液(pH 3.69) と 1号 V’ ゆ

。f専う紅 La7 ラク｀1/立iこ／紐酪ァ、／毛ニウムt.等董 OI IN H~ も加え， 2 雑／こ令
釈しこ．，茅 3 段目のイオンを採刀ラム，呂、派．可．、‘のイオン交＃紅拿蔽t:. /こ小迂
℃．．の分記恥乍て" 2 次的 l渡入したアル刀リ喧 I届，アルカリエ複紐届定百全く。gず
2. N H改℃,. B遠℃．．を溶土、さセ，後に 4N H 改℃••L尋固収ず b 。この溶液も搭発乾

固し， H孔0-+ も加えこ忍発殷固し℃， La セ瘍虚条蒻羞こして／管骨分布封 Iこガげね
．管是 I西叩計 1ぷ表旬電紐老'I!! 伶試沖i手l のも内 1’., Iガ律惰とげ約 400 tあゐ．イオン

氣0\森‘土｀ Iょ需 5 相 1岩管t件］1,,\た。約 l61乙 A 0)宰定したイオン庶ヵ‘..i~/0 詩m=lにわた
-] 4 -



，遺ぅれた..41ょムがの形t衷'1 定t行，た．％＝ 154-ドfすす b L: O'¥ t心
は約 1/4XIが C•あ＞た。

3. 耗呆． Le...試蓑，J B-1, W-i,アポロ 1碍試料0\ LaI目イ立偽戸測定綽呆も下表 1こ
界う。況＝ l坪 lミ脊与すねイオ｀／としt B:,d圧 Cct'o'b: 唸；があig.氏 13 ，ほヒん
と，． BA＋の形-c:'栢虫~,{\, I 寸'- ？忌恥り邪める段棺 -c 氏0... ／瞑 <,o-s程度と稚定され

，'!;J.ば分。lb十の 4 オン兎が，ほじんビ和希のレベ 1直度（こ佗＼な） I 1)＇らノ町ち
“•IL1がさ蛉o 1こな，這枯t＇デ'_アし取⇔こt- I~ ぶり／ B笠d＼郊王 I d-患、視1,··
ざね＆した。痢I 定阿滋爵力｀ら，怯 r 片ま℃．．℃｀ c/;,笈O'ジごO'らす， Sm，s芦百‘＋の比iょ変
4叶 0 が、入さな笈｀んしも示ざな\A 0)℃＂，大ぶtの目字 e 下柔に示し卜。表 I：：示し

たL:i.固伍＜和工に 1ざ，イオン源，恒ぅ常i弔筈せの唄邊 In‘刻初果の福正（よ入れ C なく

，諒羨 l"”“ と、;f. I...てあ〇が、竣倍l7J‘がl 効呆の舒与伍入オL てなふ。得られ E
移採も見ると該差へ藪（迅ビ）1試粁庶卒店 h, 祁桑の LaI司位俯比は一裂しt v¥ b 
。しo. 1目心にに変街7 E もたらす枝反fゞとしt BよS8' Cp，れ） L灯ぱ珈，2.')1,）ムクば9e p,
りOLざがあつ。し｀れら核反戻. 0,酬湛筵奴ぼ，しヽずれt克洸l知‘..ref \,A 。堺 1 0)反
応· （：：ラ V' t\”げ「哨箪、一ょ，て言r噂 L r：：。ヽ‘^蒜屎から，弔危祗｝のエネ lレギ＇ース
で 7 卜 l パ： E―3.o ℃ 1み定した呼O')安効和（囚穏 15 約 4omb l.. ぁる．茅 2 の反t↓ lふ， Lo.

進辺0) ecld Z 成：：訂§ • i4 M凶中 It-主うiヽ｀河 9 紅釦臼知孔定 D‘§ 約 l b 'G危えら
小幻が，芥務所謬I ヽ‘ぷ G2 次中 Iぽ 3 溌‘生年が＇他、＼O\~·, I司｛這叫ーふ I否刃侶射
（ぷ天さくなふ。第る0\反応 Iこついて（さ伝の中心心か加：：よ 3 詐定信］ t促＇）たが｀ ｝ヽヽ
＾飴咽もたぎ＼ながに老入う戸．枯．局主しして効くの IJ'薯 1 の反応• t'•あな。枯
読として吐試料真平鯰履げた釦幻束丑との上f乱じしl. I j. 2 メぶpんぷ
C ら紅心）.,-j'菜弓る。、‘の上限(JJ lょ，叫→砂等が、 V炉//v51 ゥ‘うぶめた上限
但、公 1)(IO l"f p /c,ぷと洗；ー和又うな。

S o..訊pi e Lざ／＇ L ど'I (_)(,0-3) ｀巧＇況ざダ（％） sょm+14氏が認）

i 4 163 o.iq 31:t 0.0042. 0. I't i• 3 

I 4321ｷ ib S- bottc"l'l'¥. o. 90 5 :t 0.02 I 3. 6 0 i 2 •4 

心2. l浪5 s吋匹 o.r 'l6 5 士 0. 00 49 O.bl I. S-

1 4-江i •I? 3 o. i qげ土 0.0044 l. 2 0 2. 3 

i 43iOｷi26 0. 9 94を土 0.0046 0. 59 "3. 4 
J8-i 〇． 8 が鈷土 〇.0054 o. 20 2.'ii 

W -1 〇. 8 q56 :t o.cc 仁7 0. "I 6 2.4 

La r＆峙如9^vt 0 ．ぎマ73 士 0.0024 

In，厄v丸訊或．必 0．きq o 笞

wh.迄 沈．心． 0 を 90 含
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1 A 3 A~わ忍e ＼ヽんる中")‘ヤ、1‘生ナ錦東、

東大•:J'.'{ 0 馬剌 7ヽ 夫，島枇虎1 1 乎村硲ふ二

加必ぃん砂 1 '1 6'! 年叫1 8 日 メ斗シコ、1.痣．下した巨t\.TJ石貸 99 ~ 
ふ (Ctl-如ace心 9 cko祉西 枷Iif)ず総登せ ll ュトンい上と推之 1 れ・C
ぃ~,地吋汰気＇だ入往 Iる多手又の石良片 I t In‘かん延 I< b o k石，二ゎt'l,`)散秤江 rェ
g ：：の、，ん石 9:. /かiれるヤ‘§暉4碑呻角！i r弁券I ・足 I二t 3' 非碩£笈戎て1'渥'1 5 

れ， 90Co ヽ湘かぷ・＊ （直（～ 120 A r/k9) t、T. T Ep}fJ，ll'Jろ）ここパ硝か~,~,~
て＂ ｝，これ 9i森下前 5 年叫↑町輝lil ぐヽ、豆呻の中社ナ綿東が忠かつた
こ 1 と示す。 本研究ぐ IJ.辰難向の 9 fなみ箱凍t知る目的て•• 3ba t碍としたl7Jて｀｀
報告す 3 。 ぅ順 'l 訊炉入ミ‘J二 7 ン博物錐暫戊ぷそ NMNH 3 5' 2~ 丸拒げ
戎 l'l,t') 60Co 令狂 1 A- 1 士~ ~r""/1<3-'l,、う直ぶ求め；わ 7,, む
化ぷ”さ 5呈：拭村 100 ｝ （粉未） t-え青") t"町い Iふt l-IF -H NO直合
叩汲 l て h i硝品t }介舛，そ"'l i 1 3 過 L て，ろ没t,} Aa Jのうた良｀i t--,、9
3 。 A四 11-叫ol-\詞， A｝a H謬只危り返 l て粒繁 L, 晶往，t了ンモニァ
麟庄 P毒ィオンた操椎墳,.,通 l て A} t P令＜。 通直喰を粛発苑国t, NH国の竹多
パ？肘稲t i削定すJ ? jte. C砂 I...“NH叫 1 1箪応 1 セて枯懐{ t-..。
幻戊叩：木甜究覚t｀｀桜詐 l 「1 がス 7 Iユー問いべ‘9レ紅i主ti心（か 1項

和化，茅irm 叫苓k) 直山11)東 k核研・徴衿叫濯痢幻Lt1-設慮tて｝＂
" fて。 I ヽ｀‘、7 7 グラ，シンド｀ ^ o. o 8 Crm （地.t. 1 • ~ 0, 2 ヤ勺＇力し）ク

令t未

N叫咋雌砕叫 Lo叫呻畔／。
(i) I 2D. 3 6?.o 士 l. i o.t271.0.o7 20、't

(2) 97.oSr.7t l.30．句 7 1. o.02 :11.0 
加叫汲

和戸ぇ 1度っ痢1 允籠ざ＇）．

°'r芦 . . 
北』 3

3 、0 0 

. ｷ 4r/?NH叫
3サ士 3

3 0.? 士虻i

梵t A 府足 『午土と がp`}叫lr.
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履： 臼，パ質、'. t..,,石、ヤのJ↓“"14- 3~  8 JI`  田；及 1`' あJ
のて＾ 本沢記. 1号；ふf'l, {& 11 非‘¢,l,た 1,、こて，-i 1'J J。 こ，， I子． 9g iつJrcl (?I, r) 

の局E, 0 f-_ 11 、こしl kA 9 卜几 I;! 危ぇiわ 9,、。 '「'位を In t ") II ん石っ溢IN. IJ不咽
て••あJバ，依，し 200 9 /<. ‘l l て 1ャ・1‘1 ャ綿心を求めて叶J。

A！しょ↑ C.し心府せ 2l° l’f m , ←迂3 b(200 ー  k) 秘ヽャm lL ['l 仕 A‘
t ft 3 しctい し～゜ d p化／9<｝ Y (て計葛 1. J r.,‘ヤ'ttナi倫庄 le/,約 6 幻／C. ”l四．
t 9 3 。このi‘む~ 11~,、て boC。の柁ゎ和計第 1 J ｷl ~ 90 Jrヅ<} t TJ'J, 

応，，，尻•島叫収ゃ Ni t'1 q“ゞ 4 り町1 E 知と 1乙入れ 3 ℃宍戎'1値tよく一伐
l で、，J, こ卜よ 1 訊←L. 'I んる内の中＇性ナ樟和サ1'J < tも lが年 I t-わt... 
＇）一知‘,t 1 てJ釦示して、ヽたt推定 1 れ 3 。 戎1t.さ~ I~ 正 6惰〗テ｀‘ータを得
3 ttめ 夕閻，し9Ca ，咋e 刃が中柑ナ，しよ＇）＇i A‘I Jイセq枝tい足fを行な‘.,.
、て" J。

閥の研知i向"l l て．
a.) AH胚ん，イ色のtra9-尤の中性チ樟｝ ¢ぅ刺り厄．形l:'.つ 9灯ff. "t捻 L・｀ふ
b) 逍与+Jヽ l んるモ予．． Iレ広｛迂 l 蝠）て.. "‘t t1 }綿木をit泣 1 3. 

e) &A 9司叫牝頂＇／か恥心ゎt t, " } mmt‘i未｀めJ。
な¥..”’．．穴え 5 わ 3.
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1 A 4 /7• Lu.. fl')半澱‘祖

愛勺紐 ％打令久，派本翠曰ヤ會冴

豆心ネ条約口位プ知f /9 3 7 年収禾牡戸如戸·矛威瑚刃lえバ‘―
行わ卜 Z いス。／？ 17 牙妥叩了多角// -A1紅臼噂^巫-c必叫c.e..
幻i) (to :t.63) X IDlb髯 A 頑臼私石レた。 二の仮it.現在ろも店泣うレヽ‘しざ
ぃい 3 約JD,o 等（Aよ也ク！／ふ磁一59,I,ク）と印才し乙おり｀汲丘ぷ岬如ぅ
戌l炉図り隻術履： vヽ催召象告したンとわあフて． Iグ如 4 平痰湖ん舟潤知行
フや< o 

”‘凸遭這和レ<'. (1.) 17Jl,,ザぷ心悛｛凶レテケウム (Iア仏ァ／． 6必，訟荘引即＂
に）窪·の吋（ク低糾且成燻夏鬼げらダム (176伝迂？弧匁2以炉）這いた。 Y袋
和溢、l'.., \て＼キ 心“知（い）知午パ填IC訟）綬ゞ日をい凩した．

（定綬］
1-~鯰r名麦岸心ほ姐
”乞ッ虹り 9 97‘叫のぶ卒佐（勺7紅り寿9 遺4t這釦釦尻な

繹（O吋に喀麦す 3 ．ン遣凶a心に307 釦九.21>2 如／餞に澤豆麟
ゃ。（紅叶 I丸叩彩忍に F か X+% 心液土口上 3 。外，心鴨＝ 0.／i.鸞碕）
シ召叩四叩可外逗戸這逗畔笈奇ル，短い I叫嗜

をY,,礼，ン K ら~ s叫ば叫） A \::::..•ク印筏セルぶるふ瓜凶必とす午 1ギ‘
N：：：：止／必ャ T 7 (1) 

加七戸｛M屈外）｛疇ヅナ） ｀凶
て多わすシ立をぎる。 :;::,..—ーて・ヤ h釦 A• クI-レいふ．fふ Iキ況又が沈＾
ァ以f”上を多わィ。ア逗ャ必ャ1花仄ベ・一絞区囃知く未｀め~...✓ tわV出束
砂;..勺‘は） ＾六カ‘j{ 4 バ蒼iて`•あ 3 。汀知げ疇疇怠z)□ 3 げ
バ澤豆了った b
z.C4U)虹
虹K＼這い lグラ -4--m灯訊さム r」幻店此応パ畔庁及層

灼碍賃J)RT訳れmoccG叫；げいよかがた。ぅ灼紅（い併訥砕＜ヤ
ゎ！い布遣哨てき印ふを行：／／ hヽ＾あつ四＼箪知虹伍~\ず晃年 1本マが 7 た。
一六｀柔恢訊応戸I 江他戎切条¥J r—嘱｛ら K 3 人 1 虹°/ 7 が見払叶
炉°- 7 についてア｀す 3 i戸豆和fてb

＆ょ（区）之＾°7 卜）パげ蕊7，哀21 り圧沿、9 `•Lいパ杯（線，り）の
紀つ一、ク外処シ上らの 5叫圧/;_ (/10. I年，斗7 当.t/-.立D, iJぬ虹？，刃巧位臼7ねう
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かりり応にい。ふプの＂と！ず口／ 7 の希さ戸ら直文レ知＝矛拡
託＼ャ諄じ耳パ待って千わた。合双 A• 7 日／の＂百豆 0 いい午ヤわしを
りが知tって知。 Mハ計か、(i)知急吊レ，主喜]'炉•あ 3 307紐→必
比釦他知7如げ伽石泣兄翁如バ磁いっレI 之も暦-,1，。
3. J/4r tJ1）加文
”鱈z冑／＜‘ーしf召ば研4>)(訟µの丼ヤタ紅虚）兌柏：哀ゎ知 I て災
印知疇の立瓜ふ食室I＃辺ぽした。紅褪知仇心荘 lレぎ力沼知＼＾
がfくめ、叫町4菜ャX]心ふ叩鱈叫細汀と戸砂戸パ：
でべ砂シの手千-Z.·· 1--r刈'.::,.，がふ辺灯紅之暉鯰•ある。'>-d)冶紅砂t
パ炉鯰字嘲吃｀させ如ア9 -2.紐の Y幻即｀曰圧 5胚一心
性召が幻勾丘着乞てーをよ知T=o 府シパ紐頃這 v て 7スヘ°7 l-lしn
叩貨ぃ b.2”乍：に幻心の夕叶ゃ｀1 3 こ比り屁這知偽
氏

況心，7 ＼一l:『和百パ、ぐ叫 5戸叫ふ筑｀やフ°\;?グ｀・ラロバ‘レ打
え萩口 □扁な汀フゃ。ユ心双V渕7細ymK久含柑＼資文＼字わ和（)._/6 J記反 u`•
心四紅 4”"や繹絹知俗さらレた。知釦叩鴫·見屁記？
かャ灯‘フf-::x件（百り声玖平\•主＼し初7紅冷んヴ平クー戸f7/ I` ナ知も

l~和魯フ「＝ 0 ;..~ ~-,OJデ·--l 臼キしにが釦研叶rシスペワト lし力‘ク呵
紅灰フふv-.冷ン向げf午のヒ。ク面佐乞ギぶん心；） 4 爪合と 1斗料J,<. ¥.. -z_舛た中
tlJ抵<,:...,/0‘シ『叶牙口く。

炉）直且戸ためgャぅ鵡w．ゃ知r摩奸戸心戸ふ1四打｀
如吃輝釦‘ら閃・外役 vピt，て碍た~

r~ 界 1
今年）知惰江頃）年忍吼 U て 2梵碍唸たフい z 知筏知む←戸す。

忍パ広ャ維沼v尖寃ク刈1 を牙四てヽ•土且たで兎免I z_ ~含。裟界こす渉Iえ為に虹牙•本
炉穴免k ；らず私め之『←破＼ ZI｀ふ釦恥 I -Z: (3．屯：ゆ3)X90IO 茅 4 江
を I7↓ム a がい~'t.-- ¥ -z..忽、す 3»

如漆肉”‘ムぅ翠窯竪紐試料

Ge(L‘), 勺に） 3．万＇しエ().0るid貸 心貸
3.793 J:A03。 11 筏白

肱塩）や 3疇796江OIと 37昼辺．02ご (3フ和0.o3)xIOl0年

/ :t 3 がと I t

勺(~) 37?3.:!:d(>)2 377oェoo5
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欽の喝手照知ヽ：：：よゾ生どたs-3Mn 0)生底滋函矮エ

1 A 5 （中注千放釦イ乙分朽による）

古ク鉦9グ（名大坦）ノ未噂里公子（万項裂萎）

1 . 房的 s3的（店＝ 37  x 心‘年） 1パ宇宙科学の硫‘究のため 1＝宝知

様種の I つぜあって，嗜厄，）和該料斗の中に樟出されて 1) る一方~て｀ I キ，ネ豆;,.タI!!. o.>氷ゥ

中ヽ：：ぉ、ナ＄捻出力i•拭みら杉て I} J o :::.れらの夭怨｀．試料の中の初定偉乏紐析 L て

）宇宙紐長期残度知巳‘学宙佐の旭玲上への入射淫度なぶ宇衣科学約 1：：重要な知

“碍 3 :::. c:...カV' ぜきる。 そのため（：： ／ょ巧仄，の生戌筏反応酪面稜の位が必要で＇

ぁ 3 カI,’., ;9，1リン老厖 I ＃非常に少なり。 特 1：：凡試料や宇宙産ゥギゥ巧心の生成 1肴

して重母な入知工ネ IV ギー SO Mev 以下のデ‘ーダ I~全くなりようゼある。 ま

た宇宙線の良を約によって r3Mゎが生成する隙のダーゲット夭素と、とて（よ戸e.か法

っど丑重要な0) -,:') Fie.を宇宙線中の主要な粒子て．、あ釘瘍ナて’'照身す L た場合につ

いて知包を試みた。 (T吐比 1 I：：厄から S3Mヵか＇’生成す 3 主な核反点を示

とた。）

2. 方法 •殴射乗大核威シンクロサ Table 1 Nuclear Reactions for the 

イクア｝ロン（号：：：：： s.2- Me  V)ノ理証サ

ィグ-,::J.1-ロン (Er= 1 6 M e..V)  力‘らの

鴻，ナビ｀ームを用、，て朽なった。 •ターグ｀

ット 逗澤 I＃天怨詞ィ立体紐成の叙の箔（～

7 勿J／が 2) を用りたが＇）碕（：： I # S4F之

およが's、四ゥ邸化物乞アル三箔上 1：：：国定

L た色のを用ヽ)-z::プ4ム位、 1 に示した各々

の厄茄に対す 3 断面積多求めた。 •中性

ィ照知約っィi::.学介離 S‘Co 乏 7 紐スヘ°・ク

I-ロメI-リーによって定量．した後ノダーゲ

ットを命 I ご；·祐糾 c / 9 I荘釦lえ々i•生と詞筋し

た溶液左歿イオン交段組靡のカラム 1：：致 L

ちマンガンを分綸とた。埓—ら中たマンガ

53 Production of vvMn 

Reaction 

54 53 
Fe(p,pn)"'"'Fe 

54 53 Fe(p,2p)'"'"'Mn 

56Fe{p, c<:)53Mn 

56 53 
Fe(p,2p2n)""Mn 

Abundance 
(%) 

5.84 

91.68 

57Fe( p,必n)53Mn 2.17 

58 53 
Fe(p,,:J;.2n)""Mn 0.31 

Q-Val ue 
(MeV) 

-13.62 

-8,85 

-1.06 

-29.31 

-8.70 

-18. 73 

ン試料の中に存在す 3 よ4Mれ（軍＝ 303 g)(;J: l デ‘¢ x 2'1 井ク空パ4 エシン

チレーション・カウンクーぞ｀；砂定＇とた。 • S3Mれの中•t生手放約危分朽 巧v/n

の差放量は 0、／ク戸の程度ど樟定さ丸と力‘芸／尻～ IO勺□ 多量o;,ぷ｀力I99

生底 L て L) 3 ため I二）直接放釦筵鉤定を行なって ¢3Mれを定着すうこC- I字芥可能

ー（あ屋。 2 の国痒を豆）r 5 だめ 1 二女クル／れ (7らア）汽仰’れ反］えを来）浮！ L 文．放知化分

-2 0-. 



I) 

析法 を経用 L た 9 ..1::者乙のマンガン

試料を急紀度アル三ダ姦上 1 ：：：角乞 l蛍した l Table 2 Production of 54Mn by the 

の左紅マンガン，夕勺vir1-の痣浮拭某斗

どどを／：：J 1< 1Z 一 2 垂亙手して｀‘1 サイグ

ル l釘の＇キ炸子紐約を形テなった。 照釦

L た試料を品に淀箔と，，イオン交喚今

敲注 1= よってマンガ‘ンなぇが裟ら生咲
した NMヵの奴如胆豆虔と芦。 こ

の翠知坑イ午のさc. -c.. OJ J-4 Mn の生ぷ星

をア砂担.2- I二示とた。 この結誤力‘

ら哨ら力‘なよう、二鉛ぁ．J.:が｀マンガ‘ンカ‘

らは）そが必み戎豆（ク、戸）あ•よが

ぷMれ（元 2 ク）の核反ぷ 1二よってか

なリ多登の戎％が生版、乙，，届と 1 ，紡

瑠力ら起う。 遠匡うな方法によって試糾

中、：：存店す 3 Fe) Mれを定蛋とて，，

そみら力‘ら生ず｀ 3 仔Mれの差を定め，，

ガっ元菜試料中 1二店在 2 f::.四/VIれ、：：つ

1) て多符．すわ,iシ s3Mれの定量が可錨
ィ、あ 3 。

3. 結果 放釦イと分朽 I二よっ之砕ら

北た夕3Mんの麻牙数多犀）て彫祗I禾員が‘

祈藻ぞ主g。 す4bん， 3 に現在ま-2-·

這ら北てi)g #Fe ｛戸、メ刃｀ぴ1ヵ

反応かかをイ且を牙、した。 この他を•

N·. 店（戸メ刃迄ヽo必｀ （だ’メ）ウ
各反応の断面積の位と比鋲すg .::~I ：：

よってJ S3Mんの半減哀月己して 3．グ X

ノび年 3)分‘逹多イあ多：：どが＇妾リった。

Neutron Irradiation 

Sample Quantity 54Mn (dpm) 

Fe Reference 24.30 mg 4.13 X 105 

Mn Reference 90.90 mg l.32 x l 0 5 

53Mn Standard 0.0515 dpm 4.24 X 102 

56 Fe -l Target 6.69 X 10 2 

(Total Neutron 2.0 x 1019 n/cm2) 

Table 3 Cross Sections for the 

. 5 6 5 3 
Reaction "uFe(p, ol)""Mn 

Sample E_ (MeV) 
p 

(Enriched Isotope) 

er' (mb) 

56Fe -l 14.2 -14.4 36.0 + 2.0 

56Fe -3 12.0 -12.2 24.4 + 1.8 

56Fe -4 11.0 -11.3 22.4 + 1.8 

(Natural Target) 

Fe -2 15.4 -15.6 37.0 さ 5.2

Fe -7 13.7 -14.1. 25.4 :!: 5.0 

現在』l!J_つ反広、 I二つりても沿り定を認続中そあ百。

女~，和

1) M. l切4初四心4, 1--I、 M4ts心包 K、I-Joれ｀e., M． Iイon召4,, E心蛉ア／りが2左

今ふ乙 e#/ers 五／ぶ夕（／？ヽ 9)

.2)志澤室公子，古 9ヽ｝昂テ嘴．矛／夕匈放魚す化学討塩会 (/97/` IO 魚岬）

3) Jv1. Hond.a/  M. 1加2年り丸方ys. 々'e.v. C :1. I I 8 2 (I 9 7 I) 

-2 1 -



厨陽填射1くよりばし•‘た 53月れtJ)生成断徊績丘
1 A 6 （隕是伶杓~［＜cl- ?J) 

噂庄孔犯し孔｀仔l 筍今，ifiJ臭チげ、か月徒建
ぽ犬霧疇）

か）飴哨（如火理）
←工 30MeVp y/...J;. t`•は叩e(PI ぷ） J.り“fie(p『几） ＄3tfnがりを見ばっ
てゆ謬淘籍も／02mb 叶佳足げれか見乙生成董がり 5 えた喝合には現在のオ
姓以仰心：：：ぶ刃感嘉IO-3か叫メ上の 5祝豆得ること（口容易1.,••ある。しかし）司
碕に5偉（炉fn)約y碍にぶ？ t 吻心と l韓経虔の約祝い（丁正 303ん）
も生成する。放仇14し孤 （J試糾オに放射釦以し乙外摩／：鉛が／0任以上の外厖
囀ぴいl~ 喝合に(i遥拍し難り。 --¾.（蘭量り杵呟t`'は直蒋：窃ル江絆陥り
屑令数比□j足ずる「⑰． 5夕品が微量ガあれば，夕が知択房下t'窃況と和足する
ししゎ＼．＂紅｀ある。、噴影渭知疇釦証純物（＜iる拉塔と感度にあるが最
血加精製ゑ心紅昇ヽン＇］カゲl虚幻訟れ以0. Iク経危(/)M嘉叩IO-3紅
碍属ふ疇釦紅爾涅ずることか＼℃‘召みようになった。を（こ汀/lo/レス鵡げ
恥直月により／0ー／g此p径疫の徴弱イオンク危直J足精虔の（iiJ上を｛ぶ力‘7 r'(。：の
絲農各/0 11 a.toゅ鱗(0. /dpりに鴨硬J足が臼認応た。(8)
ふガ須 ・恩虹甕詞統ンン 70 サ 1 7 り卜〇ン(£p：：：：：ぷ＆岐 7l) がり (/)P易
砂｀／ムも対い、ふ 5 X IO¢P易チの照射いわた。(/f 72加且）。• 1 ーケ＇III 卜
純綬Pu.. roぶ（ふ 3fPm,)も凡 I• やや房噸も午校ズタック L した，•三麟直
墜 3‘匁ぷ＇瓜 I 及び｀. /00 Cl-叩伍（い）知器（こメリ巧ゆ口放息靡測定も行
り グ（叩'-n,)在来め紅 I珈恥，項量り杵兌t碍りれる 53ル／約が1孔の差雌値と

Table 1. Cross Section for the Reaction Fe(p,x) 53血

Target Thickness Ep 54Mn 骨
`Mn#  5]Mn 

↑(5ズ）
が (54)

(mg/cm2) (MeV) (dpm) (atom/atom) 
x107 :X:10 -4 

p -l 480 51-47 1.77 4 ．吐0.4 8.3ｱ0.5 1. 3 土°・ 1

p -2 747 47-40 3.42 7.1ｱ0.2 6.l土°。 2 0 。 60±o.oぅ

p -3 802 39-31 2 。 44 6.1却・ 2 2.8土°・ 2 0 ．究注0.04

p -4 708 28-l8 0.06 5.1土0 。 2

* July 7, 17'?. 
# July 15 -Aug. 5,'72 
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した。 P舟（以甜位の分離終剃足を化f:::..。 ［化生庭翌ェーデ）レオおよ（元除去）
陰、1/ 1 ン譴（fe, Q) 11A虹（厄a)過羞素隧処理（ム）水倹疫（凡伍）
パ広｛くより虚烹釦鰭陶綬乞化fく。ク駅珈加陥(),臼とシリカゲルを
釦紅しt贋彰‘杓紺拉した，つ直塁［二次慮耀倍屠伍ー8e0/7役（利
碍い／0 I,)豆］ l) ，僻られ幻1°1レスと立う上が｀／）碕蘭知砂増加器z’‘/00 格(:::.
“し、 5()OMHクのガ Iクシターが訂舷した。哨惰器斜1J魯厄‘、 II°l以吸形立ち
上がり鋼副屯珈ぶ I II ゜ lしス茨烏履叡値／釦O厄？の所゜冗，Jソン台かcTJ //0ルスが
臀加れた。噌疇知雑音ら 7l い爪．＄，との舒別レバル左位OりI鵡綻した。劉
麟の B. q.0ふps ，豆Mり輝和—ooo へ之0000,3, 5燐知‘翼／～幻
¢戸5‘Z‘‘げ）足乞化応・虞疇身捻肛杓立大疇り屹更験如｀•3疇鱈Jし
た，｀｀I<豆）と疇（お5ke『)鑓直蒋比餃した。臼（＜フ l J広町直
鑓今比53摩／均1口の見和直とした。 •竺廓り鱈I危面倣緩 rー／ 4づ／くつ
いい讀転扉人り 5知／吻九を直蒋求｀ぬ鴨汲輝霞かり来‘め穴
＾（匈加）直這豹釦し乙び｛夕加）色厚広しfく。 P-#Iくつ ll 乙は別に覇量
峠髯決夕紅鱈臼這討りがある。
土峰星（口le ユ I Bi, 1) P- 仔 I P-3k フ II1 は叡々叩｛fヽが）加·
(p1 .2戸れ）知疇介｀り予、瑚）？れた値が叡紅。 ?-I I JJ-211 つ 9)29げ剃
t咬り上よれ気囀疇りれ rてクが朽'fl~ /ooMe1l 瓦逸のを須｝値が｀ゆ慇 Z'、あ
肛括抽も｀ 3 る。びお、クうOMe11 t`Iば0- (t-仔） ／グ (53) ^1 z" 30砂虹直
贋りれti'り（S)，又払i t呵だ灰＂／i／丘e7 1‘‘グ（炒）／cr(s3)::::. 1,a豆／が表
めりれ L ll ~。 (6) 文紋（1,2,3,)('J.ifJ報 (I) 象椛，

4) かI, ；も牙咀 約萩 (I)
5) Matsuda, Umemoto and Hon'!a 

Radiochiln. Acta．止， 51 (1971) 

6）本因，証 1灯 未発長 (1971) 

7) Honda and Lal Phys. Rev．基逗， 1618

8) 多原生．武 Iり．和ii (1960; 

囁履分打翠／会 (1972 ，釦合）
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1 A 7 
頂石鉱城中のトヲック長のラ則定と
その解析

金双た理 中西 券

経 La.1 $ 1りあ刃喜渭石鉱物中のエッ今された売留トラックの長士左測足
して，超を元秦のフィッジョゾ•トラックに帰属て｀‘を 3 ものが存在す 3.:: と己報告し
た。そのうちの珈むn C。U"ty頑石につし）てノ東大・物牲研ツ）本田敷授：によリ荷完
＂急合色与えられたの-z··,その耀石と分離して，（i）TINCLE(I臼必と仕基研尺）
式銀がえラ去 Iーり、天釈のトラッ 7 のエッ＋された全長む制定し追杖｀む行な
った。まと(ij)ア＝ールしたゆ心f).... Co“,1f tyの繹石括晶り喜われ目 1.: ウラン，あ~ ~l 

ず“A憚む恥，熱中牲子賑射ヽらよリフィッラョ-/·トラックと人エ的に1乍リ，その長
さ I< ついても TINCLE和検討し，天然トラッ 7 の長さヒ比鼓するヒとも IS:::.ノ(iii) 2. 

つの栢補痰心片クかれぞれI) I-ラック長9撲：から，核分裂片のエ ~Iレギー合
布 質量分布む刻幻 3.::.. ヒの可能性もこぐ・った。
紐 頑石試料の中から 1憚叫以.1::.l1)大ささの結晶立ヒ°ンセットて＇’ヒリ出し， CH85
、 C邸 I：：よ 5 童液分離心と隻 2.1~3.3 の耀石t集め実験に用いた。この一卸と薄片

にして顆徴錢潅也だし，頑火麺頃乙同定した。エォ，·そジ病詣にうめ込ん五結晶と研

磨し平滑瑾9a 面這ノラ弗とうす 360/ N^OH 考液 (~/&0°c) "t..トラックこエッtt
5 。エッ＋ン？哀トラックに銀めっき己して絨測

した。一方，か絹砂—邦＆夕00°乙で 3~0分廟ァ旦4.
ニー Iレし、エホ゜キシ樹詣にうめ込み，，莉磨組天
然ウラン，ぁ 3 v) 11 忍Am考浪 1:3麦して締9a の初Jれ IA
目にウラフノみ“A硫足しみ込まtノ乾煉復，熱中牲
田照柑ノエッケック..,録めっ立し，顕徴鏡て・観刹
した．

さた， アニーリ-/グの今朽しなったもっ，アニー

リアク＇後，中住曰照打したもの 1二つし）でも国様の

令或t`、、アニーリア？｀．，＝よるトラック消失り痘涙
，蛉晶中のウラッの銹導板分裂のフ”ジ aブ・トラ
ッ 7 ，＝ょ 5 ウラ万農度規1j定も試みた．
トラック長刀刹定 l1 、® 11-; 示すような顆欲錢

写真，ぁ 3 レ心痔眼利彰兎騒姓tて｀｀求めたトラック
の吟かげの長:t t., トラッ？両立器り焦点疾度嵐俎
叫 I糾切？の左瑞体知），加泣恥註も合わ虹命）こゑ＃幸の

-2 4 -
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補正沼埠石り知1.66) もして来めた実際IJ)茨士がら度療のトラック長ま来｀めた。

紐 頑火年 I1、 ‘0%, ~勺／¢がら NaOH落液によ 3 約ヽo 分のエ:+:;;Iク鴫で研磨面
のトラ Iyクがすえばじめノ約／20分のエッ＋ングによリトラック末喝まて｀・エッナこ
札J ~れyx .t.，，エッ＋ングて’',tトラ.,,？力1" 太くなる。結晶内卸の Tl N C.LE のエッチ
プク"1::.1な l8()~240 分乞蓉．する。エッ＋士れたトラック、ご録ゎ.,き 1=よ!)コントラ

ストが増しノトラッ？長心l 庭ポ菩易ずみ I • 

疇面て畿瑚これた天然I-ラックtf)烹度 lX, 1話品こ＂ヒ、＝差がみy" ((J.2~3)XIO‘ 

切eles/心2 て｀＇ぁ，た。またノ函゜C ず300料閲アニールした結晶ずヽむぼ0 ク向ェッケ
ングしても,; I]、つうに熾池jこれるようなトラック I;[ 現出七ず，たた碍々J 30ルm 以
.t.の長この，一定の方向と向いた d;slo吐んによ 3 ものヒ考えられ 3 トラックか＇笏.;

れた。天だ、ti) I-．ラッ？の長 1 足測定する祭 1-=-’みこの、荏のトラック 1む ~lj定か 5 京外
した。 ア＝ーリック｀｀ 1麦／中住テ照射した結晶中のトラックか夕，ウラン
邊度,~, :$ pp b 口推定土几た。このウラッ邊尼し，トラック保．将南｛i～規在::::,.f..s-x 

尋しいう反．鹿から，よ濾仏の月祀棧ケ裂起0)トラックの突度 lズ Iれむ心／伍心以下

と計蔦 1 か．た。
TJNC.LE~ によ 3 天然’トラックの長心．i一つ~,-z:、~,まぢ，測定乙克3 したトラッ

クの教：ば少ないが， 20だ→屯度のものぷ数低みっか，た。 人工的に 1知た丁INCLE
1吋るウラプのフィッラり・トラッ？り知 (2カ哀繹肋粒）の分序の一刷巳因 2
l＝示すガヽ亭 0, 20A＂のも17) 11,虹11 仇なり．こらr-,鍼測面 I吐キす 3 I-ラッ 7'? 負度
0 （且1)によ 3 臼ッ？長砂（目 2，右）も 図， 2 l左：西l,(..(^』:t)フ西·的心粒·

み 3 と， 20゜S O ず、丸ト・ラッ？長がヤヤ、 一 下
か埠砂9 とが＇’'ii"委負埠切

姪かめ 1＝喝走さ砒 3 碩向があ.3. 30°~ 6 芯°r：ご覧芯需）冨芦：；：9：庄亡： ：［こ
哺I浅ぷでい。 なろ‘, /0~20が”のトラ

ック長の渕楚誤差 I”<30゜ず 1直紅圧

＂我に1“ \/1。
図 1 1-;;. 示すよ 9 も el也viye の中が屯ま(,

2 つの桔硝核ケ製片 m 起点が1A....,..X戸

“1いわか 3 しまJ晃む X1 い核ケ裂片
0 長こが 1瓜吸戸刻兒鉄差で衣‘9 各．
B 下 9 ::..っ方去で窃Su（化す），よりI. .4,.. 9«オ） {}) 

板分製片…条現の分布J 2.つの枯補‘我ク
輩片 0 茶視ゥ比左'C.`も速II 足しい I Jが，

抜心浮的議蕗が｀を 3 た＾サの杞ケち数の
りがt e..き芦‘'親痢してし）な V) e 
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1 A 8 フィッショントラッ 7 0)長での刺足1ミ関すう基碓柚冗
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かげた場合 lミフ ll て刑定 L た。赳音液発生器 (6 O W) の上に対流式怪温楢をお‘
で、その中 1::N o. o H 溶液のはいったビーカーを入れた．：：：ハ場合灌度制御 It土
0. 2 5 たであう。 N o. 0 H 濃農を 4 N~6N, 温蔑を 40 °C I\..,的 °c lミ委えて，時
間り船数として Tr o.. c K の長さの凌化を， P h.o.. se Con t r o. s tをつけ
這微鏡で＇測定 L た、こ17)とでのイ音手は I o o o f音て｀＇水平距離は 1要限約勤測徴計
て慄’l 定 L T：：：。焦呉涼慮 IJ O. 4 4 ;ｫ itt, 7K 平佳難と深での測定牒度はそれぞれ土
O. 2.f- m と10. 5 メ爪であ~.双良したサンドイッチ法を用 l1 て犬然＇ウラン(l)
中柱各核分製の庚，馬愈を次のように行なった。穴然硝酸ウラニル落疲を通当量ボリ
カーボ｀ネイト上で｀風阜tでせ，サンドイッケをつくリ京大序、手対＇の Pn-3 (R d = 

b. 2) て‘` 1 分間照射した．懸が「後 6 N-N o. o H S-0 °c 渥飛を用い起音汲どヵ‘Jプて
60m i n エッケング｀した，
［話男］ 図 I と図 21まみ’のあ‘の種々っ条

件で行tiった Tr o.. cK e"Ech; l'l'1 

r a t e と BulK e.tc..hin} 

r 0-t e l7J ~討果である。図！に直詠 1) の行

↑心った値をあわtて示す。これらの 1直 lは数
回行なって得た碩の平均直て｀｀あ~.図 31 ま
天然ウランの中性ふ核分裂片のトラ、'I 7 "> 

長さの分布 T’` ある。約too対のトラ、y ：を汲'1
史 l て早苅の長さほ瓦＝ ／4. 『0,Pm と RL = 20 

“バ＇ぁ？た。tt阜fのた4'l A I T -S A LE.ｭ

M 等劣話果を示す。
［者察） 図 3 Q)結果に 1 cJ; B u I K 1Jエヅ
今::. 7｀｀に対 L て梢正を加えてある。（上註
エッケング条件にお 1 して 0.2'7µn) こ{I/ Bu-
1 k e t t h in gの影響とトラッ 7 長
の渫での現'1 足かり． Iなくの面に対し 0.2 < 
枷 0 < I Pl 角度をなすトラックの汁裸訊 L

た． AIT-5ALEM苓は Bull'i etch; nfに対す｝碩
正 1ミつ 11 てほふれて 1 I tふし＼．おそりくミの

ミとが図 31こ示したt..ストグ｀ラムのヒ°- 7 

の 1立蓋のす｀＇れぅ原因て｀＇あろう。なお詳細な
考察は討誼会の時に行いたし＼。

参照文献
l) 立藤有臀；応用物理営会請練， Vo|．に (1~71)

2) M. A([—Sa如心；加必．lnst,．加枕釦f(I燭
-2 7 -
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1 A 9 オンライン1司位体合蘊器用？ーゲットからの放射性豆釦
蒸癸速度

鯰理 久知疇

1よじ・め 1こ 本が回の IBOL( オソライン 1司位体今為器） 1 号叔ば、迩く、

原ヤ懐研究応、テス 1ヽ央巖：：入る予定ずある。その対象として、ぷ癸型のター
‘r" ッ lヽ 1こよる、短寿命の亜鋸放射釦紐体硫知計画され7. I) る．生成誌と
しAて 1本、 Mも十 3 He) ある 1) は、 Cい P誌狂l 用する。昨年の放恥碑討
論陀報告したよう 1こ、ニツケ 1レターゲ｀ツトも＇ 5 の亜鉛の盛癸速度I本予想夕丘逢<.
、ターゲットの温度豆祗爽附迎まぜあ Iダても逢臼 l這か：：：も逐 L た。とこ
”"、 もう一つのターゲット条銀ターゲット Iこつ I Jて蒸癸速度乞妥,,定したとこ
3 、二‘'/ T IVり鳴令ヒ全＜対照的な命果が得ぅ九、果った及応和知＂、よリ速く
燕癸古~ t, I) ぅ事実乞確があた。今国 1本、銅ターゲ‘ツ）｀ 1::. つ 11 ての＇戻験結界、、そ
れヒニッケ Iレクーゲ｀ットとの比軟ぁヽよ吠、 ISOL O')/iオン源せ｀のテ 7、卜戻瞼
豆尤軟知＇ 1 ：：：-, n て報告する。
和稔お広 対象滋射世）司位釦して、 “Cし（ん』 2 り入忠て．g：猷する

ヽ3 Z 穴 (3 3'i11,ｷ 1) も利用した。タ__ゲ｀ットと L ?.. 1 ;:I:.、／ 0 , 2 0 あ',l:.祝 30
匹しの和這聰笛狂l,) 、蛮が＇戸紐印紐和が一 1;:: す 3 豆 1: 、乃
起関敷の平坦評分を組II 、汲大サイク 1ついロンが；の I 午 M~ ア室葛ナビ｀ームて，．
照射した。燕射ターケ“ット鉛を 2 今し、 1 つ lが擦準試料ヒし、他,., l つを蒸染＇更
島試料とした。ステンレス心‘- Iし 1 こ入れた然射試料を、電気炉中，：：：蓮かれた
訊製遣燒管CT)中央）：：：挿入 L` 1 ~2  XI 0 ―J‘To トトの晨主湯さっヽ、所
知温度 l：：丘疇。—た時問い羞度 1: 1知這．急逸I':! 炉塁度を下 If'て
既tヒ）出し、 63Zn 這応＂ンマ織さ測定して、擦導試料吋叶坂卑との叱較
応、ターゲ＇ット中り z n.. ")うい諄立決定した。 1本じ｀'f'> I：：う糾射知喝ー今布し
か＇る箔も‘5 心知．笛中ぜの拡散品租が得速段裔ぜある鳴叙：： 1本、箔中の放
射能→残鱈ば、追似的 Iこ•も exr (—入t) i'あらあさ加る。こ、-Z:'i; I木惑癸呼
］ヽ心麟騨逗度恒数t'、元D I むずちら令される。たゞし、 D紅吠＇
ぱ、それぞれ、拡散恒坂およ吠｀翫厚みずある。この式を用 11 て．数射悠汲
畔虹．入ぁ a ",本屹)fl. Iこ対応した半疇 T人t箪出 L た。
実験鈴泉 まず、這噸応すなわち、揖速政蔭拶拡歎函釦‘‘あかか‘ど‘う

令、訂検証するたあ 1こ、ターゲ｀ットの厚みと Tみヒの固の園保．乞しらへ＂た。屹の結
呉幻[) 1. 1:: 示すよう);:",.、 T Ya. l這知Lの 2 糸に比例してお 9 、拡散過程8囀羞て‘‘
ぁること芝示し'1. \I~ 。つ II t‘、拡散遥森のシて惟叱．エえ、 lレ令＂ーさギゃうため 1こ、
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S'0 0~  1 0 0 ー  C の範国て\‘、 T y:a... 4)温度
紅とし 5 べ‘た。その経果、国2, I：：示す邑
線が得ら心｛れがら，シま釦しエネ Iぺ｀—
としてi‘0 k ca...｣. mo£ ー／のイ直が｀、 ま
た、拡散蘇知滋度によらない項 D。吋邑
'G L 1.、 0. 3 cゞ、 s e C -／が｀｀それ
咤｀虹知足された。これらの1紐、錮の自己
拡散過程の対応す｝量の対沢直と、＇まゞ‘—
致している。

互 口かい lこ．銅？ーゲットも‘
＄這癸て'‘1本、笛ヽ中の拡散晶社ダ｀律免段准
ずあうことが明らウ‘になった少｀｀、 そ出 1本、
すc!'I：：禄告したニッケ IV~ ーゲ＇ツ 1—の鳴
と蒐るい）差t示し"t ll ~。すなわ 5 ，因
11:::. 示してあ 3 よう 1こ｀ニッ＇TIレの母令 1 ：：

Iょ、 T yユ’ょむせなくか四倒しても 9 、
律丞段虐が’'表面：：あ 1ナる逢 lヽ及応て'•あるこ
とさ示してし I~ 。まt：：： ｀丁yュの温度度 4しも
知喝年, Iい’'あリ（配）、;·武雅4しエ
ぇ、 l式｀ーとして、 I/ k C.tt...-f., mo.f-1 
と ll ぅ紅淮げ得ら中--z.. 11 る。ニッケ l レIT)

堪知律迅退哀もあ吃らく｀表面心 lナ
璃4し窃碕応噸、があもと臼想され 3
が、 5が生化工沐 Iしザーが＇准しりの）：：，逸度少＂
遠 I ） ：：ヒの理由は明らも‘ゼなり。
国 2 の直線紐挿すうと、二＂）ケ Iレ0鳴

合 ／ 0kれのターゲ＇ッ lヽた、秘戻迎くっ
/ 4 0 0 ー  c f(1t迫手も＇加熟しても、 T み 1よ
ぇ叫｀九税崖：：しかな S ないが｀、俎”丸合
に 1本、/ ~ 0 0 °しずの T ½.,.,f直 1本、 3 O 

炉n りターゲ｀ッ豆 I、ふ m ；叫 / 0k  

m ず 11. / 0 S €.- C., 1：：未て＂救ヽクさせ 3 こヒが
て＂屯る。瑕危J::_記ら謡飴泉と、エ SOL
の 4 オン派こ匿＼）た照hrfーゲ＇ットが3 0 

捐｀集炭瞼とを比戟古”乍慄が進行中ずある。
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1 A 1 0 紐山1敗莉放和択規,,定子L に設毘し↑→＜醜オウンターの勢作

更大王里 。ホ棒宏． 馬知欠天． 改口 T酵

宇釦耐居中<11 Electron Cap七ureC EC) 同位僻｀石研渇こすさ角、イ攻レヘ"Iレ X 該｀唄1定

装宮こ寃作し戸。本茉営ヱ製作する I二古た..,•てキムゎ←た表大 o 努"J1,.・｀し l 71 ・ 1= V 

マ自然方t叙屯衷らすカ・ヒ 1 ，うニヒで•本吝。そへ算，＝便市するわ祠ーに注意豆ム 9 、`

速麻t底屠，二し．）イズで和元炉 rごくす吝 F う電気回蹂辰なカウンダー｀キ轟‘走'""エ

走を表らした c

1ｷ 装置ヽ和元Ill各

栞置令体へ Block D,~ram ~下図 1＝示す。（ot) •• X 謀検出用｀ F9 急彰ガ＇・スフロ—.tt.

倒計孝叉管で、肉歴応mm 、 内径t oomm ． 畏で !,OO=m.,-, 無徊姿孟企固円1?i <•· 7:,ぽ5 マ不ヽ＇）、

心醜'"は直径約 0、 In, ，，，ヘダングス〒ン蹟いこ甲，．マ．f易棒としマi，る c 心紅曳℃支える

諄ほ仇 IJ〒フロンで．漏←需追互籾<·、声完分 T;;: 衷面罪輯~ I::..,マ苓る。・エネ，レ干‘‘

一較正 o 齊円笥.,,中央，＝ア 1レミマイラー T··茎ヱレ．T= 直径t o r,, m ｀穴.,,.,. 1,,'iマ不る。

測定詞臼，で．肉鹿 I mm. 外後 I 00 mm 、長で 100 mm  ` 無輯累飼円急て•作った言む粁環

｀内釦，＝途｀布し． マヘ訳＇栄叩喰名｀まt孝丈浩内，＝ T卑入すぢ c そq畷 ，ゞ直戸冦行し T；；く

戸『エ・よう I ＝ 試｀料管 I下＝っへ半円角、迂如町して本ろ e'ゞ訊い両璃'"'恥 Ef-l ec亡

を粒土すう茂両迄 10 玩ず', ;耳·誼丁マ"ネ夜って右るたへ、訂和冷へ有粒訳＇料面積 1.

家1 940 c,m'-で・京百 c 訊炉げ句頂やか T,;'J大きくしてよ苓 °'I本．、碑突対象ヒしマ予文

しマ，，る註料 lな瑣石 T7 ヒ＂｀宇宙和償中 "'EC 酌切平へ勺万仁に放叩租及も•• :r:7f:: I レ

ギーがイ氏<.. ` し Wヽも一硲匁I二下、 T; 'J大量へ試芍た＂ィ号ら←易，, 4'Ca. 刃J\li、 ”-Fe etc, を

(C) 

(f) 

(e) 

I 

□-I+--I--

l 
i -.  
I 
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考席してi '3 からマ．．.;; ~ C (bj jJ直径へ喫戸ろ＝＇｀アクリ）レ栢祠旨円筒で製作し T::.
水鉗蓉客で、中，=-,.,,イI::.牛年 1弓t胄喫し戸 m 万三匡！茎噴し巨木金頁が＇蒻ギマ'ti,')、水金豆

肩｀庖 Tl玄店 mm で忠る。tc),, 洋窟諒｀屯汀姦甲｀いわ中ろ宕l車由円筒型 muit-iwi re. Er M 

百芍文帝,'•なろ。直径へ彎 T；；；る＝っ｀アク,J ;1,,和賄円笥マ；， L" でマ芍'J、タト條l氏円酌

｀内国内偲l ヽ円酋ヽタト面 I ：：：令い玲塗ザ寺 (SILCOAT) ~途‘右レ酋在ヒしマ本る c ア易

極け、 29応タンゲス〒つい＝...,...円高｀砥向 I＝等盾I碍に呪ら←て 1 ，否。円苗

市つ GM的浮這｀後方咤 Iぢ．荘型`q 1'1 "ti釦智で、：温；でして；；；；＇）、ホ平方向へ芍有石見モ·

遺巌で可否ぷ") I 」 T＝ってい吝。頚芦 G n計五応内祠心粉途デ戸唾‘在したアク

リ lレ柑祖記裂で本百 c ｷ 

.L`人上｀詮：ェ窓屎 n: 、 (d) i伽罠無酸界餌、（e) 12 珈頂伍、(-f) 10 Cm屑令い且1., て

古IJ、便，ニ::.｀う和l定系令咋 l 'J:. "j-束黒銃出 I→零る東大原子核芍匂や喰瑣汰的紅

浪リ虎江に設器してよう。 尚上註滋殿序ぅ茸 I古．叡艦朕狽 I=1更秤！で卜て I, T召含天

ね•で•なる e

知ch) 這渥兎うい、大阪霞環 MODl=L. HT-IOI?応 ORT已 C MOPS'L 446 でぶ

ろ C 本圧雹洒、｀ー七尾屈 r-=- 1-;. stahi Ii zer,.,. 遜した安定仁毎芥、で便民iレてい~.

（し） ~ (p) I滋釦包作｀もヽで、（'V l;J; TMC MOPEL 10:2. <'i-A'MMASCOPE «、苓う。

2. 装宜へ特 It屯

tt:..1?11訂訳窄ゃ廂I して． 7c うt- -m臭今エネ Iレ干＇一軍戸申鰈、エネ IL--~"ーによ

パ紅Tt直加知守｀へ変 1, 1:._.古沼這討絆 0 茶位控，＝干ヽ IT.5 旋土交9守｀ T> と 9・コ 9 吉t

敦程平『＇卜戸樟7繹厩を同ぃて項I応 T::. た＇・ 希紀、マ正1¥'"'''tiっ T= c 用 I, tっ＂翡環 I,;

49 VC4ぶ keV`) 、 54叫 ('s.4 keT),IT Fe (5'.9 l<eT). 6'Z11 (6'.0 keT) で古ろ。アンキコイニシ

デ＇ンス同E.M サ卸算： ｀プラト―｀予で I,; ｷI 100 'V"刀ヽら 1 3SOV 市で、約 2rov 本 9) 、 イ通餌

"豹 lo¼ /1ocT 茸応ぃ古るし

3 、目殊訂豆

謹々 3 条行下．ィかj'.え l"J'這阪0 タト、造翫｀内、了ン了コイン三デ＇ン X 豆町向レ

戸易今し T.- I 心易全戸税文玲が加盲‘峨）売3七｀因辰℃’'朽卜． T:. と｀ Tｷ ` 仁に初叶学文翌｀臼胚，9

訂粒そう制定し厄こそ｀希を果．育這し T噌伶，マヘ逸函足売方泡し、アン-=t--::, --r·ン三チ＇’ンス

を作転でて、砥冠叫註這I従孔の内這り定した渇冷玉希も伶，，甘腔‘言T喘知·99f旱らか、

マっ僅,.-. lkel'"(4ke1"~ s-keT) 堵リ !.Oc pm でぶ， T~ G 16:レヘ·, 1レ下朽ンター O'臼訳

I 下 s2/B(B ：自旺＇方Tねヰ． s: 訳芹斗言1沿バ寺）た｀、よ l ，目字ヒで丘て l ，るか｀・、本芽涅｀

怜育~I,, 二 m 豆／已、：：南しク疇て言え I';,`' 世界鉛レ＾" Iレ｀も｀．で•本ろ c

柏·、近写 X 誼疋文牛ヽ令野'T,, • I,<> ルズ "'ri s·e 伝 m·し花‘乱別すろ'° I, I ：：よ 1) 自

怨’釘杖界涼 I)'-~ 7!: 1i" 7,'芸,,_•キ弘ら心で 1 （うが‘．本茉苫 I"- 'f;亨のか戸｀迄用すヤ I す'’更

＇＝自然芍T江えが下ァ．．ろ＝とた’'頂月特でやろ m で、現在'"'z 0) T-:. ~ "l口加各下喫咋中で，布る C
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1 A 1 1 Jf DR-1 使用希燃料序のアメリシウムおよびキー＇）ウム

原研 0 梅丈弘一，
岡千鬼，

申 111 道一， 鈴木叙矢，
La 叶た

土 軽水動力がJ<: ll, —紋吋這綿ゥ＇？ン酸化均燃料あるい（了ウ 7 ン・ 1•
Iし卜＝ウ A表合酸化均撃糾"‘•1甘 n りれて 11 3 ．燃、料 l"“ど、長期間 r=- わたりあ中，卜生
｝束tnmtエれ~ 0)で、 ぶびあ 2 ll lま 23"PLI.などの中は｝遂如財隻反応遺泉，
b\rよりの起フ• Iしトニウム元素が生成する。すなわち，歴炊化豪的観羨 l "s. rこて 1T`,
現在たt入 9 可知義重元展£長紐間・重f挫 1 ｀吐射 L r＝もの 1• あ 3 使用哺該熔
料 I~, 起 1. lしトニウム元 L の重要な脊希、 1"- ほ bヽならな I) ・①叫必') ［；印闇
.lS'OOO t1\\/D/T の燦科 &00 トン L 処理す~ I:.しt / 1'や加2.0裕平ら 4碍心ぽ

危こか， 3 TここtJ)燃料 bヽ“f食環されるなら 11・いれを札 IIOK} h よび 40 k:J-にもなる
遁適 l てい 3 ．｛也オ， 往燃料中に生氏するアメりシウム．キーリウムなどりふ
該債の生成比I~, 旦射中はう東ぁるい 1追い国 rJ_と‘｀によって黒うので，その炸
料の、竺射履暦ひりて (a恕攻良のよい尺皮となる二とが虹lf奇され'.;I. ま r浅h ガ炉/,\"
より高出力衷度を且4ほt. l不｀．炸料·中の超1'Iレトニウム元度のキ8対峨府を葛人なリ，
二れらの杖桂退パ見薯キも墳たするとヤ姓され 3 のて，検忍料中り知 Iし卜
• A た東の生氏十の虔丸 1.:炉籾理的見えかうも涌日は知見となうう。濱危りJI
原研宣ヵヵ試験ぇJ.rPDR-1 の 4吏旧オ怠糾の姓燎良染I足It ;!. I¥ L I 如料守に生氏 l tて
赳 1・！しトニウム元且q杖打1(..玲今キ午 z 執i介たの乙＂、 をq紅呆 c 祁告可 3,

史軟 試糾 l芯I llli炉紅年10 日から科年●↑月までJ PDR-I 炉 I心に始惰これ，
3000 ーt'ooo 11匹／清級的にた虚し rくの 5 約 3 卸閑令却てれ衣他料卑豆より＋泉
駁 L た．拭料＾ウラアは1JOュ約'l g．枝今啜釦成匈逗射託 I1 的 I Cし乙、あった・
拭糾 llぅ農碍峠這衿し＇培表0)直、当t £とって卓註遠和し， 9H 堆屠反:-~I叫穀
の表江或 Iミ蒻褪 L て戌イ 1 ンを嗅紺け杜t直しに直®丸？竺免戟図レ，名卓賊
海文ヒして F易 1 ifン戻埃祐樟社 1戸氣． L rて．こ，，ヵぅいが S, 1 M 塩屠t h よひ日 o. t' M
在ウ誠t"セシウム，r,Jビ＆ら考葛し去っ Tべf免，pH 4｀ユの o.とr H 7 エン戟7 ンモニウ
這如希土穀元屎と手とめ乙考真した。二＾ぐ令肩操心y¥紐 1サ）↓＜§ふ乍したと
ぢ＇）心ぷ）この介鳴山且て＂ば，赳-f Iし1-ニウム元長J'J.JlL iか厄、各！知事 1"l # 
J:....殺元度と同じ未直" L 可 3 9 tう こ＾命ェ萎人え屎 E、 9H 3.“り 0ぷH ユーii...今 Iし§し机ァ
ン毛ー炉拳凌ぃ壊腐かし r._ P易ィズン吏埃？口之I-ゲラフィ ma91 介属し、；凡
出来の d およひ滋杖射朕い戎I足し r,-.. 介烏てれ r這i両ア？今／イド元長 (2 吋1 今
オシアン員iアン炉砂港浪ぃ用いた戌 1 ifンた埃払3) によって奇←設ぇゑI:.今
烏し， s;, 棟滋け羞 1::. よりメースペクト 1し乙胡足l r~. 
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旦団1 IC芥られiよう I-. 炉
槙元呈の分畠 I< 3 いし，？れと柑灼伐して
二健の d 叫釈口元ゑヵ滋し瓜てれ Ic．遠島
位 3 ゎヽら らしと 如i·あゑ：：と h 1ヽ刻｛毛こ

れるぶ，よこしく 9tいう湛烏 1 れ；又さ
ヽヽ e -? Iな砕I Aぃであ a::. とが｀ d h よび｀
r スベクI- iし戎1足 Itよっtヽ皇氾、マれ［~.

古に苺為てれ3.\、 c• 一？舒今 DI o(-入べ
クト Iし E 図 21号、す。栂訟すれ1:. d 絲ェ

本，レギー 1な平とビ“にかりがit条入 l f< 

叫 A凪の令 A線 Itよく斤応して l l ~ •池邊．
牟 o.r”‘ のも DI Ir.つ 11 て足全 L rく｛直£、
？心ょぴび o 低と~ 1-.: ゑにまとめて示 1 。
未和復そ今杵t h.:. rょ.,'t l I なりの芍

却知し以外Qアメりシウムか友復 1 ス． 当紐
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図 1. 希土産見え素．合為の落禽曲線

庄氏 l -iいる笞tプぁ a ゎゞ嗅］足t＂そて •I rJ. 

しかしユ”ら 1可釘して 1本、丸位0)

ほぼ遁社瓜＾平叙nm } ＾こ←'磁C以
と 1可厄｝政生成しt_ ll ~ならば約fュの
d 杖射知渡出之れら取 0.54 痔．甜赦と

べそ℃ふ｝。&2. "a~ U IJ,tl.'fl(/0:i.l 

泉タヽらわか 3 ようパ，叫ハ ょ．（メ 10 fヽ
砕3~、＾王 rJ. 4純に 3兄 /. ?f)(1019 

当す 3 ピー？は認いら砕0?u ふ 3 x 10,e 

れなり。 してて b\.. 9 て， 砕'p "'I f./...3 xto'7 

lll-3 C匹＾虹火そは， 9 咋l,t I,l. 7 }({ 0 lb 
500 

< z も 2 怜c.,,.._ <ｻ 1/1r,, l .. "''R...., I ~.I,. X / 0 I '/  

こえる二と l”~ りと乙砕:i.c,.. I J.? x,o" 

えよう． 砕~c~x 1013 

1) 11!.M叫孔CON'F- b705し1-l(t.,)).2)H.Nd心直疇滋紐m； 3） K.Natto) UCRL.-8咄＇ぐ1)
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1 A 1 2 マン干モンダーゲ・"/)-の()(,叫照紅：：よる放射性コケ食
(JJ生成‘について

。泣沢修＊ 涸井約丸以 年1§北雄＊
＊布立大学理学評 ＊＊日本受ナカ研究汁（~ I S) 

（目的］晶近ヨウ素{l) RI (JJ中て｀•西学的に注目されている 123 I fっくる条件 C
紅る目的t 1.., t．了ンチモンt 1 -li‘ット Iて以• 3He照射 e 、ー：：ろみた。 1”IIi
従呆広く用い 4 れている＇3111てくらぺて全｛け虹暴紐量は 95.. I戎り、 （ダ1keV o r、も泉 c
杖出レ辛耐廂 l3.3 吋 l炉＂測定.tぎわめて初合1J‘｀よい．しかし同時に屯,q'すぅ憩， K
t‘.. h る門（年洪覇 4.l タo{, E C 74%, が 2b °/。) t呵（以＇靭 bo. 2 ol, E C) ~生
戌｀はでさ1, T-: IT 小さくし（ふければなとない。o<反応． 3He 反応·について苦干の研究

はあるが．．種々の技反応生武｀灼（':.'\I て(/I幼起曲線そ (/)4也褪追の目的に I!. デーダ

が不十介て―あり． レ 1‘ る l目ー研究者 l：：よ~ I両反応についての純令的な研究が Tふ 3
れてい存い。

〔虔玲J了ン干もン C 電着沃 1~ ..tり 3がA (/)飼板 Iて年均 L T 22→I”れで竜着 1 セ
らミ'(1)‘．．で、1 た。竜着後これ~ (I : I) 1-+N 03 I：：；忠解して了 9レミ陥（ 10が）てもみ

印 Io 枚tズ勺勺りにして照厨 Iて）司 ll rて．

了＞テもン(/)o( '3氏、旺射て＂乍哀｀すう反応·(/) Q 4直 1 こ 9 11 T は下希パロくてーあふ．

｀、 耳暉叫(Me i/) |反危 ＇王式｀核種切直 (MeV)
疇 I r/..、れ俎I -1.f'l I :?j./~, 17. /.t.lI +,.21 

I えれ ルjI -I f:、 3o | えれ ／2ょ I 一塁r
3n 四違／4- I ],n).ZI I -I之，CfI 

吋b“ れな‘I -6. 17 I 3 He, n 叫＋ 6̀  r9 

加L arI -I4.  9rl 砂 “I -1.  Ir  

L 玖 / 24I 一之）．“ | 玩 '2’I -I P,4r 

ミ↓ 1 じ考慮して．理研サイ勺ロトロンによ I J o(. 11-/e照肘し最畠 31 MeV. t.ヽ•一ム電

丸 0.5~ 1 が A ， ［せ射時 1祠 I 夕ヘ之夕今て・行なった。
旺射伎．了）レミゲ名t 3N Ha て．．；容がレ Sb 勺ーゲヽットし；慮硝酵て万容かレてダ0叫 lて
うすめて．蔓焔沃によりヨヽウ素 e令韓した。す TJ:わr, t..ド P キシJレ了ミン C 加え
て 12 1c して Na2 so滋液て＂相瀑 l た。、苓幡時）旬は 20 介て．．、キャリヤーつ 1) - T..|J平

均 l て甘゜／。、キャリヤー添加て．．は平均q1 % 0 収率て．．らった。
がくして． フオイル：：：にヒに今輝 L f：：ヨヽウ素試料 11 |0 以 C)\―イヤルr:·ンに入い

測定し Tて。廂壌特性よりみて． l2'1 l 『4keV. 1 2 4 1 b O!ik.-eV ~河ばすぅ：：しにし 1 、

Ge(Li.)半い~ /024 チャンネル戒高分折器につけて行なっに。計殺効率曲謀 1 :t.
-3 4 -



IAEA検定噴樗準線境（tnCo 、203 /-f1 ・ 22N a... ll 'l cs. s-4翫）を 1莉＼、．須l 定条件が｝司ーに
な~..tらにして行 Tj- I I 、 エネルギーし放射競骨 le 1:t,,l:く直点にのるこしが示でい
rて。しにが”.., 1 、 こいより生戌‘該1いA C1.量しポゎ「へ '2'1 Iこつい 7|1四ke V o k 
x 出 l11‘d fくめ Be 窓．しつけた Na. I (丁l ）•き召品 (33 /1>'1,,,., x /,..,,,心）しマルテチャ‘/
ネ l噸も届伶祈器 ~1利 \I て行 Tfった。

：いし(/l ¢i果よりピーム竜流i (/)化(/Jデー勺にt'cつ．．さ枝反厄断雨積 C 求｀ h fて。

J-rこ入射粒子のエネ）レギーについては．加粒キ/J1泥程しゎ勺し 5孔 La 中 n それ (A.
c.. Perniltlt, U CRL-1 ob41, I, (l'I b 3).) 1l' l.,内そうし． 1 (::. o<粒手{JIぅ k はぇみ涌
が屯挽算した．そわりfl'i., r 祐程 le r.ネルギー）匂I,呆曲縁」tつくり入『オ1.ネ 1レギ
- t決定した。

（辞果ヒ考寮J町し生咲｀す d 向起曲、さ叔が一例し右 1-:: 400 

示したが＇.. i T-:: :: h-ょ'J-—加砂快如 C 取｀ b 

た。町し 1そ 3 る氏け rlfなくする煎射条件ヒ L 1 は 2夕M へ300
ev1· 以照射がi ＜、がくして 12.(.I f o.b31,, におさえて． 5 

』

町~ I f'f凡 c i{u A -n-~f l, h.-$：：しがわ 1' った。i f= : [2Do 

〇し 3 の勺／123I 比 I1 0. 6 『名 rて・った。 以.t (/')む＜宴用＄
t rふう条件し決めづこヒ 1’．．て、そた。 困 100, 
梅息ぎ算TI::. J ll てはま rこ・支了し\ ¥I fJ (1 ヵ I'□ I I l 1-て．．

置らいた紅来よりみうし 123I叫反応断面積 o 最：焉1直
O i0 20-- 30 40 

は 10Me v H迦1. 340 m b でわり． 1 rて ,2"'I,. 々 KII 之()M • E0((Mev) 

そ VH 迦て．“心 1· わった． l rこが＇っ 1. 30MeV (1)加、照肘 1二よるし aJI I1 /79 巫f
µA未て． l,<,f.Ill /. 6メ心／んA~ の収率て‘h り． ：：：のしで (/)l24I _/ti.Jy比の値直 11 (), 9 1ご

もった。
: r'\ら令も果tJ'R. I ＼訊‘について以反応． 3He 反応t対叱して述、べ r~ ¥I" 

勺
1.2 

o.q 
（
さ
｀
｀
‘
ヤ

3
E
)

b
 

。
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2 A 1 枝分粟キセ／ンの．親核裡か5 の迅楚分鉗譴
紅ひ｀、 1~5wi Xe の庄敢伽支比と半戎期

（原研） 福田偉，°大森俊造

〔結旬 麟．服ガスタn理したア /Lミナ立マグネシア粒土セラミック-'j!IJ..
碕生零囲気和無祖倅の夜分袈ヨウ素を悉羞(500~1000℃)にポヽ 1 亘よく
捕着し この禍着（ある、f墳翻免） 0)咋仕化エネ Iしギ｀一ば非学に大き、ヽこしが判
って＼＼~jo) が la ミ汀碍がれt：：ヨウ夷か邊変 L て生広可るキセ l ン (d,
常土江王疇t・［祖紐l=雑脱可 3 ことを見出し T：：：。森叩巧現象叶唄し
て． l歪［から生萩ね→Xe ぷよひ••I35x戸釦這餞臼雌し．／35”Xe の生咲
今岐比と半我難遺l定した。 1) 輝．如．安．和田，晒知41平日釦噂瓶（F托）
（剛応 1] 豆Jンの謡肢掬動
疎R-2 免邑管ざ照射 LT= U社）3 杓末（ L 日芍P) と楕褪ヘリウ A 気宝中汀oo't

t● I0-7J向加熟 L 拉散 L て也てく~ 133L を 600℃ I：：保持したア IL ミナ（寺 F l3 マゲ
ネシア）拉 I＝捕着ざせる。約 1時向保痔伎、ぅ届食と来倍窒覧温食 1：：：和f、 ミ叶灼島
臼約 90 暉保埒して '33工を 13奴e 1= t危をさセう。つい迂鯰江界（時直対 L
訂訊和磁均I=.) させて臨賤 L 7.くる／ヲうXe£ 咋·41#/... ラッフ°i括身 L 13うXe の
輝脱挙動を卸べた。荘果"E.;r I 図 l＝示す。 ア IL ミナ枕マグネシア社が 1 すれ
のも合も l33xe 刃褪賊l碍温以下t lわ＂終｝し四e /J老由汀碕11/1.嗜され
てい T＝ミいが堆浅'1 される。 二の：：とは当初 600°c c.. 133工が胎着之れ刃復枡I3 衷

面にあ｀ IT る化営成着て＂あリ， 113111 マトリックス中 1：：ば祓祓 L て＼ I Tよ｀｀ことそ示
芍。 L t=-が｀っ Z. 秩分姥ョウ繁を釦釦誦着しt-:::.ア IL~ ナ(i T::.1a マグ｀ネシア）
粒をへ＇）砂麟虹，ョウ案の陣腋の起 5 は •1 触梱 Z｀てき~ T::::.·1,湛羹遺って
本 ITIa.. 9 ョウ烹が哨凌 L て生秋す 3 キセJン 13柑辺り 2 恒 I) 的f恥｀廂股 L．へかウ 4
箋丸l-= ょ）て分甜され．屹 0 J./又卑そ， l手とんピ｀土て•あ').迅＆分窟距合として考れf::.
もの 1•• あ 3 ：：とがや／った。

（食瞼ー 2 J /35mxe の王寇岐比碍珠卯。
まず這のか知もしづ‘き B5Iから生戎可 3 135”Xe ふ｀よびぽXe l 令陣 Lた。．
この場合g魏褐ぼ）臼恥紅PL T.::山08 治末ヒ唸酪ヘリウム気条中乙亀｀i0分直
如 °c に加登して出 Z く ~I毀r E 、 600°C I＝｛紅吾l. T：：アにt t泣（知t: IJマぅなシ
了社）日ふ着で亡己菰唱今麦毛知濱訊遭5，甲渾載し乙ヘリウム気弐炉：：出
ゃ 135mxe と叫e 炉詞朕げ、‘) 7立す:::.つc'):..')" L 在。加訊卜つ｀ソフ°各砂む／

涅共面ょ渚1 乃t｀9) J. トラッつ゜中の＇3rmふヒ訟‘(e lぶ、t勺 35cc.. ere CLi)ヤ寺·倍校石
翁（ lうワCs の 662keアヒ°ー？今羊過 IP ：ら臣四）か｀追邸叫定 LT=。

-3 6 -
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2 A 2 

23m,  23S U 厨怪刃紐製心約J 131T-et 

133 丁く遺兎j却饂緬商

（京穴粂所）．紅恥叩喝゜／讀騎l
（柘潟項） 中京弘立 （約‘点）岡本弘｛名

輝 秀瑾繹l<m、ヽ虹＇召紐舷 I~, 屯l注拉、公べ‘ーク廂喉，力｀＇ン
←醗耳這走訊簸．Kなる。：のうちとく穴ベークー崩蛇遺紅埒9
介‘‘ンマ—凜利這べ 3 ::. ℃4, 麟介悲打7J栴蝶、の双°ン，渥の 1該ぷ豆’シぅ
ション睛が遠．訪矢心うえ？｀•，®咋枯がい和奴鎚杞、高ヽヽス L• 以紅記と
そ菱、さ,,K 3 こ乙ウ＼ ＆，高スどン妖毯．ウ＼ i 9 中l'i + ~ Y rt収が親）令t如 3) と 2"
”あ）ものと、ヽえ 3 。 今釦行なった東験叫椋要9這印泣面積虻ma1 そ
蛉↓杖がか葎祖雌紘、9 立ヽ'),直乙ギ切ぶうとす）剥応＇‘ぷと。茶報告つ＂l.g' I
寺ず ma. 295這、中II,1}底令池 2" 了じ‘た＇ 31, 133 -rem,3 祝要狂府を八訊向君和と

びそ⑦比 lこっ・ヽ＼げ底すよ。
＂た吼暑敬 l 3 \かさダ,~ミ 9頷判＼臼‘ヤ ll翫示がおI '"l'あふミq惑J合

Fig. 1. Genetic relationships . 

., A=l3l 6.8%.30.0h 13~Tem_82.5% 

l.3-2m 131snー→23m 131sb? •;;.~ 8.065d 1311 • 131Xe 

，：呵5. om 131Teg/  

O A=133.  133 m 
51.8% 55. 斗m Te 3. 7% 

1.7S 133Sn • •7m 133sb`12.5m 13↓言020.8h 133I • 133xe 

Tそ沼直＃根が炉•壬ず'3 も(,)(j) l和‘R駅酌八‘-1 訊2" 浪爪：：おもツ‘あ
ふミ叩い冴遺疋l, Iヶも＜や知，短町疇、打、'Ji..`逗如訪胆百行なった
23 ミ u （灌糾，1 I~凡 I叶5) あ 3 ヽヽ Iざ 3m (? ()1ー. I叩）遠ぷ-; I 

知令、}f.t,Pn- :3 (~:::.2. j牛メ／ 0 /J't,ド｀ミi/.< :. 1) 2" O、夕～ I /4＇行なっそ。
詞iい直いに， Teb+, sb, Sn，寄釦和加えi 3 MH 文i釦汲とした。丁,e.. "} 

遠l~ I ミぅ液初疇レ， 5II こえ2 玉加え、分か滋元し／ ：い訊う3 iぶ遠， 3
M H Ci.砂 soぷと心応q湿元で精ゼした。 sb な Nり BH<tで sbH3 ガ＇スと
レ＇シ M H1 —恥紐這県.1.-,'Sbふとし1:.。 '$n 吋 Br江＇＄、十十とし， I ―

2’'sb t 5b3＋として， 3HNH心り［ ；紐己 A Y アロ L• Hー王ーデ）レて'` Srl 玉祁
£、\, I 紅即国·かし函条；茶輝去して＄ふ 1-:: した。／滋己埓荏＼tるユ．＾Jもか吋日汲
、そ，咬 2 1 行・~ 7 た．J滋且改丘ぅ kミユ4- _c..c ふふ＇ヽ 1 /4" 4oc..c. ~-e (Li)困林校広器一
I()2 4 c.h. A fJ c.. -iｷｷ t薪、q篇兎J税泡iレた。 m、お 5 ，グ店\~哀へり汲＿4 ：：叶
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遺紅吋℃ ］紐／也沿填心心袋認知；氏めtて、＂っ／く。いれぞポ汎直
ぅ偏t駐読 KA吏＼可した nm井 1 も臼和す。 191, 133Te 廂り＂杯 o 繭t沿杏，i,, r 
脳な I3: ALii／ぅ紐．した R.h’ こぅ心I, I うう I..., 1入呑品igこもt. I::.... •ーと本＇句／：：。収、g h
紐ぼ 5bむC) T"'-\'11ぶ） ＂崩かI しiう1sb, 9335b q在＂， 3"\. q府tが此苫岱‘幻た。

Table 1. y rays used in analysis of data. 

Nuclide Nuclide y energy[keV] (intensity/decay) 

131 
Sn 131 131 

Sb 932.8+9 斗 3.6(0.778), ~0~I 36 井 (0.82 4-)
131 

Sb 131 
Sb 932.8+9 斗3.6(0.778)

131 
Te 131Tem 149.8(0.212), 131Teg 149.8(0.87 井）

133 
Sb 

133 
133Tem 912.6-(0.~経~· 133I 529.4-(0.893) 

Te 133Tem 912.6(0.756), 133Teg 312.0(0.737), 1331 529.4-(0.893) 

紅 中心 9ミ 2うう出 2う5頓、叩‘I み瓶バi k甜t3 B15n おいで‘、 /33 5bo 平
輝がI~~ おいサ', 139 ら＾ b ， '’'T¢n,3 あとグ＇うう Tem, 9 辺組、立り2" 示す。磁立収
知、ヽず｀いも知柘ベーり即局、t l 流れこバ這irf L -z求めたもq ?·が。
枝喝悦外土八訊面積u.しi31T;m しせ-)/ iう＼ Tぷ； （全ャ）あさク，．i 33 Tern （サー）／
i3 3 Tt 3 、か）＼吠’ユ表にぷ寸‘たとん、l -2•· 、i・日閲こ＾ぅfミiJ oた(. n, i')'31 Te 

が匂禅翡“｀心遥（0-m／勾）几,r= ~、゜“ド敢ベオト島 K 大きく 1 根介鳩什
＂直訳槌、的‘'忠ヽ、ス1L.’ン A』 E 科っミとこネレて、， a 。見祈的なスピ●、:- Aふ l天庄 Id
B 下丙 C 1 1 ヽ＼る。

235 

235 

233 

233 

Table 2. Indep. or cum. (;,) yield [ % ] and isomeric c. s. ratio 

92 
Sr Sn Sb Te呵号） Teg（合t) Te 

U-131 chain 6. 0 0. 8 7 * 1. 3 4 0.13 0.056 0.19 

(chain) 士 0.098 土 O.ll 士 0. 013 

U-133 chain 2. 8 8 * 2. 5 6 1.63 4.18 

土 0.28 士 0.46 士 0.39

U-131 chain 6.6 0.60* 1.34 0. 4-7 0.42 0.89 

(chain) 士 0.071 土 0.15 士 0.12 士 0.12

U-133 chain 0.97"'2.18 0.68 2.86 

士 0.12 士 0.52 士 0.16
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重イオ、慣疇•によ1, 1r(,Er →ぷ卜／o →＇万
2 A 3 あ‘よひ｀・ 1”Er → IS7Ho → 1.Jf/P'”羨度過程と核

構進叩研見
0 (京大庶り）多田克評
（日本原研） 田村筋
CY.以'珈v-.) R. N-e-e““,J ,0. Rかsm応

唸成芍尻な巧／ /ff J)t,tそれぞれ中社印数が訊筏？／と球＇形槙鈴域｀かぅ愛
彩叡這渇J'文る位置にありし、それうり巖皮遥棧遣措逹の）因氣を叩す
るこヒ，凜昧派、、ことて、、あるにもかわ‘わらず、これ§ 9 核耗＂製也が従束り加悲
虞 l1 印琲て‘•あ？たため、盆んど研況ぅれて、、な，吠炉り ：：れらり麟を
鱗造す?/ I"'Iす”巧（ o,o5 '1 7o} 1-た 11 I'/5't.D~(0,10%) り P／ ん／ 叫 O{及 I応手た lす
適多tiターケ｀’•I }技遺イオン枝及）芯•を用、、り（うかし1 rd 、,。哨菟ジ lず米国y」に
大ヽ弓っ會イオン、現形加速翌ぷ屯用、、て、 I仔？珈（’ユ cノ 3れ）あ‘よび｀ I｢`  ̀ ノ豆）及` }') 1吐r ぉ｝ぴ・ 1功 Er 己麟し、それりク豪史喝程を言周ペウとセもに、戌皮生
奴物で＇ある！攣ゎょがI勺／0 'X.ィむ 1季分離してそり裂知逸租店も；恥、そ疇果を一
/4-f S況（咳 4'YL- )I ／心？品 (“8/ 3几） I I`  (Iol3，乃）応苓t••生戌｀した直松ぁ，iい‘
呵0 り痘灼ば、豆叱戟すうこヒにり、 7 八ぞれ違詞内を戚認した．
1. 実験げ広
ダーゲ＇‘/卜物党として 1す ORN L 製濃，希印扉知令も、 I If75四 03 お＇｝ vっ I`{)3

(;農峨度ヒも 12 7 ぶ／以 L) を用、‘、 7 れ 9 9 数ワ互庖ぅ的仁びぷりプ！レミ
崎，包 ;;/,'I可 l厚：·りア！レ這数枚を迎 L て/o Me冗／幻c..ん之 d八？宅シしオン（ビー
虚度／0 ～ 20ん」） 9 エネルギーtそれぞ八？及応：：以‘卑ぢ豆ネルキ‘ーに厖L
皇紅た。盛肘後りクーゲ｀7 卜i直ぅに 0,5 心麿に応し、 HD E H P(4'-

2 ー心四／がroJア゜忍ふ）ート Iして‘／ （四％）ィ｀芦嗅 I『F 吝を
疇 1-:: 細澤呟し．海媒本がり 6 MH｛で＂ Er, f/。/])Jり＆か叫，—：1戸虹した
後，o(,- i Sox／一翫談這滋脊I 'l'. l l 昆ィオン交役今魯いi')それそ＾乳灯拉今
離をして、fO- CG 今e 位）検出峯ンよる戸菜？渡島介珂わり正．ニン欠も政褐が呵
盗とp P r-? 9 俎令とによう印—伍同将計紋虞＝ t）、それ的＂い麟の r
線？エネ Iレや―，了訊、 1 戸叔詢、ら戸メe ん似·玩遺lべた．
名．終累
屈 Er り磁虔\"-つ‘ヽて 1戌厨l ぷグな<、 1 1£0 牙 I，，ふがI•etJ芦丁， 24ぷev- g 

かへ徊 9“O Mび戸°応 I二よぅ炉幻·八？r叫吠 9 乎づ‘シ CAron叶o炉凡＇し
Ex tr久叶，‘～ I＝がげ鍵遺‘みたぷ．銘局茫見するこI:: p\"て，、さ！パ‘ったヒ 1‘-) 叙恙
¥:'... I そ 9 日じ餘幻宇にプランス 9 クー！レー 7゜ぶゎ鵡 I夕今？屹r汀謬t認め
た'e、‘)恥、、fre/,•爪［加r/ ：し汎Un',C吐i虹を芽／仁国か凡仇“クjerenCC o凡
い心r 象砥roSc. oり h Mih5ん（ふ． I刃）に叙位したと記叙＇ヤれて、＼ゲ摩＇
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げィ‘、ある．＂り心卑這伎りターゲ •7 tが少j，夕 MH々-J-/f> E!jfマ玩あ‘
｝げ瓜， I’f遺いたげ贅町］ ～没）詞相 lてフさ 40 (C 争（Li)ーチ°// c4. 
?H A て‘篇 r、線 9 Pecッー合ro忍砂t五叫t蜆べ＇た、桔屎、｝巫Er り暴変，＝相をする
了像疇めら八なかつた因疇り唸応相名ァる数和『応只疇かう、
祖 9 杓改期℃して／旦 3令と、、遣棗を得た。

1s7Er にフヽヽて 1ず、 うク乎幻訊 lず既，て吹っがり研菟から約峠分と、‘) 4記刈｝
れて、、ウが、 そり Pe区／ぅふme I2 つヽヽて 1贅ぺ知られて、、 Tjヽヽ。輩危り If r縁ス
ペ 7 卜，レ 9｀ク吋 Er9 吸文,~相屯する穴 7 がり r級？エネ Iレオ‘ーおより譲繹‘め
3 ::.'c..'/}‘‘て｀をた。

疇i乙つヽ 1 1- 11 米国，ソ連 1 フランスりクa,レ- 1 に[) ` Ma/netìc S戸ふ叫ザ
でぷ1.1 C<SY1.v-ers,·~. £1,叫巫ノ瓜叫）紅峯亡よる Y 犀J、ペクトレり閏走 I-;/ .2ノ；
ぁ 9 バ，年（り担忍よる閏定后ひい 1< &;n c.，ヽ At nee'... i叩 11知四訊 Iパ這tて
、、 Tか 1 0 " 91す 40 cc 伍疫疇ぉfぴ：：：次いmmt数絋によ） 1 I 閏 9 l ク
T; Pe cッ叫”← t翡ち。
｀についてiそり手次勘/;j既バ"'1 史う孔ているが少ec,,._1辺e瓜<... 1-t 1;:;人と＇知
られて、、な、 I o" りい疇 9 溶知喝令噸］孫クチ紋 I2 i ]ザ謹］クi〉な¢彦
屎渭た．

3, 核構追9 議為
詞 lすゃい数が炉，雙砂叡邑 9 入口 I：位匿する僑遣 7" あ？て、房J見
の知I印屯j''1り‘9 醜バ lレり府年1]懇うれるが＾ ！？ ‘3 汗，＝裔次這“炉ぷt
臼‘弩（d, 紅）及必， In Be正ヵ砂函d/I'= t }、 /3ぁ五叫eアク贋、
這グこれか~/si,J)J戌疇転苛") 2 ナ (/3？心）／チt （チ呼呵）， E（クク研匂
i‘らり Cq5C」り象｀•あるこヒt搬歩 l 2=:。そり後、ヽ／泥ケらが I: フランスク l..

1 レー 7゜がぶ砂（f,江）／dガ〇り d 、支 9‘9 も）ー糸り／杯（“ょ氾ちて見:, 11 互背
席り＼1 をうにタt... 9 ［か該

め、芳底回転軍以外，＝臼‘よ
が『振動司靱撃そつ叱渇床
ない'\ Iレt路見し'k.これぅ

＇レベ lV9 オを構盈\::q I月1い
弯ぶする．
1) 四，下 24J砂や戸孔
応吋J, of ;V'/.{£.召戸（ゆ

2) /1.砂nn久〗久及p. C.,叶馳
応必，phyi鯰（加）匂0

（牙／ 1釘）
l'f 2.., I図｝

(5ー）―-一•一［3.::::色庄ヅ

三ん］
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2 A 4 N這直傍におげる（nり）反J.←のSJsmemaTi ‘cs

東北入・産 0玉和手一．鍛冶東海、壕 ll)ふ信

町
/4Me蒻減朽幻紅）司ヅ：：：： （n ）.2..n)和訊滋榎遣し虚（り）．（n， d) 反．忘と同しJ
ように従来から象統的J砂輝がf;f.され C未 Z しヽら。 5ysナ e·rno.ナics の因ふとして
は A 、/V. (Nー名）. {N-l)/Aなどが所|ーられてお）、）司守 1生ふ係翡］かま（N-さ）っ

4応清加召 l項痢面積が増加すが鯰 C砂＇如i-Pet;/tre叫）ィ）、 Csikai—戸eto tre心
よリミら這雑I項現象2.)、閉殻信 cm呵面積這少3). Jょどが衣口られかか
餅面積の糸紐的J“尿討いり！：：：めに 11 、イ以泰iて～•さる爽跛Jーークが必要 ·C ある．
乏ミで疇吠応紅危疲応、実、験条件とそうえて再皮験臼い、痴疇の
詩鯰「i貞皮，験徒差這して占＇）信椴ガでるT- Jを，痢りて、 n幻五 shell eff国
庖‘rinグ e釦社、吟＇一eml dep砂-Jenee Ji-c万ミフゾロ狡吉レた．反応断面積は
核栓と［ z 68:;, A~~ 10 1-の槻ぜ籟成のもの釦刊ヅ：：：。

結果と考屎
1) 守 1生ふ数条f}1'主 ミの項骨俵啄t｀ぶ閉巖臼tエ濃術黎50I：：ー／J 2あ')、 5心！
昴¢cナか在在するとす爪：J' N=- 効紺迎 I：：のみ視われるウのと店えられ 3 。)月 1. 1-:: 

入身T乎i、生ふエネ）Vギー恥=l 牛、 8 出匁~乙｀町五 L 示す． ：：：の）図から l ま鋤面積値l石艮

樟 l ：：よってまち #:-5 ずh,). l 本っ 3 リした峨匂：1か Z せたのこわず」＇に応50
汀繹叩c. 90みの値か澱、クしてい 3 9尺）司し-: !\)=顎て＂ある羽兄灰b の直這タ
l_ -Z ~店V\ e ：：：：の4-っっ核荏の比較か月らが］J.-争 1よしき叶直が小さいほど莉面積
が入さ V 争 1ある。ミれ 1 -i:: (Yl, 2 Yl)反応が／午 HeT領域這｀列瘤模の祓起叶）レ・
亨ーが小さく (4~5 H 函）、 その蹄面積 I~肱起工え）Vャヘーの文3 さ 1も声ズ2 される
fヅ）tあふ：：：：りため幻讀面積紐互に比段 1 3 希斜滋起坊）レt‘ーる一定
にすかふ衷四りう。をミで知鵡嘴知才Jレギー 3.D 疇成鯰の比載と行っ
1項j k 示孔給呆 l這］ 2、のよう戸Jェった• ／絞約た1項句とし7. iな印繹扱の増加
豆にわずが 1ねある力）浮加す汀傾向がある．）i1 1 Q)恥這ば疇-z,―みらがた閉
殷五珂面積疇臼疇臼Jふ<- skeJI りffee.-t 11 Q競への彩屠クみ℃、あ3 と
忍れう。残窃砂のJ祓起工オ）レヤーか頂導切 A 、さ VI ため絋｀m ＇n9 hrce)'-J:-7 て

新面積疇｀夕すうミ c 力乃んらがるが＿）立：：みられ 3よぅ量知諷吠竣
｀ら；打恥 r: 、 A} 叶テecT/ょ見／｀出 1 れJ手が？ t< o 

ら (N-~) 、.：り）／汀這主 ）司和其噂間ガの朗面積り釘区蒻谷•：ま’\)：：＃2,
ダo｀てぽびJ -3) 叩浮か戸丘釘翫紅I噂漱‘ッし、他の平f彗衣で，＇工令 7 (N辺）
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碕左て知消□ ず 3 。ミいを l~ 3 疇す。ミのミヒ：エ斗att勺＇｀）によって指
恥れてしるように Cs、知 ,·-?e烙t r€ ハd臼げて豆：い身豆示＼ている．）印幻繹！
巧比救で11 ~、いも、 2 (N-8) のガ加と共：墳濁積が培んず 3 。 ：：：のジ息iJ;, I な之
叡戸店）、過面j中f翔扱I湿＜幻呑 L, <.いぅ争がわり。以..t..のよう］ょ河中
捏讚、）腿iij広校］百渇通した痢句積変化．のパうメーターと l て ”asy爪ne砂
mram切ザ（IV-2況がーばし 1ず用口ら肌てい了。 ミのハ゜うメーター／てフいて枚玄
し屁珠!:: ~4-.iミ示す。 ミの）図から由戌｝数かあ 3オみ度過象jばたうと、跡面積が
蛸泰す a ミとが兄ク］され応

If! 1. ば， 2n) 反応断面積" En=1 4-.8H打 1:
わ｀りが行生手数依r}注 • 

2
 

I幻 2. (Yl,2n)肛跡、面積 111 E奴：：： 3． OMeV咋｀I”
中｀1空手該依注
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団．4. (-Yl, ユ＼滋応約面積へ（N-ぇY叶窃在
直柊閥駐冠勺り直
X樟伶朽．的咸泊滋棋
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文献 1)

'.l) 

3) 

J、 Csika.i and (r,危詞．p炉•んetf..J竺区 (/9 砂）．

S、 C 心．'ie r;; • ee ti心,4. C心舟eV';€e，叫4, 昂戸•J麟｀／国］ 9).

団 l3or叩Y\,,"1必．．？守‘ノ旦ぷ7 (/9/f). 
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2 A 5 (n,2n.)仄／奇呪尤訂論只ょ3 待芍

東北入豆 0 玉禾井一．鍬姦東海、底l洟信

緒芦
／幻1切暦峨和紐と）応 I：： （・n, 2 ti.)反Jいの炒足閲奴ェ淡舷C法）：：よフ 7裂浪かう
重該まて比救約要営に実験蘊が碍うれ -L 沙。しがし）月泣槙の反応乙あっても
灰験かよっ一這込ヽがあ＇）、訂戻稜俎が忍、のみ這虞泥袈の八゜クーン碍ぅ
炉心疇店噂vヽ．これうのが均砂）羞：：つい乙の叙滋鳩疇が、糸
加加酬fぉど曇：：いJ噂喝研：つ乙ふかささ．：：：痰考ウぷ板舒i0卓棧と
次験直切釘忍双航恥改良し｀さリ枕度疇贅采履！占這知紅）
今回さら）'-,く澤羞てつ汀追，祠し．釦倉訊心壻和＆応vヽ｀戸：鑓！）ご
影響豆んるノぐうメーダJ：：つ心ぁ厨J=贔
爽験
が彗源 1Jコックグ｀っフ「辺）レ r ン丞疇認、主装置＆吊いた。そ‘王いのエ和V
キシ蛾知） 3, ダ～／ 5． 6 M江、ヂ1壬戸ぶ/f｀召摩穏入0 、 l7M江であ
る。中庄彗Cl)J,Jj叩互（11.12 n)6午Cu. 63な(flり）忍麟鱈一て行った。
綺果這察
夕→グッドc.. l て＼ャ吏枷暉蒻這這ぴ、 h,2l1) 反応匹の認麟鯰めた。
ミ0)うら 9啄訟 ',1n， 2n)97応~. /0~島（れノ m)/0吠h のぺ応，こついて □J：：：屯珪がな
<.k繹疇初のデ？乙へある。[fL,2尺）｝嬌詮濯琴造雄這戸る反
｀あるい況虞：：：立フて、役疇麟麦ず＜霞珍乞呈 vヽて、pam‘ng
e rie咳j (~). sんe,l/ effecた準疇度八°うメータ- (a) 、尿卑エネ；レデ→など
疇塁孜疇ぷ戸直定ッ応援麟認詞譴麟泣譴疇
狭生I譴フ嬬直ぅ鱈i直と；叫r：：：、（否竺3 ，：：ついて．［エ五ぅ呈ピり葛ふ1てついてしよ
Li ndneY 包成紐）：：つぃ詞叫；茨巧a ら4）這）。第一飼姐厄麟である：
汎ば））加劾幻燻亨麟立）冥よって釘尊鱈った。（几(I. /汲応酌面積疇盈亙
ぽ a 、 5):J:玖疇逢ヽよく複諷麟防釦影遠～げ亥己；）、籾環
”笏直積疇：―： 3菰＜、依為豆争がわかつf：：。うき純き起：：る色碍灰左亨ば、追
”喝譴JJ「一定 C して訂幕と仔った。話·1立窟度式として翫‘(SO八疇｀£団疇
葛食（I)琵¢采，くついて←澤と述べか
醗b ~n,2n炉喝）麟 I図 1 に戻、験紘［表i可計算緩果と示す。よo の場冷戻
政且乙ナく一致するぷ. Ct i尻7工／べか双葵私ナ、9バ、さぃ直てみる。ぶ 0 の蝸令
励起度］数が切きぽー絞L ろいが、似っ侮 lよフェルミかヌ模主逸迅
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やMo(n. 1n)印 Mo麟 l麟）で示すよう｝てこの麟げ0 とした事認直と
A、さくして戻敢雌と一致マて得るが、 ゲ豆で1す突烏釣亘を再現する：：：：と 1 子でさJょの．
他磯榎：：っぃ乙のミの条な爽験碩と豆衷ヵ‘ら、 1pC,,_ I‘mng ener9廷鱈 l/J^
幻実験直とのづ貧該く、別蜘J紅巧，Sんef[e紆ec「は見心ヒざ爪な VI、専が
わり＇っr：：：。サ）励起工今）ンギ＇ーが伶くJげる c (1 ~3 HeV) 哭験偉との一致lI悪く
7:i:.)レミ刀‘• .7辰釦］ま不逸当てべあると思われ}.
I 1)4-饂 (nm)103R該応 ：：：：の反応土げ｀＝0. 丘辺にかかわうす実験直迂箪直
よ炒喜久きV\. 12] 3 l て后すふう 1 ：：ミっ及応甘実験疸の方が懐令核形ゑ頁頂浪よ
')入ぎく、棧頷麒硫応であるとするならば尤位硬丞疇が戌｀J幻：：みー，
t示している． ミのみ蛎重lま他の砂担 I＝軟べてヽ和｀王もか｀遥湧jてあ 9 (Mっき）／凡と複
今該祀咸約面袴シ沿1心何らかの関糸があると思われる心
図 1 8S:飼(l,2n.）託Rb 反応媛涵関数 Immゆ（n,2n)叫'M返底っ励起関級

1500 , 
ヽ
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ilOOO| 
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/ - S=0,a::,4.8 Hevー1 芯 10()
ー一ーか l ，牛ba=l0訊ぶ墨

゜ 13 1 牛 1 5 16 
入身討門匂｝エネ）Vや(MeV)

l恥 104-即n,2n)IO丸知砧万箪喝紋

細＇

ふ o a ＝年．SHev―l

し／會 I,’
’ 

ヽ, 
' ' ,'ふぇ．o心V一j
a=30Hev 

゜ I.3 l 午 15 1 6 

＾身詞屯玲幻恥や (HeT)

ヽ
ヽ.' 

ヽ

會＋・
-.一♦―---•一·—·—·—•一

—•—•一
---------

:'°1,,., ✓/ ー一棟麟疇蒻積
ー応0,a=13.oH糾T ―,

宙 。 ' =応，6紅叩a=10:4Her-)
l 3 1 牛 l5 16 
入り1叩豆訃lレギー（喩）

文献 1) 謬、斜認、場1•1 第 l 這輝瞑学訂駒会 （／ 9'7/，京和）
ュク）幻羞罪ARI MeW¥O 3368 (1769) . 

.3) A. Lind rteY, 2. 巧S 、J lli/ 379((?63) 
的R 叫‘J€喝Q aT¥.Q 6. 13ー i lvud. P勺5` J鵡I/-(,2 (IJ 6 之）
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2 A 6 電気氷動法によ 1 分離され「：：：梵豆寿奇抜令裟生放物
ブロム(}', Y 砕襄スペクト）レ

（京火寮子沢r) 0 王、井忠冶，松下傘表浴，鵞田史殊，木曽我え

旦：四6u が核分製によう主じ＇ T：：：該分巌生成物中ヵ‘う、半涼渭恥／6 ぶガ‘う 30 吼
程度疇豆寿命ブロムを高圧電気氷勅涙を用V\て分離レ、 これらの短寿命祓種（賀
量敢：刃～籾）がら放出される r線のエネ lレや一お‘よ仏｀、そ＾相対葱度比を求めう
ことを目的ヒレ Tて．

疇： Z x/o-2~2x/乃3心硝酸ウラニ）レ溶液りバポ '1 エテレ‘／管に封入し、 Ku
R 圧気鞘送営ゆ． 3 (痘： 2 、 34tx / 013 11-/cぷ年）ず／夕～30秒閉中性子照射を行なっfこ．
照射終了後 T: 「て、'7 I ：：：｀東洋ろ甜氏ゆ．知 C IX zo 血）の中央抑に的 0、タバ藩、き、し、加
篭圧ケ0007位珈て｀‘Z0 秒l笥該分裂立成物11\竜気殊動分離を行がった． こi1)‘雹

気泳敷分離il\裸 1ミ弔ぃに支符電解質落凌I ゴ、 rH=)ヽ？＾亜疏酸 3 fご 1 :rpH ＝ス、't {J\過
塩乗唆て‘‘あった．今誰終了後、あらがじ~ X 線フィ lレムによるオーj-ラジオ 7`、ラ

フィーて‘‘決定されたブロム（翫， Br D~). 0 泳動位置に相当するろ款卸（正極側；又¢
幻澤J::.)を｀速やかに切函レ「：：：．切執レf：：：ろ絲方を I 叩厚·のア 7 リ）レ板 1 ：：：ぱさみ、

照射終了的如秒後がら、 30cc 年 (Li)半導体検出悉を用いて、 r 線仇剃史を行
牙~ 7 ド。f尋うれ Tて r 線のスペ 1 卜）レの言巳篠ば、カート 11 ッシ｀＇を［の磁気テーフ゜で行

なっに放出されfて r 線r/\工ネ lレギーの決定や、光電ヒ°- 7 面積りし0四ll 法によ
み算土ば、 OKI T A C- -So9oH て｀＇行ない、テロムハ半成期は、得られ「：：：光乾ピ -7

面積^ 1直から、最小、二衆法て｀＇輩出レ Tて。
結果セ考寮 ••1支分桑生成‘物のうちて、溶液守て陰イオ‘／ヒして存在する 7‘'n ム，
ョウ素等 11 危気米動分青い際に、試料＾眉、き、位置ょ 1 正極側に泳動する 1 ifて｀＇
ある． これら17\ハロゲ‘／え票について、ブロムハ化学形多として (1 Br / §r03 か、ヨ

ウ果にして 11 I—l I()ふ IO~―等が方えられる。 これら各イオ｀／種＾移動哀i:r、 7`' ロ
ムについて I J i之亭（九『）ll'図らi3Br で｀生成レた惹担1本プロムで｀、 ヨウ素につ

いて 1 よ 5 4 3 2 i O 2 3 4 5 (cm) 

/3覧（釘 r)13／戸二 l3/r : ' ’ ’ ’ • 

て〔，皇：］ヘf･ :::、 lヨー： ：ミ + 1 :^_ ；（；：：□） xe界r→：ご口&ャ：aがこ＋i -

た。 そハ結果、尻ゃふ03 • Bro:;ｷ ro:, Te Zr. Pr3' • sr2+ cs+ 

I:'.-I 子（デ同程度の米動疇 l0-3M HCl04(pH=2.8),5000V/15cm,20s migration 

をもつも爪に、 I―ゃSe.Oス: Fig.l Separ~七ion patern of EP. by electrophoresis 

が)'1 、該今般生成物守
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がら翠豆寿命ブロムを単離する賢に、 これら＾ョウ素やセレン＾汚蒙1J＼芳えられる．
レがレ、 B；に同 U‘ 衿叡度＾ r―ば、田＝ヌ、？以下(/\ p翫‘Iお落液中に It t.-んど存在し
ていヤ石い‘::..,'c.が、栄担休ヨウ素を用\(\ r：：皮験で判咀レにさらに B; に Bro; ~ 0\向
叶多動度をもっふo;:z.―について（コ、核分巖芸成物を含む硝酸ウラニ）レ溶浚で(:t、
11 'lんど必olーとレて 11 存在レてい
〗ーいといり結果が得られに したが
.,てヽ．核分醍生成物守からブロムを
単離するに 11 、pH=2、？以下の支特
叢僻簡を用いれば上ぃンしがわがる．
為 11九叙／0-3i1 H詞0 を含むノ沢

疇褻ウラニ）レ溶液を 30秒向照射 v
↑て17\ち、;zo秒南喝気未動介雌を行サ：

7 「霰ハ核分衆庄成物{l)相立ぅ離図

て｀｀ある。 こ/J\分離l図のうぢ、 Bf, Br応

の存在する位置のろ紙評を凌1 史レ、

得「：：：『線スパクト）レが Fダ・スて｀｀ある．
こ小反‘⑰• J..中の主ャかーむ配ヒ0 - 7 I ゴ、誼Br,
ゃBr- 'i16街，？夕Br 等ヵヽ只放出された r線
に由束し、そ/l\エネ）レギ｀ーを心V て‘‘

（）内に禾して\(\?.さらにこのスペ

クト Iレば、照糸終了時がら＾令を過呵

向I/.I/.、夕 s'I廷ぇぶの力久ば／0ぶぅ則史
で得fても＾て｀、あう、／I L/.. 0 ぷのもo\'j

/OClO ゞ測史して得fこも/l\で‘あ~. 1 
の結農、商身命ブロムから枚出され

fご r 線のエえ Iレギ＇ー一覧表がT贔J.-e. 1 
て｀、あ ~ . :, //¥ 丁該le I 才 A 巧 7J3r -Y、Br

G
．
足
じ
・

d

)

 

c
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Gほ
．
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2

2

0

v

2

0

 

1

1

 

Fig.2 Gamma-ray spec七ra of Br from F.P. 

について 1:t、共に終心く Table 1 Gamma-ray energies of short-lived Br 

17\半成期を b フヒ報吉：：：れ
てい 3 のて、 どちうがオ亥莉

に起因レ T：：：げ泉力‘＾刹史が、
て‘‘ぎ牙―If'\. レたが、って、

T尋い中に算出され T浮或
朗＾：：フ＾グ‘1レーフ゜に、 得
ぅい：： r 練 A 工矛）レゃ‘ーを

区別レて祀裁し「：：．

Nuclide Gamma-ray energy (KeV) 

Br-88 18s 776 

Br-87 70s 532,1217,1313,1419,1475 

Br-86 52s 195,229,345,381,421,512,1287 

Br-85 2. Sm 787,920 

Br-84 32m 432,803,883,lOl'J,1213,1462 
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2 A 7 閃穀呪紐 Iこ件う荷常分‘府の計算

阪大•エ 0飯克董 面釆』舟灰 曾泉正危
品）ll i`¢l1月

ある廉令が談節業ををすると， 1 の札和 lす，？むぼの物須， 4以落蝸果セ
う 11 る。fふ“＼げく見賃崎,J桟廉狂釦面、イオンにfa. g:.ヒである。｀‘の現
桑武次のように即恥礼1 ぃ 0。f：：ヒえ lす•K祀3囀へよっ？ k殺虚呂•
力＼｀•生じ・うと，｛叩／匹］ l屯 l 穀心1妓力＼うの遷翫よっで印めら札か遷蔚
虚，祓射透蒻汀ぽ逹移(Al,,I,戸効柔） ＂＼わるが、もり疇妍起礼iふ＂肱：：幻7
婦拗にとも rむ1. V火研チの政か＇・増加することこtぶる。かくて，必c乙れヴ＇よ、
»I靱ク澤渇蝕し 1心遺90 し， 3 ゎい仏c幻呟 C以c^4 た豹炭する。i rこ／
心痕の鷹J鴎必の汲ね OIf l：：よって軌追惚“‘at”'しられが冗•わ ”‘•:9
｀、のため七 L`‘ に必c幻クか·· ¢幻c“とを起らか伯イオンを竹成する。 し I：：がう（
紅＇の! (.. rふ b\• 滋知度をにようす’｀しも， 1-::. tえ Iぷ必党離遠って内殻．知を吃
離しでも Vんc幻C C叫んが｀士し",~ i囮イオンか•1... 5 み。

? (/);;、I記‘ゑ 1函イオン／ A吃む， IT \,、か以鯰直速によって研
究さ礼であ、 1 各研究差でも 2 ：穀元束／ ？ずj·うな肖度々＼う狩柑”t加久て 9 1こ。
輝~,コ、ハタ土ーダーt呵ぃて様厘るが奇佑9か々を計庫し磁没t粒用する．

＂にあf＜って l ょ， ふteCay』。ラ人を用"‘て， V知吟c C“口幻ジミュレー巧
冦行1;・っ「：：。す Iふわ丸叫殻；：：：仏c圧c/ "\`tじ 1環， 2(/) Jlac~o/ 4'\·:、()) Jク
項勅刀渚加し1.の< nヽt各又和ずし’．と 1：：庚験的，秀珈如糸‘4？立てJぅ透
虹年iよいわた克し，殿外殻森で·同様の棟i乍いも惰。：のよう T壌平
叩00 騨Iわた。康 1 iJ krn 心 2s, Zp,電和パがしぞ．．几危始さ汎 r鴻合の
“介府の計在jである。
ｽ P. 1J、すで·iこシ5位吹e rJ)放射環灸i:: t砂）礼ゑ39 荷祀，’か存rと伝ージ＇，
知ペ'7トロメ― 9- で兎戊し?. ¥/¥ ~ 1) のも :）で 1 J.t言bn ゎ公t用ぃで 2 い
這碩鯰茄t"レfこ．
原3 番号の比豹砥了ぃ枝褐の透打碓年，こっッもi, 和肛羨釈力くデーダの
知積ヵY乏しい 0·1~Kr について lょ Carlson 等ボ畦選し 1d直ユ）も Xe ，こつ\.,,，？．：さ儀迦祀
麦 5 礼に値3) をそれを如甘いた。
コンヒ°ュー月一 l J, ;VEAC. SERIES 2200 月成以を使用しに。
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LI 
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Table 1. Individual charge distributions 

charge 

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 , 
10 
11 
12 
13 
14 
14( 

Mean 
charge 

-4 9 -

(in percent) of krypton following 
creation of a ls, 2s or 2p vacancy. 
(uncorrected) 

ls 2s 2p 

0.7 

゜ ゜0.9 0.1 

゜4 。 5 0.2 3.2 

28.6 0.6 42.5 

17 。 4 4.6 27.4 

7.1 39.3 11.2 

6.4 11. 7 7.5 

10.0 27.1 6.0 

4.3 4.5 1.5 

8.6 5.5 0.8 

1.6 4. 3 

3.4 1.4 

2.7 0,7 

1.6 
2.4 

6.67 7.29 5.06 



2 A 8 CHII のチxージ・スペクトロメトリー

阪-K•r.. 0面禾嘉寿成 炭克箕、 品JII g知8月

放肘痰麦に以もf立）分子分解叩賜程i誼雹々府えう札1.ゞ‘う。たとんぶ筏康子の
輝イオン生説：：続Q象璃釦恥グーロン反虎：：：よるとす砂の，ある、ヽ 1註叉
射喰麦のエネ Iレギ'-噸イオンを后姐糾灼息こし、 1 (f)麻1起iエネ Iレヤーか＇’／分釦橘
合い切る二 ~IこfJ紗以•ある。し夕‘し1iぷう江印戒愛、こよう分る分解のモデIレ
l認ずレち岸ーに 9められるもの？ぱftく，戎裏麦形式ある""ia ~ o) エネ Iしキ'1- fヽ
と‘.iこよっても没fよるこ寿えられる。
C比TI令3が卜 l] ナウム(!)¢戌麦によっで分紺'..,てで··きるイオンち分祈し，．分
否分解モデ1レセ急えてみ·る。丁の爾痰によう 3He の電斎よたがた••力‘2面で• 7ーロ
汲叫よっで／和種のイオンこ分得する二 K i角え l ：：：~ ·v‘ 。 C比TIばTの情喉
I護：って，i及りiこ (C出THe)t- IごfJるし寿えうと， C-He 純合のエえ Iレギ｀ーが杓
o.025eV であり I/!_ 社和の反i叙， b むの絡含諏れる。ざらに， Tの前疫：ょ
雑軌道知磯輝紅出臼 lこよると 1s→ 1,S :a79/ 15• 2s: a忍年紐
叩IJ,1s→OO:a025 であり, Iまゞ 2. t" ~んのイオン：よ2 i西である。また80fぷ
臼認浪怒でわるl：したかつで CH2TI 、J T (T)翡痰使直ち；こ（年I)十碩迦イオ｀ノ、こ
Tか） I 2 のエネ Iレギーが令各姥令とレ1Jることに 1ふる。すfo．の名 I 1"せ分祈の殷(f)
知衡贄 lC,ょ.,てで 3 るフラ四ント・iオンか紐殺構し同じ．？いわる、し r：：：ヵr.>
碍抒放肘線l：：ょ，て、か3 逢起し／枯汲する 7 ラグメ｀／ r 、i；ズ｀／0？ペダーソヒ
祓財凍麦でできる／iオン(/) / 0ヽ1-‘/£ 比萩狩討~してか3分角和毛やiレt庁魚する。
（輝） 叫TI の T 直痕1：：もてで• 3 るイオンの•紅加！ま伍ージスペ 7 ト
ロメーりーを用いた。このチャージスペ・7 卜＼フメーグーふ一般の貫せ鐸珈•I
ォ直註紅茶か招jにt1復し 1＾もので•あヽI I 空叩'g 1-: オ却＼•9., 7. I ]恥滋度で· (• 
きるイオン臼稼和＜屎めて，：紅磯口可能にしたもので•ある、 2 0)"
ばすで•巴 Z,3 の様種のほ射痕麦↓=t v fふう佗荷，令府を酋直するか：粍I いうれた
d) t同じも(/)?;.,本甘叡［こおvヽでゎ裟因絡介されている？砲荷令府it硬lたする
痢令に 1よ，，イオ｀ノかも荷数 1：：よって策版初辛か｀資f；るいう欠点と有するかゞ
C出TI の；這虹輝，3大吾斡‘が 1 函かiオ汀あって，わずか‘l項呑在する Iユ十f;
幻 Iiオンiン） ＂‘？補正i粂荻t力‘It合な佐王するだ1r で·炭恥面として株＼恥礼
た。 CH.2 TI l•ま比紅財能ゅ0心／れ叩がりものt A”er必元よ 1 祗入して 1更用しfく。
ソースボ｀りューム内の1£_1｢ /.5 X 10-S 枯r. J /.())(10-4,Torr ;こっ1,,ヽて々礼を札仔 Tふ｀
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“1，才‘パ）誌、度，よ在任を言甘ゞ I<c ：ぅ 1.: ／ ・ぶI,3...... ふど，l;-()....2,叫『り）逢々(!)
工｝ I.,, ギ｀ー，＇）宅お奴術芍ン・£成するフう 1" メプト、 1 オン\:. 0) 比如した。
姐叉）丁（／）ヽ＇一りー爾母ぐぐ 3I：：ぶ「I,1）、）オンを反 1 ，こぷす、明らか，ニ
心"'. J-4-T9n-. Z.·．よ、｝、T ／̀．分舌反応を危込 I;,1 がしぷ 1 t; ; rがヽ。さう 1 ：：ーガ＇i乙して
、JJ e六？幻品窃も豹：：ぷI C1) フラ・9'’ メ｀／卜、1 オン乙そ u) §伝比とな 4 i：示
丁， 2 \？両者雌成、）オン 9.」‘゜ 1- `/.3 比社紐入〇‘ょ，ー（＾る。す 1; 1()ち1 は大
ふ雇社を系す 9 江加·｀し国I)+1 1.it君で、しml)+iで•わ 1, J・ぅ，：： r も 1勾考紅迫し．．
て笏、碇公 2 れ！、、る手t•あか？ぅ，＝エえルゼー、')‘姜f；る 1因氾渇によるフ
うり＇．｀ット、·:オン｛こっ・し‘-l／沢財魂麦 d) 沿令し比較裕計する。

参尺文尿
．） A. 埼珀[1 :r. P伝．（U$諒））五ノ 42ふ／存1)
z)品ヽ滋明妃牙、Ifo函は和嘉甘捻，公打ら床1 /o ヽ， lo/1 (l</70)

Table 1. Dissociation products of CH2TI from nuclear decay of Tritium. 

M/e 

+ 1....... _ + l 
141~ 144 (CH I,  CH HeI) 

2 2 
+l 

127 ( I  ~)  

+2 +2 
70~72 (CH I,  CH HeI) 

63.5 (2  I+2 2 )  

17 

12 ＾ヽ 14

+l (Cli He,.... 。)
＋そ＋l,....+l 

(C, CH, CI-l) 
2 

+2 
7.5 (CH-He ~, ·・・・・ ) 

(CH;2,CH2+2,C+2) 6 ＾ヽ 7

-5 
1 、 5xl0 -Torr 

42.9 % 

21.6 

7.2 

1.0 

27.2 

o.o 
0.0 

l.5xl0 -5 -Torr 

43.3 % 

19.5 

12.8 

3.1 

1.3 

15. 7 

2.5 

1.8 

Table 2. Fragment ions produced by electron bombardment 
= 、 ` • • ^-•_a~ -~ • •こ—J•-- •• • -.....―亡二；:,-=•=-c••一=一• --==•--—… 

M/e NET COUNTS PAT'fERN COE FF IC IENT 
`—· • ~ ~ 

12 160 0.3 

14 570 0.9 

15 3901 6.3 

16 149 0.2 

17 512 0.9 

18 1099 1.8 

28 2854 4.6 

32. 270 0.4 

42 3 o.o 
44 296 0.5 

50 711 1.1 

127 16640 26.6 

142 35178 56.2 

＝＝ニュ＝＝土一六キ·c,-ぷそ·こ,.,,_.,,.,=·=-"·~'~',、工．ぶ」・·="- ’,:• - =,,...9- • •シニ--: ―｀ーニ:―--- -
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l.OxlO -4 ｷTorr 

17.9 % 

17.2 

6.7 

2.6 

11.6 

34.2 

9.8 



インジウム鉗体の反誂効呆 1＝~\.fる出禿ニネヽL,./ギー
2 A 9 

東北大理 0 吉原賢ラ柊田明久，ぅふI 孝信
電研 対町告五絆

［目的］
町界電気 舟疫和羨

("I, y')反応 l：：よってイ各エネ IV~・一令~I：：：古．，ナる反誂原ふの仕；学釈？拳動さ俄察し
反跳効果一古ら中ヤうしぎい値― arreerance ener1J t求らること 1iポットア
トム化学によ｀いて非常に重柔な諜題,.,一つと考えら~ i. L かし 1廷朱ミの和研
灼 Iヤ叶紫 I-=- ゾ｀なく， われわ卜が哨らか 1：：したインジウムボナが 1レテナウム弓 2.,
3 の化がり以外に 1 i iったく知られて" r;-かった？翌本殺皆/-:.よ‘いて 19 arraarance 
eri e_r- 11 ，，本衷 lニフ II てより突込んた＂研究t六‘ミなうたら／ゑ吉合ニネ Iレギーや拝屯
遠干ことな 3 インシ「ウム錯体直ひ＂ こ卜 9lごつ 19 て噌“ヤAnca enerりJん検
釦古‘こけうミとにし庄ぢわせて光1をふがウトロメト 1- l＝よって om.
elec..rron q桂合ニネ Iレや一のシフトロ恥·に．本報知で・対象としてとりあ，丘錯体
\tインジ｀ウム EPTA 鉗体心[rn 匹TA （出 o)J • ;z出0 とインジウム Et>TA-oH鉗体

[In 四TA•OH （出 0)2.] ~ 2.科圧ぁ 3.
［実験］
インジウム EOTA 針昔漆心[In EDTA （出0 ）]・ 2出0 大‘よひ＇・インジウム EDTA· of/鎧体

[In 匹TA•OH （出0）』は斉籐斤ナ法に上つて合戌し庄汀紐射1:t東北大舜廃子
枝哩ヽ学研如花設 30MoV ライナッ 7 1: よって古‘二砂， 入射ピームのエネ，レギーモ
いういうに、笈北ざせ rs. 白金コンパーアーで零子を弟1含ヵ放射楳,~クヽえ杞 とのざ
¥,I ")煎針温霞 It -7J°C ア＇’よフだ．

熊射レた言培斗 I；インジク/>.. r..,3+:柁体 V含む冷や冬液（：：ヒがしれのぢノ f易イオン

交挟樹椰owe l(ぬ x-わ＾力 7 ム 1＝通し／友跳→吉果鉗体が炉分雌レた "r"'It1 3十を
”ムに固定し錯年直直す也た放＇竺
細~:;',;s-~ ?o、 33SHeV の Y終ヒ°-7 1. I I" EDm•OH 

をtoo 4-ャ/f Iパ w、¢スヘ° 7 卜 IZ メー 9 -収
（東芝製校虫襄か払I) 7`‘ 刃'l定ーした。 卒

S-0 
光竜ナq預’l定l：：：ば国憚電気の已⑭宅子
今某湿 VK-れ} t I莉 1ヽた。
儲印
ライナッ 7 の愛分・エえ，レやーをい 3 \,.’ 

ぅ I=- ，変え乙＂吋n({,Y')'/r'"工n により竺し＂

弓”タ，，，，T)1..,弓反紐ニネ lレヤーシ変化す-tt.た．

ふ‘EDTA

y王→←
卿 1 99  

1 00 2..“° 300QV 
夜跳ニネ心ぐ一~

F1.3• ＼．衷跳ェ和ギーと ‘1吋n丸｛砕
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こ吋亥湿程 l::. よっば玲 Pヽ切.ji., /IS'i...I,. 3十'? 7 ラ 7 ショゾ 9二巧ら丘ゆ）今 I2 Fか
1 に示すと大‘1 7•• あ 3. 図ク‘ケ吋ら P‘6 よう 1=- In EDTA•OH 念昔体，t I" モDTA 鈷l,f-·1 ~ 
沈べ arrearanc..e ener1〗ャゞイらくな 3 傾向ャ＼＂みら中る． -J:;,·古｀よそ仰泣 eVの間/:あ
るものち考えウ-1--- 3. ·1 -r=*I討吹申 1よ灰誂ニネ Iパ｀・ーが知ウるに従ってシ層加す
3 0ヽ．．古ろ弁呈霞 uJ....l:...t1)と：：うで lす令巨オる傾向が’みゥれ， ミ~ I• In 回）TA•D片令昔体て＇．

も ln 'Et> TA 鐸体＾洸令と国オビ，，，珪果マーあ'3. t'=＃｀レ I"EDTA•o!-1鉗体のすか｀•1nEDTA
締~I遺 L マず｀っと言'1° うトーィ色\:..なる．

In E>TAｷ o l-t鐸<,t,t I" 印TA倉昔体I~ 比ベ・ 1愛者の 4 フ.,._, C出 Co() ー.,, fつが｀ら（が4 ゜fl (.::.才`

ざかわり こ疇分が黎イ豆寵力t失っ乙I.I Jとがゥ小サ拝釦古 3. ミのぢめ
餞体としてのゑ玲ばIIIEDTA•OH 蜂沫のかゞInED祖紅I::. <らべて弱くノ ニ中が｀生

奴数 1＝も反故レ、 ま仁交揉反応浬食など 1：：：も影増し7.. ¥¥ Jものと考えら小る．
紅こ 4 よ）斤勅皮這本的I}瑾東が反誂反応 9：：かかわっロオりJ 図に見う十るよ
ぅ祖果臼作らしだと考えらい 4 て； こ中ら＾物愛 l＝フ,,てをす光l2.よっ
て知し 1孔
麟杓度の雹ふかも疇近非常/=磋展レて知， I るpヽ； 手忙インジウム餅体l::.
印うデー 7,” つに（知．そ二て＂インジウム令肱.,,宅ナスペ 7 卜しを基本と
し／ ミ-r- 17-シずし乙上っ姥：体つをふスヘ゜ 7 }- I..., t vk転灸しれ．
玲,z I：：：：令厖インジウムの娑よスペ 7 l-，レの WI'Ae sc色可， 3 1= narro心

Scan をます．非常f2- 11-つぎりし托已ークか••出， 5 9 位豆l三巧らわれてし I 3 •イン
ジウム EDTA緒庄 インジウム曰PTA· CH 念昔体 I-=- つ II -z ~ I叫わタデーク!. l:.つr-i.. ニ

碍果 Iね齢叶釦心叫考房ャヽーが冬'7"di\ JI 現在冠応吐 7‘•あ~.合属イン
ジクム/-::-対す 3 化椋シ7 I-\t:印TA錨坤曰TA•OH 鉗Hわ浪,~大芝＜斥って ll J.. • 

心り｝ぅ斤二とがう巧 I I::. 古‘ヽナ 3 艇いが釦が手がかりこ求あた．
1) K.¢shiha庄，印＜占、J. Chem, P坪•9 旦/.l灼（月7り

2) k,'(os lt.ihcr • I M叩勺T. Shi必九／巳io心．砂心4.Le如ら生、 I«3 (lf7り
う） K． Y叫知^i T. Mizus4サん、必ql,'och四•に伍n^l. La出ら 1, zヽ 3 (If'12-) 

l rnM4,r | 

rl IふtJ, _,j_［二：
1 1 9 

ャq 11 1a I ピ xmeV
モ K;"

ros-o eV 1030 -1040 
EIClll 

Fザ・金属 In.,, 電す人ヤクトIレ
(W;descan) 

F:..'3. 
J 

金属 Iい肴：十スヘ°外IV
(narro“ でcc:ui)
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2 A 1 0 

＂辺」る和鱈鮎応ff、アト？トム｛遣心這）
炉I杉了釘且‘‘1V?- 多ウム 1 乙ナ \V7 c k ネ／卜杉

“釦拳露/;J I(,, 1--')わムん釘碍射い比転

心F-:f:., ~, 0 斉祠后埠／ 1/2 .r:.正姥

ー（町） 徒い砂丘i，卜 I) ウムフグロウ 1 シン＜疇乙）ゃいI ＼ヴム了し
f lし 1 也卜えートば（砕）午＞蜘＇遠畔這い，紐｀“2う派礼ゃ”い券
斎bバ稔t I⑪‘め1.ヽヽる。1'. /J'I iヽ）、ま（這叫1 '11少ヽ‘免危碍移し-:. (~ l;;i紅私も
喝ぃ化。フクロ多イクン鉛五 I i, 2う'-n--'{,し 1 も＂ 1 名が， 1囁廂戌儲｛（‘しし

1. t "げ賓げ）幻砂たo ー乍 7 灯 Iレアも卜遣釘‘l i, "1釦謀昇
伶釦叫いが玄ィj.い 11. .t咋応約わ～2/ ％心紐叩 I乙しらダ‘‘,”国：：：：呑
ってれ｀ら 1t．ら苅濯紅昂拳咋ヽヤ lつ 11 弱し鳴められす‘‘, 1 へ‘` 1 残淮1 \ご洛了 5 ::: 
兄も見出しセ:) z) 3) 

／う l@lざ多れ 5 り、ロパ殊 1 弓ために，砕庫）午い違め繰似．とQ笏ヽヽ，プ‘1V
つシウぃ？もf □ もトネ___ト <Z.,.(A虚）りも夕／ Y‘ 、7 t' I：：：：並が，泳｝炉叩名｝

＼こぷ＇）安咲‘可 3.”瓦”-Nb-”Mb ゃ唸—’rー屈＇効，紅峨、 3 ^ 4以和尋御虹い鬼
”私にぷ 1) 疫炉乞 （坦3h-ュぅぅP^ し/l)人いわ直1))}罪げもる。） 和応‘,J

1 シら遠粘中に知□ る微泊、 7 シウム 1 也わV7 也トネ...- r I ：：：：：つヽ）召，石
叶面直v、、い心名ずる。

吝た，昂和濯均＾談‘萩q胚I這遣祖乙ついで ,1, 埓、釦遠戸是）今輝
Il オ＾鯰虹吐但し紅、、直｀道碍多豹←→咋鱈知ぶ＇）釦べ｀V--.
億、除）

(1) 該往叶輝： や釦紅ck)今印釦殷r、ゞ- }--l-::'.-入れ P‘弓這遺入し，后炎
兄象脅しり入孔 l4-0゜C ~lO令ffJrr 1'襄吃埓弗し，茅拳物紅紅1試‘料't...し乞

Q-)叩9ぃ澤、いい拳這：祇‘瓦00心↑い k u R. 松-2賊、似濯凸） 109 惑
射した。魚射絨戸 ~1,{7- 温度に4糸ち一定祖司疹臼復祇防t必、秘ぶ- 1-ｭ

噴し，ガ‘‘ラ 1 蘭滋入，后貶況弟噌に入り 140゜c.,,~LO合向汀｀邊 IQ, "位
極詞？た。界弟俊，\1}.齢iJ\ヤ｀、ラス営和4-～砂一づ‘もに印涵し／応ラク戸ン
めパ窪叡麟し冶＾伶わも訓べ‘た。子た妥釦急知甑‘裕ャの忽／五辮戸いて
心翡紐‘匂畔澤、知し戸臼這紅昂浮し吋奇 5 れた，痒祗呟憂）q
lつつを，豆t双昂多（社沿匡にJ=- I I 詞べ‘た。 1k(AUc）々の社易合も同灼fへに，比薮＾f-:::.かに
ベン巴‘ンや卜 lしtン(/),肩科嘉祇ー永令、でのy嘉謀椒~\：：：：じる丘踪噂、了＾ Iぷ‘翰，も，

う多う h仁 o

(3) 改り詐繹i史： （森粁麟iもi 1 2Cが，辺（吋 G叫）倹払路直ヽヽ噂い
訴兌t了り，吃r，疇，叫f fふ心のt::..,- 7 釦複がら／愁／昇恥移度， ll イン多 3 ン直
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（昂虚窃叫這．ち 1 収紅故印釦It咋麗叫すい烏］今）立‘のた。
（姥稟t角廉）。叱；
知＂，庄ぃ•届魯．｝鑓器蔽氣 1`‘ の虎験1｀ヽ＼i,叫小心晶伶I(, I司甜に，オL T謳）

i紅幻ヽ l のい嘉荘靱愴．埓刈屯爪‘芹にぷ 1) 科釦むあろ、々．＂立‘得られ,...,叡麟
払令、知紅利奇 3 に 1己曲易 1.‘ ，を、っ，ずら妥釈広兄 1利、、国） f-:::, d 

(1) "p戎紐遠／瑾
"p遠闊違嗅·にら、、 1 11. 痰鍬‘A心匂如紬）4約 70心狂 I30O（、 I{)4□`‘”

し｛清， 伶紺q,'I;や／o や｀＇怨 I紅和し T-::: や`‘,、匁り応ぃ兄 I40゚ し，ダXIO名玩で嘉希：しを喝盆， 3｀ l劣
／遭 lz 豆｀ff力‘った。（項誓応｀も l~ _l豹司祝て~, 2，ざ災 1{i ＞た。） ：：：：のシし 1で．誤
料い‘`、年 1-::;.叫葱｛い紐 1-:: -fc-手了彦ll rJr驀で‘ヤ‘孔奴粉手であ 11 ，埓温足度心起ぃ
る n‘'設、、多℃，毛 I多，飴阜吃 1‘• あ名移遠、、とヽl -::-, :::;,..'[, IJ'oあらわれで｀あるい8ゎ娼。
(2) '<f妊這射K紅蘇恥、春動
炉‘`, 9与r'(.,”西 1-::: '7い 1 1-f, q汰叶診、和27、辺％，

9乞の湯合，和2r.7‘んで 1手 1f｀茅レヽヽ l) チ、ノ多 3‘/ 4直も
チ｀レ，（h'l， r) 紅\f l~ ぷ｀）， 、絡／含脩磁t起ジ
“§桑f ：：の 9乞鯰1.ヽ．，で均 70"/9 であ各クしが示くいた。
ーる祇｀在'47 1-:: 必音杯仕する，、 7 :;, ~ I>.で 11'.. 1"1Ht,,... Cｭ

クがら， K＝27.3 ％．が得§れfz。シの多Y...れ‘§忍臼Jぽ．

両如墳慟屯床して、、各七(1\し房 L る.っ~- 1::, 'ltNb の
和に 1 ヽヽ l It I 臼 1:::. 示し¢柑、 1ら犀移祈d)スペクト
叫）が，算茅 Iパ血 I多，＂釦）直齢）I(, l::. 笈（こし
閲心踵直I”” I:\) I召 2 3 ジしがわ/;J‘)た。:::-(JI:::.'{,
1-f,社礼'\[.'証P°'- 11) A喜的知虚 1:::. 羞目し 1 角え}'C,
叫庫）り嶋応和心して昂弟 1 ちが｀． 2店、マ也キ IV アも1-
ネ/ト'lして 1l. ダ虹'l‘昂浮 L 吋、 l ℃、、う， ：：：いそ 1" の
綽稟豆挺哨1.·~弓幻考えられ， Aい厄釦I` の作哨い争っ
も(j\ I if.忍拳のざヽ‘}叫f、 r渇慟豆すY.,,,いう'/'(.,を知袋
し 1 、＼る。fiわ‘シ牙 7‘‘ でもf' Iし？也トネート I多ついて I f

ヌv-Nb のl--レーすー兄A逐っての合戒惚、翁1- 1-:::- よってそ．
禽討中である。
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2 A l l 

昇草味 1,::: よる府祗滲あ錆係が['/~ --p I-ム化戌（か級）
ウラ-;:::.. Iしア也f Iレ7 色トギートとも＂訊程の昇菓I) f 11 Cl) 

沿急h

含釆夭ヽ茂、版J;.jl:.信， 0夭野良平

＜絡i__2__17+1 イド｀ti)府埓金ふ鐸伍汀草玖い色 1f)レたポットアトム化摩とし
て、先,~秘甘したトリウム 1-;: つつ‘` vヽて、ウうンの肴微金尻錯侭今国、1 特 I~ ウラ:::.

Iレアセケ 1レアe. /-オート（吟砂A辺） I：：：フいて、狭討レた。すなわち、訊（AcA,}+
し同じ‘ように合ぶレた比02 (JJ¢k)が秘壌没―の嬢萩枝幻ュ(.2玲双）の拳勤．原手 1<f餐芹
珪疇酎 lくよ 3 伍成畔→＆な''{の王匁の苧和 lごフ 1! て咬討した。またり子
ンション 1喜t知 3 .t.て`‘、皇要 LTJフてくつ以ら (Aclk)2 の尿草、すいの恕分解、早箪
返度且が‘照射平 1てお I1 る介緋 1-:: f;佑千の夜言ずと加えた。
＜爽験~叶以＞

I 、 a) 、 “O,. (,4c.A必の合PX. 井算精製とその痰椋径の番勧
巫{Ac.Ac)ょの合成 IJ、 1h (Ac.Acノ4 の合攻‘去とるったく同様f：オ味で、行fJ ？た。

すなわちア乞ケ（バ’也ケ Iレ 1 乙l--ンtみイ吾磨の水て｀｀サスヘ°ンドざせたも
のに、吃祥しながう NHq. OHも釦し、悉綬 b‘匂ーになる 3 て＂綾IT た。茨,,
上のアン毛ニウムア乞ケ IVア乞トン榜夜乏、 巫（ルOs)之水条表I：：：ヂ応祥しな
がら森千レ、脊痕の劾豆しだいに和f｀ていく。 2 の療作I江、‘/ 1-マス砥

がア IパfJリ＂｀生を示すまて‘｀絲紀げた。こうして合べされた“み（AeAcJりの作（：：：（ば
、分なリの皇ウラン弱アシ毛;:::.ウムが現呑すつ。充殿物苫叶ll板丘乾没し
周製i紅試臼とした。またシ＾マ＼＼ば（ュ9匁）吠詞釦＂あ 3“心（a7Tん）の
ア也ケ Iレア也トン鑓佐"t合fxiれつ。（蘇‘西か3 ようず l'l、絆転1\01砂噂l足）

知、真庄昇彰紅迪団し、1::ゑ恥精製l"滋狂、～ 1'70°<:.;1 Iグ弓·orr. Zん r 井
＂製レた。屹の船果、現稽咆～甜、肴色の観察すれ3 砂(,4<:/lc)... Jリ、 d I= I必
知r9 いが‘¢放射がe(/) フJい必（11-cAc.)が乃 ャ00

分戸心的 I＜死蓄して 11 3 ことり＼‘E ------•------——`-----'••--, cu•,,.,u," {.¥ I U 

234Th(ux1) 

g 1em"rotue 

ゎ力‘った。この茨I足 IJ、 紀l,') ~スI\° 1 :00 ```\、 99: 詞言三三:b.z.<f:::::あ: J ¥ ] [ 田

3 。 芍こ
10 
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b)、再昇草の序a“X1 の拳多tJ
名算精製した “O:;,. (AeA¢)ュ王ーヶ l1 以上、デ｀＇ラ／T- 1 -中で保存し、 “x，乙生長

寸くた。再昂算ii Tん{,4,、Ac.｝午名攀条件（へ／心 C゚ ）ヒ“ム［んA)ュ昇華条｛和｀＇行な.,た
。¥ (/)魯『足は “X、 L して昇草物fに 2 工 2cがへ (I4 :t:.乙午仇九ダぎ痘中に l<Y" 6エ r
守帆 (230 工 I紅＾）口なる。こ(/\ ~泉 11..品鼻り恥心(/f,;Ac-）午」豆得＾店年 11:
ぁ 3 じ L ても（釘液印孔I40°C ずヽご Th(AcAc)+ iプ， 99％以J:昇章すること 17.、経

かめ 5 れて 1I i。）：：れ I J, o(壌皮 1= よ a 示、•I J-アI- A効泉1:- L て名秀ぇうれて｀槃
味あ 3 。()平の．計数｛直 Iな、 u()ュ知k)よの昇菓条件て｀｀（（f乞 r：：：位であ乞

--ｷ ｷ----------

Sublimate 

11..巫凶Ai:.J.z. tターゲ、y l-ししたとぞの校反加 lミ

1喝ぅ勃凩
輝製した以ム(AC.Ac)みt、ターゲ｀、りトヒして原． 3‘kt

繁和知み（？＝又、クr x/0“ 悩;..-·.J<e<:.)て"、 /0 分閏翌射

した。照射試科t秤呼か鮨び‘ユ兌堺＇表佼昇頷分褪
ぃfffいた。俊知＂，i :zJ％淑約能 13、ま，た＜井
草物f 1-.:.1む見うれず、叛埴ヽ「：：：： ~l 足1 れわ。
青秤蛉釦缶わた炉11\ (7)界草物中 9で奴I,
由釆ねヒ芳え伍だ”外）の放釘応澤定マれ 3
阜．射f I＆が‘昇草守卸成す炉％パ｝ §訊‘唆の唸
放射能につ \I て配匂もすうと、ンれ 1-J“辺痰象哨飯す
t l, .2]奴 0.z. (AcAcJ.z.として井草したシのが、分なリ

多いンとを示している。
現(:J:.‘ィ凶噂廣に．これ＄の試科 1：：ついて逸1刊し
、仏0.z. “~Ac)ュの経舒朽流辮gが‘.237“ の挙勤 lこっ 11

てむ棺訂‘ヤて、ある。

息'"Np

n~ho, 

Residue 

息"'Np

a•
6N

<

欺射血よAcAe).z.の灯峙麻進
後、 IO“”ふ置したものの

¥ズ＾°7 J-Iし。
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2 A l 2 

秒｀オガス 7 ロマト 1• ラプガi(t ；み漁函1:::鉗'II}n ホット
アトム化学的研兌（オ 2 殺） プレオン・艮索系の中牲
”"f ltよん反躁笞仄仇l ピガ‘ンマ，緩照射 Iてよみ生成1勿

（東大消・ 1里店） 永彦
品。 促・岩田舘．沿出義絋

益涌着ら 11, (1) 液相・氣相,,,_研るホットアトム反広の萩和明らかに
し， 3 た(:l) °H.跳ケ放’にわ 1 碍~られた直各1> 4t芳的和知｀ 11 令｀灰｀の芳易i‘rJし｀
蒻釦りと学的1t!りゃ冷年、枝ぴ目的t``.J 1夜相・乱相心和k令拗•印戎｀金
烏化令物ゑにか1みボットアトム化学の系紐91““委を行 1 ている．i） chlomｭ

fluorocarbons 1J i‘d) 1 レオン綬 L-1ケナ内に C-C,, c-F,, C-CJ rJ i稽々の結合g
“名走り蒻飢‘.h る T」)..t:ftの目的の研究直し在穏i呼ある系i｀ある。 z れ~
ら 0 系 1 繹見素 z の孜応 l1 クいて 1づすf l＜手僑紺fJ殺手t 1テ，たがり オ殺i.
l1 CF1 Cl 1,, C FCl3; C F;iCl CらCl rd £‘のプレオン祖i t h 雄真多の反た 1-::1~1 るそ
パ象 n 研秀鈴知•毅芳する。 涌和 111 T1. ~科＾系をy，紆遵化I した伶の庄松祁り l:
クいて孜勇1緯化乎的fJ枡兌も行りt 1/1るが｀，2) その経昂の一郭；ホッl-アトム仄た
m易If1-:. 11 t_.,.3 せて 1釘紅試h た。
名縣輝 CF:zC/2-BYi, CFCl3-

BizおJ C‘cら ClCF2Cl-Br2 り各
褐合ゑtル英毛織希［1 豆呑ゑt}J
入し (l:, tl..i｀ぅ夜 1本） TRIGA1ぼ

幻炉心念i‘が釘釘中Im貶肘
（懃中店ぽ SX /0怜／c”2•5ec)
：和た。ク該釦叫1枯具委の
”げが•f嚢啜 Lh A f、B1訂試糾t
1 バiスクロマトグラプに直 1系
導入し， Si Ii cone DC sso カラム
t‘グ維し/32Br n)精1能を視1走し
和狂，町r柊鍬輝叡雌
~ 11. d),同一の系を 1 訂、｛窪肘
“"日、ヽ lO22ev/g)して袢々P)プ
レオ乞親をキャリヤーど L て放li終~
化号 6罪 1 灰‘せし'ti),；知-:. z trtら
が？冶｀物こ柑註座財L て笙放‘1)JJ
のク莉t 1わた（団 1) 。
註 z れらの系1.·、 11Br2 j\,.
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ズカJ\‘‘ンジャーピ L て項約 1・、ある。
CF2CI CF1Cl-Br2 召,:I) ＃りを示す。
(t) CF1C/2-Br2 ゑ。 z の互 9‘ら得られ
み和J 82Br 樗翫叶鴻 111/滋がl度に，
CF:z Ct12Br (~3ｾ) > CF1 Br82Br(~1 %) 
> CFCJ2 ~2Br > CFCt Br 町2Br ~ 1,ナリ，

82 Br-for-CJ詈滉に由手すみ士秋‘i'//Jが｀
32Br-for-F~ 詈 1要にウ季するそ//)ょ l) そ

ゎビり繹IJ~・穴J l'o CF.2 B戸Br 心が
C FCI Br82Br,1 excitation-decompos,rion 
によ 1 て庄瓜｀し h ものビ芳えられる。
•(2) CFCl3-Br2 弁、.. 82Br-for-Cl 翌硬
遠手するピ芳えらヽK~ CFCJ戸Br
(6~7%) ーh`よti" CFC/Brn.Br (~ t.%) 
9遠fjチ珀'fJ)i', nBr- fot--F 翌襖に由
手する CCl 3 32.Br rJり珪’L1 17 •[::. ( 

みとのられ “/)‘7 「z。

(3) CFzClCら Cl-Br2 ゑ。 z n 恥主
釦紐‘物は CF2C J C~戸Br （へ 1． 5%)J
CF1B戸Br(~0.70/4 ),C F_i CJ 82 Br-
(~0.5%) tJ.幻｀； 828r- for-Cl 詈視わる

い 11 C-C 紺合、ヵ切岡：： 1砂ぅ反広が危
易 1-:. かる z 1 E 示してI.IIる。
心 n ｛うに，， プレオシ艘と反跳見差

の反 1.,.-{11, C-CJあるい厄 c-c 忌岱合が帝
易心広 L や八 C-F咋l1紅 L l: 

くい”ピ芳ぇ □1 る。 硝4 わるこど l:: l1、 CF2 Cl:i.,, CFCL!; CF2 CJ CF.2 Cl 
々がn Bらどの混与ゑt直疱財してうfm、9釦紹(:;よる紐｀釦釘りする'i,同
釦， C-C し c-t甜釦が切れやす< c-F誼11 切れにくぃ傾向がみピめられ紅
紅滋積t1)比弱のみfJ 5 ず；在とえ 11’ 笙欣｀物碍走n 品合 n iうにケ枯hか・

l-1~釦見泡巧1', 1 レオフ類の11， 9yトア1-ムりとか 1対璃4ヒ和 (1 相組1rJ
蘭和ある。 1庄，t m- I}桑 ltクいて両著バ釘7.,. 1 ゼガがら甜えt追めみこt Iす
首埓ゆみう。
1) T.Tominaia; Y. Mak/de.J S. Okada., 

isotopes,, 笙， 54I(197I).
2)T.Tominaga.,,r. Iwata_, Y. Makideノ
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y. Kunimasa, k. Wadみ Radio-
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2 A 1 3 

C晶goな系にわけるgo)1l Br (J)枝農，t生体蕊灼(/)

化栄的効果、

東北文·理 0年い浪 臼井辰雄羞り這

如tB心 1 丁壊要に伴なうィヒ1学的初果、の研究は主ピして So 山r-ce mole cu. Le.を
配°以Br J「ご 1 :l: H'?OlllBr と～して進わられ，ホットアドム反応と 4• オン一介手反応、の
脅与が認められた。本訊沢では臭牝エキ）レーgo吋r がSo吐ce 1noIecu. le とし IT 壊
愛 l＜より生じるR'O Br と見化工今 Iレヒの反ぇ、につヽヽて妓討し rく。·-・一鍛 l く励起さ1\1..t-::. 
l、 2 ージプロムエダン(I、2-DBE) ti介解によリヒ‘‘ニールブミロマイド (VB) を与文
知孟 I~.)::I) I、 2 -·DBE となるがぶ戻駿系の生成物の I、か DBE 》 vB li.::.. (J)分厄
う舌遥程い1全く累なる遥粒て庄成するものと先えら 1il に。

史
集4ピエ今 9レーgolilBr (Jl合成 1ょ東北大多亀手ラ 4 ナ、., 7 の制叡淑射終 (6OMev)

てs 4 呼川息牝ナトリウムを照射し、 7]<.' エダJールと共に臭化ナl-リウムー如0"Bト
を遥留洛付 7 ラスコで凜成後をぅ雨下し rるがら ~o 分間遺智 L t~。合叙し r：：：集化工
今）レーgo臥 Br 1i通常り哀望忍丘巌煉猜製し k. 純度1 J- h 1-.. 7 日てし作ラ 74 -

I~ l:る分析の捻果行、 9 凡広上であゐことを碩認しt~.

集化戸 lレーgo町Br 11 I 望ライン 1-::: よ lJ 501nl~ l£ のアン 1• ！レ I' 封入し，史祇
での吟叩江後肩救屑心楳房の袖ぶ分維を行 rJった、背徽凡心枡ス'7 11 勺り
ラ 7 4 -- lヰ I) 歩穴切り分詭を行 rむ＾，戸,, 1'Ii 1--ーエり／ー＇澤笈で補屎を
｛和ゎた。放射能這I 定1-i Na.I (Ti)シン今レーションfJ '1 -:.,りーによりシ国定レ）
吐 A町）l)J収束食鵡夏肴してポめた，
姥果ヒ九庶
氣糸I ：：みける息化工午）レー'ii'0”Br の I 丁慮変に伴r.iう主 r」'土幻叩 VB ヒ

l。 2 -PBE 叫砂られ，他に少吃の具． AI:'...,メキ！レ／ジ千 1コムメタン h＼認めら水 k, 本、
免緩尿件下"a I ;l臭•A巳メ今！レヒジ7, 〇ムメタンが収素1 い 1シ飢も VB ゎ ’/30程後で
が）竺視しうるものであった．まに雑侑手の災化工今 Iレ ll 本、腹珪尿件千で投叔
l:t似束rJV\.

ラジガ Iレスカベンジャーとして線素を濠、烏 90% iで加え全茶圧力 I 0 01>し下で
の収率を 1司 1 I, 永し r~. VB 1 :t|、 2 %,  /、 2- DBE 1J 3 ¾'l［よりいすれも蔽素業後
に4ゑら手一走姐とはっ長。本史駿1: 1J臼飽和化な物の VB の検似を試叩国が也
の？0爪Br tf) IT 滋愛の統祝例 1ぺ汁られる軋系セスガベンジャーとして用いらオベ；
ぃ研 1 本衷稜糸件千で ll V/3 I /、 2-DBE tJJ仕取 l こ熟ラジカ！レ反応の新与直げ l,
少ないと先えら~t：：．
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曰r tT) IT 危愛 1-;: よる及凡の他バトで炉氣滋められている 4 オン一介み
和元、の裔与セ枝計するため 11/ J•l-ンをモデレーダーとして加え r<。結果を l司 2
（ミ示しに。全系圧力を 20 切几ヒし祓表スガヘ｀｀ンジャー；農度‘i如l'...エ今 Iし nioio 
ヒした。 VB はク I) 7' トブ濃度）叶孜らキ 1 1, 11ｷ 2,尻とー走値．を示し r< hY, 9̀?-DB｣ 

訊果のぼらつさ訳(1 ザ‘L ¥J¥ b\‘7 11 70 トン＂，fJ煮食で収和滋ou する媛（n)を永し
r<. vB, I 、 2- {)BE\/\ すれもモデレーげー初泉 I:. Jる収肴のう印娼gめられす—
匂オ｀／一坑ぅいもI)角与が大きいこヒが認められr勺・モデレーダー•初知同様
噂肛負‘itメキ Iレー H~01KBr 系 1) に祐 vヽても汁られに力＼嗅． 4ピエキ）レー'60PlBr(l) 

1 丁痕皮 1 ：：：よ 1/ 生じる知Br は初l<~V の環没を行 r4 う際 1< HYO川 13r の場合と）日
楳午ロン反オ発による反艮ェえ ILヤーセ碍 I,-<., い化な形にrJ -iて vヽゐ乙光えられゐ。
虹楳祇這討mため圧·刀初屎材史討を行 rり「て．駿素ス灯パンジャー:20 % 
を加え全恥王を 0.4~,o 研しまで変化させ r＜憐、の収年を 1司 3 に示した． VB If)収
和い紅 1讀仮ら守糸勺 2 ％であリ一走値を示し rて． I｀ 2- Pl3E は圧1J 111 対加と共
1-:: q％勺‘ら 3 % 1 で収年 11 放少する媛伺を示し r~. 励起さ!fl. rミ中性屈~手の I 、'l-DBE
l iい，汀位l1J HBr 叫虞し VB へ介停する邁移があ 1) I ンぃ過程 91 系の圧力の芥渭
＂ける．本戻陵糸の反応虹直の /.2- DBE ll 収名切E 1Jの増加と共 1::: 剃丹l:, 1J 

並 I 滋‘’}―レ／ま r, VB の収率との 1~.~ JJ.相 l旬々i糸ホ誡力わ 4\. -r;、9\. VB, I.2-DB｣. 

の生氏‘IJ J::凪豆ケ解走化II)遥根に 1 い戻らす互 I 頂、独立の， 4 オン一分手反兄m)月
与する反た足於 1ミ破るわの兄房えられに. 
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反践80国とエタンの気担反応‘
2 A 1 4 :（'YI'y）及応と (I. T.)啜度によ l) 注じ‘f笠0BY の及応述

（摩）
0肱4臼正克 立川園造ン

（繕言J (心y-)と (I. T.)過程 lミよ＇）屈促さcf1-. T~8o 国（よメタンとの
反応において、注成時叩勿理的杖態の羨に基＜反虎肱祝譴も（よっさ＇）とネす。
紅瞑‘はメダンと累(J. I) 、 Bぃ：りオン1ヒエネ 1レギー叩如）エタンと叩反丸を
町‘る 1こめク？国（,rt'3"）苫OBY +C叫叩訊（以疫（-11,,r)及虎と蹄）の
史酸も＇汀T← Tく。得↑さ鰈を以前祁告し1、立0が針(I. T.) »O翫土l寸¢ウ桑（以
綾 (I. T.)反応と峰）てク店果·と比較し．凜勅エネ！V干ー，牽街の相違I~つ汀
履し1へ
（実験J-・ら出， 1＜バぷ疇真疇令り 1. 9,q 1 ．牙15尻よび｀98.0% の

市販岳を知0)柔訪鱈しに試料Jiスは）丸宕穏的よんわ石英アンプ）レl 凛をう
ぅンを）恥て封入阜鴫しド。恥／c.2.出 lぶ印’/q瘍合以外 o. 0.) としT、-。住五 l ょ
クo t 7 C叫Hgと viてーが｀、互刀効榮ど胴認陰 1こは 17~-30ダmHgまぐ唆1ヒさせT心
スカ＼＇ンジャ効昂謬デ．レータ〇と 0ぶ．f. C1) 2 つク呆ぞ恥環度を変乃t:3 tて
厨 T：：：。ヽ彎狐J邸—ビTハ°1 7゜て｀夕～6喝誓に全麟婿疇応
応て永め T:。名注成‘吻吋如翠ほラジオガス？
戸 l、 7‘ ラフヶーど利用し．I平｀麟。 さ
厨，り麟疇印彗疇）はCH辱， ふ ・・Q^'18

らH戸桝ぁ‘ぷ囚CHど゜疇疇 l) もデ＇レータ（

/<r)痕度·oじぶ｀::繹疇l訳パ＂れ 2.93 :to.1： 西＼x ；:C"訊0;•Br 6; 

碑疇と［て 1 手` i -C出万Br,”-C`; |¥̂̂¥ i $ 
叩印疇および邸l七•CH竺怜が認められ 芸 \ 

訊1、その収素は 1\• ず｀れもい＜燻疇疇 ；吐 ぺ、＼ 柁
疇1認疇疇パ％程度 l心＂厄jぃ ': 
恥濃0＼の全紺疇の夕l1輝l魏匁

しか） Sp; ` t CTO叫ous 0報告1直1CJ.0 土J. o¼ 1 へ 、 -12 

言：三塁：］よ冒］゜p\”三f]9芦2： 。口：｀
虞、 CH戸比， C晶砂尉謬瓜｀CH喜魯0) 。 。.5 1.ｧ 

疇の怜1.0研．f、\tJ)外囀 l＄督輝 0ぶ0.1) Kr の m. f.
”士o 、 7 ぉ訊 0,3 土0,1％とな＇）、わず＂ガ（嘉汲 図 1 王デ L- 9 効果
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恥肉与があかことさ示し T;:。怜 0、 8m, f.a 禾て｀ Bvュ0) 5農度さ変化させて令注灰‘
物咄冦率繍恥＇ると`CH翌国（i全く変化しいが、 C.2 H企BrおよびCH竺BrBr
は疇笏約豆 ·v言．恥？幻｀’の毛デレーげ練函瞑寮吠諫/J_、怜().?
m. f．訂｀は 2芦疇殿食＜一致しにしP‘ し輝紅ではじ疇B怜CH竺Br
釦虚蘊じ、 2出疇己 1こ疇07外挿さ小い囀這 1 I 、ーネJ。士柱灰‘
閻らパ『小輝刀妙果豆し、分0~(OOcmrlgて＂左有様‘敗朽． 3J CH宍厨： 3.0 
：戸Br: ¢.0 ふ｀よび C疇疇r:2.0口〇一定0疇 l達］令。

((I.1.)疇C 0 疇J（エ．丁。）ぁ｀ょぶ（れ，直）過程て‘柱＇’どBr とエダンの
疇0)主注疇lJ迂 I:Cl13&oBr,Cュ叫°均ぁ‘よび｀CH醗rBげ｀恥。印及応
叫果を表 1 I~恥めて柔す。両反応（おけうらが叫訊‘峙企B閃疇攣
叡差、特棗平運勧立1 レギ'- 0)ぢが｀いによる e 考えらがる。次{、-主として
麟磋l淀起用秘奴距，運勃エえ叶｀曰複に起羽絨峨に叩襲臼了rふう。

< I > CH38013豆）注成（手(I. T.)及紅lさ怜0.7,m.f』1迦山）顕著rぶ祝汲油の
叩 E 癸 IJ~。鱈（,y)',,.）反応でも関 1 （こ示しT：い［：：l<r-1. 011'\・f.て’＇股率い外
挿3 いは1J1が、稔及応の寄与lふ大＄くな凶。主 I的両喝荘ズ注亥ずる蕊Brが（謬）
退程て｀｀（ま全て荷喝して\)るのド対し、（-1'\'ャ）過程ではそ0) Jざ界罪度が主に 7 価
i渭滝して l) 含 l 口り、3" 「ふA い l う弱蜀の差が厨ふ I) かオンftエネルギーの島ぃ岱
の恣加 l ：：よ I）拡大ふいかいりと荒えらいな
< ][ > 佑注欲物の朕幸（お長 1 l ：示しT、』ように全て(,,n ,r)及底り方炉， 1 ．ダ～

2山詠3 V\。さらに、（エ． T・）及府で I J: CHげ°屈叫姐肛‘℃ュ 1七呵汁礼疇ょ＇）
大きし l 0)ド対し、(/fl, r)疇てほ凌和、してt)る。こ［臼雄違謬のよう 1讀祠
訊へ（介， r ）過程で注ず汀8ャがよ l) 信ェぇ、 IVギーて、あムため、高ェネ 1 レギ'

畔が大3＜戸。 CH3 8--o l3怜 C迅只°恥羞恥謬晒訊＇応注ず｀研平均
臼｀＼げ‘1 ーが栗応てあ'1) 蝙 Cュ H,&-013 ャが｀よ鳩ェネI レギー4則て｀｀注じて＼）う可能
愧も柔ンてし）う。こ如ぷ Cュ 146+ 1元→丘 l→+H 反応よ＇）ふ H口拐→
CH卓t· CH3 及応が熱jJ営的に忠ベリヤすいこと、 （'YI 'r）お‘ょぶ (I.T.)反応っ
丘刃効果の姉界謬飼が一致してし）も。

表 1 (パ) r)局恥（1．丁．）反応C7'/ tt車支

(,n'¥")反flv (1. T.) 反応｀ 祠揺VI ：ふ‘げ糾）欠苓qヒヒ

全屑猿澤斧 8.7戸 0.27 ({.J..) 10.7) 2..0 

C日380Bv 2.pt.0.76 2.0 1. s-
C』--\530BY 3.76 :t.0.7~ 1.7 2.2 

CH2知翫厨 1. 88土 0.27 0. 8 2.“ 
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C H'f系にお 1ナ 5 釦br およ 6‘ 在br の
3 A I 林晃l生斧賑秒 I~ ともなう化学的効果

東北文椋環研，庚北丈理＊
八木益男．0迦籐｛建次評．小孫も育げ

1. 締言 四grlむ勾即諏複字が li lj‘‘/001b の一疎滋役l、生体態移tす 5 の K 対し，
印唸l1 中か旺llS の半武期繹つ励起状態t迫る：：：瑛叩灰農枢舛郎秒臼 Il.
吹ー，夕遺臼碑採亨 I工をれそ‘‘れ I00 ー/o 1 6 /祐であ 3 。 演菟ら 1.tすで'I,
CH←一如函、 C西ー 112l函系 I二ぁ• 19 て，府磯収孝＼く対芍 3 kが和1l の放果がら，呵らか

にか協，お・よび在br”“砕式の立"に起町が司fit体効果のあることと報告し
杞。 今国 11 こら 1勺両系 Iこあヽ＼ I て涸々の庄成物収茸 I~~ する怜濤加の効泉し秩

t↑レ，合庄．成物の生以 1-::nする所ぅr, 8面t1)和運勧エネ lV ギ｀ーtよ CA オンの

如与す 3 反たの寄和f'I合を夜計す~ ~ l:: t..,c I C.tt~ -H呵ir I C.H i,.ー全6卜免ドフ I)
ても同森の夜村と試みた。
2, 定慈． 30唸りあょヽ‘·H 珈“Br 1t徒えどう＇）に漬！稟した。 また 80咤蚤で

の収率 1幻史 I< 1ヽたる定瞼操作 Iiすで｀ k 籾告し 1~ ものと同様である． 一方吋r2
91 あらかし｀め反応 IO斗雫な汁足量の Brュt'PcJ... 8らの熱分解で発生さセ， 1‘‘ レーカ
-r,レ石茨管叶オ入し，これを文大層、各炉気追管く松—3) で摩温で'3D灼あ 3,、 1,f

1 分向照射することによ.,て 1, た。 よた H嗜r Iむ逗拘の H8r を石英管心び
し， 1 分釦照射後ドラ 1 アイストラツア＆通したのち、丈早量と＊銀~)メーター
で甑分取｀）斌料·t類鬼した。 白添加ば血／叫あよヽ‘, "Br/CH牛の比 e Iえ
ぽがl ヒー兒1遺B ．仝厄が約ヽ‘°”,.,H1 と 8 3 こう行っt。 r心照射斜 1 が
らかた南伶iでの睛向 I1 6 分 3 和37 分であった。 減料 11 弗湛迂心そ 2時向

暗所 1ご杖：匠後従床 K 同礫な抽瓜操作る島よ C がスクロによるふ庄汲拗t1)ク訊：t行っ
た。 g引3r Iこよ辻尉能t肩虔収卑求知喝令湛知(LJ)半喜斧康出届い直

えの生成物の祖対収季の易””＾エ lT-4)埠佑品 E 呵I て行った。 収卑rJ感舅
”よヽ燎船終了から及茄南締iで＂荘田街の長菱い補工して求めた。
3. 蛉畏d,•jな｀角秦 ょ記原””併ばヽと e·虔賊操作 1：：よっマ、先 1-::: 庚北た竜

チラ 4 す 77 t用 lI て CH←一荘勺伽6卜g(I)府我収年をキ‘めたさ、、生じ‘た生放放射箆

マシン喚作 Lの内餓阜豆どの話因が：：起因す 3 史瞭祓養 1す最J）ヽ限 I＝釘 3 ことが出
えた。 得らロバ韮1, 2.↓：示した。 田 l 力‘ら雌ら力‘心うに全粁濃
辰 I~ わた、） C胚ー 90ア乃系での麻み梵収卑か凶4 -?立Y恥季のもれよ 1) t知

I 屯の収芽元加の原因a …咋rュ岳口→あ•正 1 て懃イオン反応 I勺定坦す 3 収茸が唸rょ
fぷ叱緑し拓 91 ニヒ心 3 。 とくにも心皇・・ li凶9恥8ァも•いが叩hr9r の
収年し2 あ、いて顕笈であ b 。 りょ SO→バナ 2 吸の森覆＋切悴睾秒 rぶ．，，てヽ1%
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がれ寄挽視紐うの K吋し， 9茂＇） 3? ％が 37 k可― r 綽放出によ.,て釦8-8卜とな
5 か，このさ I) r 緑放缶 1-:.. l'. 1 11..復1'.- ~Iレ封‘―'す＼臼雰禄度I:.小さく、収
和打す 3 名紅惰息•f見しうつものと秀えられる。 これから 80....Br のユ殿
の暉班#1~ よが収翠の年t軍出し了ユい恥のtれと比穀するヒ，と‘)一方
C,HュやBrBr > CHp冗 Br 叫輝が明ら力‘となる。 一方這衝工牛 IV 封｀一伶存の及
知ょ 3 Qt3紗加と凶‘泳母の収本の肉にば大さむ逢•• 1"忍められr↓力‘った。
次に出Br tラ0UY'c..e 匹le c..c.i.le とした渇合，; @2 から明らi、なよう 1-:: 知添

加心る収亨の戒方rS. H和閣 H咋ふとも江められ r·. ヒも 1＜収茸 11-熟 4 オン反
応 l~ よってもr=-らこ肛＊灰2 七ら0凶c.e m9必に“Jムヒした渇合ヒの向 I＜大 a な違
いが謀められた。 これば明らが 1-:. ワーn ン反発 1蒻 3 痘動工え Iレギーの差~,,によ

るものと升ぇ 9 れる。 国2.から明らかなように H”-a.,.'}t吋y条ヽ2 本‘"て項袂'
"1i l紅同し..i雀tかしたがば心r, CH2- ~r/!,r ai収茸比,: I＃大きな卑 h ず江め

窪i CH＋ー沼凸至同様沈育祁入‘祉ヽ9 lつ這l 1 ~向住倅知果が店圧す 3 ：ヒか
大された。 ゎmBr の 2 痰内祈麻我のみによ 3 知果t校けしてみ 3 ヒ H'ユ池のあ

合 13 C出g塙B,- 81"> e がな的であ 3 のに対し、 H咋レで 1i q門＞ Oi」葬＆ Br とな

＇）活店いかド 1 む也ヽ，が言凡められた． 1t H屯r, a？砂面系,~お 1) て応
壕が約か‘mf以上で明らか 1-:. 盾筏収茸の肴加『萩油られ、かっtれず熟4 オ
雌釦てこ 3 迅土＂収茸tぼ如,:.ぷ 3 ヒ，、う瑕吐ある綿呆が得られた． 二の
こと＼5 k卜が犀し可這烏エネJレf‘-h 恣差糸l として幼<. I苫か、）でなく， 灼遥象1 の

季 lこ古 Il 2,"tA 1 ン及応を助長 1 3 ぷI If) l(jJ色ttオ 3 ユとt示してヽ1 3. 
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3 A 2 

核農性体転移によるわBr と CH4 との熟ィ大ン反戻に対古う
添加粉の効果

東北大・理
OIIオ本方彰

東北大慕理研＊
八本益男＊ 近藤健次郎＊ 塩 ll) 芳信

緒言 80m扮Br -CH4 条て＼ょ 80mBr のキ亥異性倅転移にともない． CH380B,,- ととも

(:..CH280By桝が生成するが｀特に後者 1ょ kりの添加によ..,ても屹の収率か減少しない
二とから熟ィ六ン反応によって生成すると説明されてざた。二れは CH午のイ穴ン
化電位が Br(71それょ I) 高いので｀電荷の中和をまぬ、かれる 80炉ィ犬ンが存在するこ
とに起困すると考えられる。加B；の電荷の中和la楳体パ世随に依存するばすて•あ
るかう、種々の添加物がぐM280Br"8r(7)収率におよぼす効果を詞べ‘る二とによって熱
イ穴ン反応が1足進される条併および抑制ざ小る条件について検討した。添加物と
して 1 よ， 4 大｀バヒ電位ヵ<'Br より高いものあよひ、ほぼ篤しいものとして笞 'Ar, Xe 
C Br西，および｀ c m~ を用いた。
旦 c屈およひ‘tie, ArJ Xe 1臼高干穂化学 K. K. より， C尻， CByらは M叫eson
社とリ成入したものをぜのまま使用した。 801>1均Br は東北大嘴手ライナックの雷ナ
制勅輻射棉（晶大45~ l, o MeV) 7.’’約 2 時聞 PJBr2 さ照射した後熱今約：：よりごれ
を得た． Brュ /c tt4- =0.IO 土 o. OS-I濯ぢ全圧が 6SO .:t 30 加叫 l：：十j..るように添加物

を加人た。反応胴わ後 2 時間以上掻過． L -,から． ““)Ko...zSOぷ落液を加久て哨
様相，燕裸椋 1濠饂L Ge(U) 板虻、器を 1打いて冷れぞ小の放射能を規1定し有楳収
率を年めた。また有扱相の一部をガスクロてトグラフィー (Si D c SS-0, /.5 m 

戸 ll:-.砧tyl ph加lat e 3 m) により今杵各ピークに相当す｝部令をドライアイ

スエ 9 J - iレ温度t杭｀集し庫I(T¢)検出器丘＇放射代を利定し生成物分布さ求めた。
辞果心泉 c凪ぶよび‘CBふ｛む希がスと稟なり．曳全な不活性添加物かなな
い。方なわぢ妬／cr4-，，知／ C Brらをそれゼm o. IO I二した、系の宿榛収率 lよ 0,34
士 0`03 およひ 0.10:!:o. oo/災-i..ラジ大がスク b マ1-グラフィーによ比 1# c 菟応，，
C 8o8r8ふの他応 3 種の生成物がもため 5 かた。これらの生成物のうぢ CH江＾
反応てJ::.って庄成すう CH3 goBr,CH2Go伍Br との分難捕集が困難なも0) /J,_ーキ古して

捕集し曹ラジ大がスクロマトクアうムのヒ°ークの強度北に基いて 1口々の生成％の収
釦求めた。国ー I I：：希ガ｀ス添加の綽翠を示した。 cHl0BrBr r;,収率 lな Krを和叫
てt戎り｀せず｀・バ戸以上t`1よ丸｀しろ増加の 4通向を示す点に特徴がある。庇，
Ar, 応を添加 LE喝合，，約 o.7 m. f.J.又上の手ーのみであるか" lI ず応の場合も有樅双
率およv.· CH~釦8rBr 収率とも代o 場合ヒ大差がない． Br のイ大ン，，い竜位if.8午可V
1：：：芹 L Ne 、令r、 Xe"' そわfよ 2 tg, 15.7 ヽ， 12.13 eV i'あ‘). Br十が基底状懇にあ
がぢれ 1ぷこれ 5 和がスいヽ索荷移勤尻た 1口吸熟 L なる，，子の枯reshol4 ener紗
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は¥わぞれ 12.2, S,88, 096 eV (kvの場合 6.?o eV ）と算出される。 80m&8りの
"性仔転恥階、のク- b ン反希によって仄岳オげ 8rの 1界る運勤ェキ lレギー Iぶ荷電
数およひ崖哨荷の今手内今布によって変るが最品約J oo eV てあるから ：：：れら
の））＆熟哨荷移動反応 Iょエネ Iしやー的にはまフたくお：：＇）えないものではなI\。し
かし、 4 種の希力‘`ス([\駈‘‘Iぷィ六｀／北嘴位がl) 、さ l 、ほど枷eshold. ener<J yが IJ、さく
な'.)，かっ励起臼凸大ンが存在芍れば‘Xe. すらに 1な Kr との索荷移動疇が格
熟とな汀場合もありうるのに、官瞭結果には令命ガス間に有党の系萩的な差が認
ゎ 5 わないこt /おいす..小<l)伶ガ‘スとの党荷移勧反応も 8r:zあるいは CH牛との暦i
心筍移動豆·に比べてかなり遅ぃことを示 L ていると廻われる。
二れにうす l 7.. C 8玉き加んた琺合匹21こ示すように 0 ~0.2 m. fの貸同で

CH2あBrBr の収率はかなり急激な洟少を示し希ガス添加糸と 1, ぢじるしく暴なる桔
果が得られた。一方 <'..H3eoBr の収率,;1:.岳和加C7)場合よりやや低くなるものの Iょど
んど同様の減少を示した。 CBふヘイえンれ危位は 9ばな 1 、し 12.3 ev て＾ Br のそ
れよ‘)やげ l 、 1 ：：もかかわらず．希力｀＇スし婁なる桔阜を年久 3.:. とは専昧ぅ罪い b
また C QzFこ（イ大ン枕I竜位 11 、 8 elT) を添加しても．有楼収率がc.. Br厄添加系
と算しいから C釦品も同尉：：C..Hz808rBr (J\生成を押椒J守ると碓定さIf\- ~.また
C 伍さ添如すると布機頑 l臼釦秘 lこ CBrF透尋ょ＇）高＜，：：i./'- Iな CHz80BrB心収
率がほとん遺妙しないこ乙に起固している。この，合、でぐ厄 lよ芍‘しろ希ガ＇スと奴
て 11 るが：：れ！士 C 伍0\ィ六ン化啜位が l 7. g e丁とナ幻南ぃためてあると更．われ
ふ。古ずに報告 L てい 3 H 改（イ六ン化電位 l2. 『午 elT) 添加茶でも ~H/"BrBr
収率と CH令BrlQ収率'< 17)和が Ii:.ぽ一定ずあったことを告九ると， CBrF透加系
碍巽な桔晃 lょ．ー初助起状槌 1：：あるgo 邸も含む反材も仇即ィえンとq f』|こ央鳴電
鞘知 l逍：ぃ条件が成立しらふことと関係が深、いものと実·わ小＆．
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図ー1 ．希ガ‘ス添加効果
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農素醐カリウム7k落液ぁ、よ(A"和が蝉9K 喀亥において Bl 8r(n, r:)一
3 A 3 82Br, l!I Br(n.,r)82mむおよび•82""E!r(I. T.)928r 過程にさり肋起

された毎蓉の化学的挙勤

熊本大•エ 0岸 II I （袋吼四宮知即， 稟北大・瑕溢Ill 考信

（目的］
＂酸塩紺aIつお 1ナげ叫奏原と祉母B9効果 1：：如＂棘告I~駁多いが， 9k

老茨にあ'Jナる場合につ Il て＾戟皆は抽めてケ•行い。 4) また二れシの敬1 '5 1さワ'I Br
(n,r) 8'om恥あ‘9 U’’romB...Cl.,T.)30翫晶程 I：：叩 l z 1•ある。嗅君；，っ先に皐景甜ヵ

リウム如唇i知が註座的に F 9 表託勾赳認 Z•生成｀ L た 926r ーイオン袴..,分布
1：：つ II て菰告したが';z) 新た 1：：浩干の知毘を得r-=.＾乙,.袈告す 3 。
［紫乾方去］
皿 0.002-0,27 M の輿素醸カリウム）K落治， メタJ - Iし水宕炭および画駿

化）K 累水落叛t座射試科と L 瓦
中住珪珈盤節にば東大廃幻げの気滋営3匂紐し／気送管急農（約⇔゜C〉
またはドライアイズ渇角？肴海した。楚中性：5 束： 2.34 x /0 13 n/ c.mz.-sec. t一吋泉
曼辛： 1.3S x108 R/hl"'("'fnフた． , 

保存ぉ干ぴ分祈座術した考：祖およぴ凌絡落；花1"1そのままの 4R甑また/Jそれf••
れ衆締おかぃ••馳絡し z f兒存した．届々＾試科の一卸tてれぞれ、 1 メのホ：／四嗚
仁足秦 (10 応皐差も含も）P.) 2層i昆合湘 Iゴ釦，同）＇立倅交複反た 1コより8'ZBr — 

イオシ乙桔放厖 I：：抽丑分維した． N心 (T2) ラ:..チレーシヨン拉土毎フきみ哩itS品
令祈器（：子＇）両尽の円28滋印知 0.778 MeV tークよじo_? ·c..勾象~ l むをJ定した。
（結果ぉ;<>い考語〕
中性9k i蒙杞：：わ‘ウ｝生成‘it弓裡分布
82mBv(IT)tzふ反応の直f了とともに親、

イオン収*,,.知t L, 82""'av t7'/半満鞘

と 1引序＂一致した。 60分後0\坂射能(YOO)

ぉ；ぃ暖直後＾の 3卜輝値(yo) と表 1
ゆ翠鳥 z••

吋 9. I\、K厄内で('Yl,Y) Fil飼：：tり謹捲生
応 L た親イオン 1.r大晦，

[Y：町＋心。r-Yら）J・点＝邸篤
と料•蘊iさ小'F=-。 ::.れご 9(1.T.) t兎箋 1 ：：：よ

”邊イオ‘夕宝吠‘＾帝I合 9さ，（7.7-2,6)/
(2~.0-2.b)= o.1知，すそのち 1 q.3 ％と言ヤ

表 1 ． 中牲サ遍尉した犀巽暦簑か）ウム水iらj爬

にお』”言'2Br1t令将玲作の変ft

墜即8誼］ 4嘴塘 収辛（％） 判貧期
(.分) Y" lY°-Y呵yo ~介）

1 JBr03~, 7.7 21.3 :zq,O 5,53 

¥LOSa) q2. l 30.2 67.7 

2 (Br03-1'2.2 
{ 
lLOS 87.8 

5 J SrD.3ー 26.7 33.2 5q_q 5.20 

lLOS 71.6 3i?.1 3g.3 

〇伍眉複化状斑イオン痘
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樟でれた。
5分畔勁tし巳9ki客湊の場合）炸外にあナり（ IT)j碑 l二子 3 競ィオン生成1本 1

令回珈の総直—叫蓑釦·•-t. E >ざがると老謬がる。そのとョ炉応•生哀｀
した競イオンの百分串 XI丸

YOO - X 
= 0, 1q3 

yo - X 
(1) 

これ； 9 X= |『.7 ％が得られた。炉内で•生取し ES”翫ねm説ものうちf3= o,oq 1 か'’

81 BT(n.r)心進I: ぶさもので，fm➔s := o. 21 S か逗I'llBr(IT)咋晶坦I-:= .t a 。
西(IT)函知伍ぅ親イオ逗年か｀炉外と同一環吃z.. e たしざもたと 1 9 巳

x = f8x2q.o + f m•g x 19.3 = 6.8 % ( 2 )  

しなるは T• Z•あ~.巧 Iつ（1) でf昌ら<S'\ r:.. 唖さりも 11、q %f区 IA• 一方，（1 ） Jリ
"さいた凸吋（82""'Br）叶（が2%) ヒ炉内'Z••生ぶした 8r03-(8'2B r) ね卑（デ、9

斧）と a tCIす和／（から）比 1項／む再苓し力‘った。：：の二と I'd'炉内 1→あれ統
イオン由和呻D`.、9 本宕登条 1、手下 Z•• l"8,枕年 1二の叫紅してい 3 の C・ 1臼を<.,
紅点、 Z•• 生硲し心鷺醇ィ元繭蛍痘遠媒辱咲｀レた放恥砂紐生咸物との 2
咋反応年1守 Ta' 依存している：：：t. e 訊し°Z. I I &。
如D1勿効果酷｛t祐Jまた這元荀I の存在下で (nr+

40 

IT) 釦埋 I= こ bBr町(&'2.Bt）イオ:...,,収知町灌力述 101~
ヽ

りゥ這肩碑番又として図 1 1:-末す。中 4•紅i客i紐 ' ... 

Ha0"tｷ 
0.26'IH 

｣ zo 
らの収専に対 1 て 1"”“成I-:: わたつてメタ） s … 

？ぷだしそ.̂  f｀で「口~;:。口に 。[~0一叫尽Do! 'l··r1dヌ考 l追‘•『 L J麟（ヒ水素i紐知.. ~ 10 →ー・ 書ージプ→ー・

ォ辛這mi和切の島嘗渥ける国 2)。 園 1kむ0ら必紐1：：む If)j尋9D
CampbeII 1) 1つ的mBヤ 1-:: 00 して (n,r) 言た lo (1.T.)晶直 物釘9畏 (nr+1T) 

十己
によって (_13roJ の中陶1冷モ名を由する:. c と指釉l.
て 1\3 ．＊宕頸 1：：お Iヤら 1否加剖劫屍t：： ＾袴＾中印 ” 
iぷの荏在モ考え 3 ヒ十分誌明 z．．ョ a.. さら 1ゴ辺は 沢ゃ
Br03-(n. Y) 品唾'Z••画将庇〇； lが主恣｀tt 4''10% か上記 で

中国iさ逗由するとしふげ”瓦•'叶図 1 や
1：：打ら小るように芯％丘くが(h J V)反応 I＝エつ 『と0

て生芯 L た。 > 

祖誓化＾効果 ：：：の垣 1：：ついても併せて発辰ずる。 10 

e--e- H｀゜a-O  

. 
‘-0-......... 

1) nc．区VQult a心 W.J:. Lio by, Phys. Rev.,呈ふ 322(Im q),

I.G.Ca.....J)b~II, J'. cnim.Phys., 丑， 480, 665(Iq団）巧ビ．

2)C.Sh inomi”, T.Yoshida and T. Ki,hikawa,Bull.Chfm. SoC. 

0 10 20.. 60 

4：，分
図 2．皿約1魯のさ星 B酎養ft.

3apon» 年．i｀`7 (lqeq). 
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3 A 5 臣踵ド）今勺ムによう齊舎核置喪反代

＼兼沢理） 0滝口令粕 森 \I＼尚訥・ 鳥村 11苓

棧反底 6li(q ,d)咀にとっ 1 生す・訂忌沢トリ手ウム 1こと 3 芳含棧墨ヤ魚屈底叶1
咽の一環とし 1. ·/J:.の業験を試＇みに

(1) ニトロペ‘ノゼ‘)と\-- IしI. ｀／の親争勺トリ今ウしィヒ
(2) べ‘ノせ｀ノとピリヴ、Jの競争的トリナウム化
(3) べ‘)テニトリ 1しとピリゾ‘ノの社争的卜し）今ウム1t
これ 5 の業．除のうも業諭Q)お心訊3)の蒋果 b‘5 、徒米、直梼へ‘ンビ‘.Iな含祖競争
的トリ今サムit 1’' ば置棟べ‘‘ノでjbベッゼ｀ノを副生す 3 E め＼ミ並め 3 ^.....と hーr
きはか追べ｀ノセソ差連の相対艮底逗匝おとび祁令速襄1輝（p＆r諏＼瓜te
t0.. C tor) さピ 1) ゾヽ）ぶ.:t'lf・ベ｀／‘）..:..\'- ¥} Iしさは b‘ ピちとして「』梼的に屯め：—....と
bゞできた．

言球討主
二種稀0"内訊｛直物（ニトロベ‘Jゼ｀）と卜 lしI.ソ、べ‘Jt...‘Jとピ＼）ゾ｀人ペ

｀／］ニトリ Iいとピリゾヽ））おとひ．＂度＇）今‘うL.の還合杓（モ lし\;t ¥ : I : o.5) t Ji 
莱喩に 10-~~10-4')'/1.'))\恥峠：紐圧下に廿入した。これ 3 に 1Rl 針t\ M~RKii.屈．ぷ奸
（立牧k m．揺）でiX I 0111tl /ぷ·込C. Q)中·性ふ怠 6 蒔間密射 l た． Rを射後、口過主
にとって記罷這窟）今ウム怠令田、荷楢拘＼ささ 5 に蒸悶ねしび｀ラジ紅‘‘入
り 0 マト'J"うフ装墨で単籍釉悶しヒ紺比放射能をぅ誼した．「ふぶ`tt放射徳＼t.
液｛苓ツ｀／＋しーツョ‘ぷ薮法によ｀リ自然淘廿廷とび試‘脊わりI.汁ヽノ］苅釈角
患 l て決足 L Tミ．；削＼足の諜粒 l土＼ ％卜K 杓 T も~.

緒果と恙藍
tl) 二いロベ｀／ビ｀ヽ）と ~IレI.‘Jq競令的~')今う L、化
ニト己や／ピJおじびいレエ ‘/b\ ; 

t令導しにや息智駿成切没を表しに
孟す。 これ K `}月香楳＼村のトリ今り L、
ぅ＼｀ lレ比心

？釈恥/ p社02. =l 、 10 訳）、o I 
とは~.

表\. ニトロベ｀／ビ‘Jぷ·t ¥f \--＼し I ツ b‘
＄がヒ息各藪の比誼枯蓋

(X IO‘ れFI迅）
逗上
4.44 
込謬

]

国

4ぷ4
5ふ＼
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(2) べ｀ノゼンとt゜＇）ヅ｀／の競争的卜｀）今勺ムィt
ベ｀ノヒ＂ヽノぷ心 vtt°‘)ジ‘ノの比放

射t只羨 2 しこ紅．こい l) 沢替 表 2. べ｀ンビ‘ノ芯とびピ＼）ジ‘ノの比杖計熊
樹村の1- \)今りムラベ 1レ比＼； （ X ＿|0q心汎 I仇4_)

邸／Py = l. Ob~± 0.oo~ ~]
(t-H翁令当 E')) 性H 5 25 5. 30 

とね 3. __--Py 4. lo 4, | 5 

Q) べ‘j‘）｀ニトリ lいとピりツ＇ヽ）の競令的卜＼）今ウム化
べ‘‘I‘)v::. ト 1) 1 レ h'S 詩導した茫
息紺襄むい心）ジ沢）l:t放射能 表 3. べ‘‘J`J｀・ニト I) 1レ b‘ ＄の守息念醸ぷな
a心に孟丸こ訊より芳奄棧\i-\ ーがピ｀）ゾ｀ソの比放射能（X\O｀如I叫）
のトリ今ウムうべiし比ば ___ Ru汎 [1) し2] --

P紅N/ ~y：：：：：↓且ふ 0`005 代C.02 1-\ s、qq s. qo 
とtJ~.、9 - PY ふ l 3 5、 04
L* t直果と尉：：思告しt:. ~さ＼村ぶ心：ひ｀介｀ぶ問＼0)競争的\-- 1) 十勺l.it 0)箕請泳昔

冤‘し弓t `)や／ビン基半）はt諒記還襲おぶび｀鞘令速襄1え粒t計噴し 1 ほとめ心と
表 4 のぶうには"S.

表4. べ‘｀／ビ‘ノ屡平の応繹廊速食と料令速襄往穀＊一
叫strate 応J`* F。 F'/t\ Fァ
採NH2. t..n1 t oべ） 5 2. 24 1. l 1 2、し 2
蹂C.H3 1.2!:ito.o¥ l. J 3 I. I ~ 1.13 
欣C. N \.01 t o 、OI l. 14 l.04- I 、 04
?t N02 し、 04 i D.o2 l,04 o., i~ L04 
＊餘分速襄iH炉偉粍＼I巌 K 6 % l.、い．
tt C-H 海令当た＼）の速匝比

1,K.t q莉慄対§ヽ置廿べ‘Jtミハ這＼全基の電ふ代与性、竜さ由1 性 l：：t b‘ わ§
ず今＇りとも艮廊速爬打増加し，その詈衷崖効果＼"t Q p醗向t｀お心．—t、仇1訂の
餘令｀速襄1ぷ袷＼I ほぼ一町｀•おぶ―....とね霞され応｀、いの業駿の条件にと｝村
和直池の記阻訃‘)分うム化にば置怜差の極•性閻異おぶび杵喉効果の号与す 3 役
営 b•‘含も訊\.¥,l ~ヒだえ＄れる．

l) 滝q森）I\ 、息村 算\4-旬誼甑啓訊論恙い門0箕千音）
2) 滝n 、森 l‘\ 、上村． 第 IS al吋§孜啓計幅令(_\や 111 勺茫藩i)
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3 A 7 リソのオいソ殿啜“のホット／fトム化学

（九た理） 0失豹ゴ汲，咋揺江，乎 lII i叔．尺揺ぷ

Im品】 オルトリン酸カリウム (kH』 Vみ）豆ぁ品に塾‘戸Ii-示旦如プるこ．
岬(fn,r)や反応I` ぷ).:Jヤ及疇臼以戸．この反訊原 ~I迄珈廷紅
9叫） M1 j l叶 I町の原子い的哭髭豆fふこの担五汀I .t.fiうクミこにも（ 叙 Zの反隊·迄
和紅忍すラ．（Fi]) 寸m
｀クの反跳詞｀t;i)のうち砂0

木゜＇）リ項翠ふ、危，＊知） I9.:.. 

み l) るぬYのなr子 IJ妙氾P 文註lべ‘
5 :::'L I 'd.ガ、ットアトム 1-: t弓ポ己）

り注戻塩の王屈｀駐芦い応4ヽ
I｀づ多工＇i望要tへあう
反跳ポ')')ン殿租かrの巧滋否 20/)0, 

I S 

ヮク子内釘4江． 9：：た走す；ぷ名 ; pP E 
の一匁'L l -(.叱もに＇ノリ（述＼ーる i 

ミ乙にうる，｀稔のン豆位＇ ／砂0 : Il¥ J S ¥ 

末端 I勺裔丘う多ク了寸の、奴と爪 1! ror :{)..f：中t：口/三三□、三：］」：）r,_：こ虹
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鴻吋（、れヅ／Z）+,Jt,[,.J／伍炉心叫、） = ［（匹ん）十吋／心•Eパパ） di) 
叫i)可ぷ）

れ厄＝る（S歪Srュ）／（2沿—拓） 叩
ぶ喜戌ば“る． ··況／れにょ認恥航珂辺ヽ｀ご邸こて｀てる：：：こに心． l后l(`‘ ふンん謬¢"
’り名にフヽ》てる岬ぷふのク知／J必,(r の＼決文がれる．

［謬J
臼2po，の勾'（約30がヶ）這綬（にu k, f',1t-3 I ん：：： 2,3が／0心／—ー．一）て｀‘

ド｀ラ Af A A 、}鱈麟呼‘I'五狂伽 L →砂砂辛ー(_b もげ厨／比，リン醍
ナトリウ1.-)が）人（元＝和）に痴'ogる→ このシ｛庄ー苫汲工私｀A オン文杉筵．Jぬl?io l<ad
如 I9X『 (Iクか200～生ノば1…)こ印ヽ 9 (, }I匹U‘紫’雌l 、石必立叩l)jとケ羞J
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r認た］ 反峨·弔忍·パ仄｀喰 1.:. 、ノ｀ l (叩原すが筏灼な炉）．砂＇）．之釦果LFi}21森
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リン酸塩ガラ又のホットアトム化学ー熱ァニー')
3 A 8 ンクいヒ姦絣過経 I ミム・かみ酸代泣迄

棧能研究所（疇） 林肴斜
〇衷火荻養 如爾：：：亥f

仝l:.. 小林よ史
ポリ＇）ン醸ナト 1 ウム（/i& POs) a:原ふ炉屯）住手て・懇、射して生ア｀る呼り韮化
知，直叫ょぅ 9< + 3 と十 5 がばぽ‘1. ; 1 ·('見 I紅¢懇船如ゎ限叫、ら
如鱈仔ばど＇によy標的比令約I:. 1月じ< +叩屯ず＜．試料ガラスに添加物t加
ぃす米，望如哨，判知去f↓•ピ‘l：：：つ"'--r.検訂した糸口呆につ V‘ て殺帝すん．
実験クオ幻逗萩門司し「（京火原、｝炉（：よる、映虻，イオy交挟狛龍斌によみ化

”肖組によっ（く、杖射、瑶化学効弟も化汲的廷殺い汲光皮吠た主，こ 1吏J月した．（I)
｀｛扉い熱処瑶によみぬp生成妬賎北歎の愛化 mo·}””'·ノ＆砂ノ°ばグ

890°1 ん 0 が C. i＜ぁ、 U て 2 心レれ～ 60 加況の名温熱ヵ直とiすフ［：：ぷ珪て｀
ば， 勾 50° C 以 1 -c·',バーの巧）生成‘均へり殴笈化（ょ比敦的におそく，定嘴状懇て‘•
ょす累クヤ 3 のJ-l.,pが見らゃた（平均蘇化校ャク・釘． 3 0 0ー C そ｀‘1.t殿如払衷 n ヽ
に起こy定常状態ヒfよっf：とぎに l i + 3 のんpは見 r紅れながつた今羞文にち‘
げみ雌化の速、1 を熱知滋がい立りぁか’'}の 5 勺， e い足，ァ Iレレ＝ウス・フ'
ロットから渡，卜生化工午，v 千｀ーtおめたじミら， 7 化叫・加e -I t,なった．凩ナ

炉、吐射で＇ Iょ， ‘4 の rm イオソ Ati乍 l月 1’、生f`'り栢提む，オ軒足正孔，化学＆玲閉

製Iくよるラジ＇力 IV -r.J-、ビ＇紐の町叶:t J湮碍り蒼レぃャ閉体が｀みリ／懸、］直澤、
四によん “P 生疇］の m /J‘.、ヽ科、統合ァニーリング＇て＇みl, A‘ ，上託り中間体と
の祓北反応であるか，亙りに決足が＇て‘'3 (J・y\.

10ル0ev伶ォーダ｀―q加lfi泉唆如＜よん 34P い這り平t• 心知
3るpり）大ットアトム化学の実験て＇凡原げ杖扁f<'.ヒレ 1‘心オ奥年て‘lO 7 

だ（ 6. /O~oe乃） （iり線脅に相当ブ K 叩違効果£う lf }., •応 FO8 ガ‘
ラスて" / 0 20eア1，以下 9 短噸間炉内叫りヒ、午には，酋まtのよ）／＜Jん P り飯化
数っ平均値ば ~•·o~4、/ 1‘｀みんが~, IO.2"er/J £盛賛オーダ｀―q照身后ヽよ』
恥ぽ這射麟Iく比竹＇」して大 3 <rd勺ん．fくとし I i‘`9 .2. X /0.ile巧の“ム了級t
原戸炉 P、年後 3 らにふんんと厳牝紋Iょタ・「～名ヽ己昇すん．えた瓜 Poa 力‘‘

ラスに釦埒知グカ Iレょたは 1訂提正｝しと反応屯虹ベレやy v sが+I Mぷ2 ウエ～な‘と‘’

左 1J幻名（なビ加えてねp主成＇物豆叩ると，顔代愁/;/:十/f V‘人下パ抑え） 4 
しヽにむ｀ビ｀かり， aへf立9店勺遺it数 l くつ V’ て炉内『線り影堺店裟認Jゐこと 1ばて‘•

、冬 rd• V‘` 

竺即恥麦化と正孔消矢に対する熱ぬ茸湛皮死国丑恥笠 乃箪f↓ t''心ん
狐p(J3 中にみられみ正い濃虔は， E3 たジグ｀ァ lレ孜／支') 6--/ 0 ヅり光玖枚
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心騎、で、匂る． 3ザ生）叩初りり珂かゥ尤ゥれみ 3.2.p q駁化数が‘9魚知い熱
叫浅ゎみ品度義 I司ヒキ角‘オ足礼遠、フ','}ーケングり羞1和図ヒた比軟した．
拝提正｝しのオ 1J I tJ0ー<!., 1..'正礼湯り度が‘淫か（＜減少ばすんが定埠嗅汲を示レ ”20()゜
C 1.̀ 1よ／fれ如｛‘`ま？ （くく正｝しのシグナ 1レは夫われみ．これは許訳,OJぬ坪生戌
物直化数曳化し睛かに晏fぷん温度範I司て｀‘和糾幻もかれて消失fみ．また Movェ
庄ヵ｀｀ラ入に加え1. 6ー Co r線、旺射レ（：：と、キ K いい M。 (V）の生）伐翫捕捉
正孔？虹厨ょん濃度亥化もみたしミら，正如方（ょ／必夕 I f0" c 會ぐ菟し”
｀クすみが‘, Mo （ア），っ濃知和りはい，正礼消知渥桂化エネJレやーを
贅かい知仮知もして｀求｀りると g,夕化血（ロー／とな＇っ．，巧‘：りi)は
類汰謬だ‘戸‘；がみと瓜 Po3 ガラスロにお（↑る 3.2, p生戒物 Iょ，瓜PO3
希寿殊没（～ 10―み M) 店が琵賤射してえられみ 3ヤp生）れ掬のよ）な）グ内 r線［＜
ょ 4 級い［＜めり')テソシ 3 ン哨入ばピ身几く rふ＜, 10MW~業り原ヶ炉1,"
約ォーダー追期tすんt”＇杖射註が｀平均I/J殴化孜I~ 釦ゎみとヒなく賤紅贅
肉しヒも/{_Ji謀的に嗜y.

足色射レ（国托試｀釆や睫翫いパ酸化涙尤•一汀乳限翫り）瓜ro.3ガラ
ス中に生す項捉電ふ／す釈＇提均し｛ a, 町生成初町這えに）打手了るのて｀‘,そ
り揺叫学狡年\t知んさヒ I ょ 9 3よp/t、フトアトムク直澤直廉1 みし、ぎ k"
なデ｀ータ k fd» んが』定を的（ぽ和叫かに 3 れていな\,A. d'繹疇しに NaPO3
ヵ‘‘ラスを 1 災 KI1(), 0 1 N H尋ふ姦釦滋i手し』生f'ん I2 （また 1 1- Kね）
紅l定すんこしによリ 1 ＼司依ガ‘うス中に幻‘ヽん 祓疇ラジカ lり釦這フジカ
ル（電か，正｝しtなむ）厄定骨戸 3 tが＇て｀＇、オt：：：，低了樟骨雑試臼＂心 C1CKI.3)
= 3, .2,がえ、られ（＜。ただし図 1 にホすよう｛く、i£気レf＜峰液 1くと介すと、

G(KI3 ）全＇a 3 t rよリノ高 r店凋凶i•[ KI3 生爪哨ヵ‘ンf泉屯万汀粒t'’哨’し）
a 位(iずっし小 5 くは 4, 1 f湿気し r立水にt Aヽ也tif.", G (J(I3)~o て＇＇みる．

文献＇
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119元たかり巨 C 墳浚l"、よ ’I 生成する“'弘の化券状態
3 A 9 

（理） 0名祁静了冬叡坂斎籐倍房

テル）レの扱墳皮の必苓効果について/J I
I 丁炉紅わ‘ょrJ. ('YI. I 『)及たt L 丁の
“があるか，テル）レの E し攻使によリ生
成すゐアンチ毛ンが碍状態の珂杞 I d. I ま
「丑行われていない。そこて'9) 二酸化テル）レ
およぶテ 1レル綾において ””石（か1 a) 

の紅凄度によリ生成す :II qSb(3碍）り）
の配謡億籟翫迄

［哭 易史］

l 1 9n-, e 

ン
: 
: 38.0 h 

3/ 2•~ 23.8 keV 

l /2, _L_ 。
119 

sn 

印 ＂和花の壌友団

咋ば0ュJ Hu19況Te.0m調製 理研サイクロトロンによリカ0迅l t逸粒紅＇
ス、、ズ板這射 L I 116Sn （い） ＂ 9仇厄反たはどによ l) 生成する 111 切Je_ ~ I スズダー
ヶットょ l}分船履l た。この“？仇たと）甘いてJ/9→Oュ /H'咋0、も合成（（：：，
訊ら呪瓢疇m紐梵只該） o·c, 塗叫約2逍組這 l rこ．町「迂慕
の現合m o°C て保為．した。
贔介雌と放身柑環史 Te0ュ/J:釦lil)) 如V) の手旦燐之含む b M Hcl に落紅 L
「このらばM 叫恭凌と l f二。 H、花0叫担体t含む 1-s M HcJ. I こ落解した。訂た、
テ lし 1レ厳について 111 参紺萩の劫呆広凋べるため再蚤輩机忍水忠夜への落触
も試み「：：，預 4 オン交援和：よりこれらの疼夜中の Sb(IIl) と Sb(V) を分鉱l た．
Sb(V) の 7 ラ 7 ションに天呑する~(IV) または叙VI) la その大祁分と全属テ Iレ／レ

に還元して沖別し T:::.. /J)ら険、イオン交授法によリ／兒全に袷去した。各フラクショ
ンの Sb t sbュS3 として兌取 L ／ふm仇厚さの N~I で｀ "1sb のス3,5 k砂のず線＋
KX線を測定した。この分蘊玄について l 'J. I)巧Sb とトレーサーとして［ 7 J
叡w) また 1ずに(VI) が｀友呑している光合でも支硬反応 Iよ担援 l 怜る（立＇小さく，
訂た副Ill)' 諏V) が＇それぞれ定量的に国収されること邑瞳認 L た。

〔蛉果と秀熟〕
麟 I I 'I三02 を茨履索温度）望混て放置 l た弟合ヽ／やパ‘しれ汀¢¢
戸 ”,5じが SbUII) フつクシぅンに見いだされ r：：．放翌温度が高くなると＄碍）
フラクシヨンの＂唸b ぶ増入する傾向が鴫かである。（表 1)
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叫＇’合0し 固体のテル）レ酸該雌
索湿及 )()°C1 聖溢に放置 l た場合／
199sb の 5b(ll1)フラ？シっンヘの令府 ,a 1 
収ぞ｀れ！ぶ。）ふ l•6 災て‘｀かf<。こい（1
畝VI) からはるか［源切印裕VI 5b (Ill) 

康 1 麟(!)"や邸研9“to¢ に
おいて E C裟反によ 1) 生成 l 「~~ II 禎，
の Sb(III) 7 ラクションの割合（％）

花0ぇ H6 Te.O., 

l こ ll1sbl誌紅 L l ：：くいことと示して\,＼ 液外窒素温皮- I sq:t1 $、 o 土 0ぶ
る•ま r吋謬温戻鵡くなると sb(lll) 1 

ラク乞ンの ",s尋少する1唆匂が見ら
いか＼表 1)

0ー C 
産溢(;l.3::t.1°c)

2 、 2 土 0`l

66 土 3 l 、 6 土 0必

立疇慕31 テ I レ 1レ縁t s以v)/sb(IIl) 担涛豆含む l 、5M Hはに茄中し Z 得 b 軋
たものである力＼さらに 11ぢb(/)似賢卯錢滉淡のちがいによ ’1 麦化するかど）
冦韻勺：：：Q結果を泰幻こ示す。この戻験に片）いた試料I式すべ｀て浪ゅ桟素温度に

表 2 出”f勿下06 ほU本望•素醤、社）な
仕々の麟に考解した場合の “?Sb の sb(lll)
7 ラクシぃゾ＼のi凶冷咋（％）

：；圧言

低如f式M) てある o 表 2から参舛
知桂穀やアン五ン担i本の有為に
より I II'i釦疇令印がかなり変化
していることが‘睛らかである。 5b 

担外を含えない l拉1 叫に試什を
叫 似落液 紐 lTこ甘切令 I Sb 011). 7 うクシン

幻土03(O•IM) の＂15b の報l合1a 3、・がであ 1 I 担仇
幻叫 /-1 :t. 0 、4{1M) と令む場合と秩べて少い疇此

あるい I J lM Kd に試料を紐 l
た為合に I~ 、 Sb(IIl) フうクシっンの＂？叫の割合ほ）が認｀れ，幻 I /,i名てか
た。i尋を参也｀ （ IM 似~t/、SH 叫に咸）訊虞糾的註丹した碍令に
ほ，諏II\) 7 うクションの ",Sb の削合l3 伶％であり 担絆があれば｀ K必があつ
ても 1$H Hは（オ且珠再）悉解と（なとんビ｀同じ結果が特られるこヒになる。渡継
心i) II'I社の化厚がャが変化和こと 11 注-li lこ低いyる．
祖伶遠かか溶液に試料這紅た瘍合）担件のある戌合と比肢して一絞9-::.
叫ll) 7 '7クシ 3 ンの＂ぢb の割合が｀小さい。訊 I屯弗為蔵索が／怨拉知
Sb(lll) を脳叩「こめではは 1＼かと方ぇ釦蔵素の効果ふ涸べたが，そのよう
な勅果l~認められなかっ T：：，
号テIし 1し知鵡鯰 lM 叫心該に落琳して 0°CIこ約2週
）日誌 l た場合，がぽ｀収 I jり 9 ％の！！国が訊(l11) フラ？ションドが 1 ヽださ
此認磯果1項妓によ＇）坐式（た唸bの浴賃ノ恭氏との反応ぉょパ4紐
反応など｀がお、きていて棧雅てあるが，国燐の坦合に軟べて Sb(III) がで、＂もJ 1' こ
とを手していか
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3 A 1 0 ”゜〔Fe(CN)sNO]·X出0 紅び‘K クCo(M“(CN)5ND)•XH以°丘
おいて EC屯変 Iごよ 1) 主成する咋e原みの 4じ営的““戌

（薫大痙）。竹田却叩雄旧い＃知ぶ紐叩

崖元がら軌並知印｀紅奇よひ｀‘r故出 IこむJ生成する r? fc原ナの核遁，変後
約10-グ余惰俊が狂 r: あ ,1 ろ化学的杖‘~-t I メズJi’ウア一今光ラ去t用いることによ
って非頌魂的 Iご研究する：：： I:..がて.. 9 る． 紺々 la ．こ4't i ·c,ご．ヂ lレジ？ンフ＂）レ
ーヒ同様バ嘉迄臼有する一連のジアン釦喬（一位ー N 三 C-M-)ポ＇）マー錆体）
kt 59&.m. [M （し N）山•x. Hぇ0 中にあ’いて． 5＆ b‘ ら生灰｀する勺斥原令qィ碍杖倍
叶—紐金属ィオンM."l差棄，こよ 1 て影耀邊 I1．て I M = Co.l1[.) C.,.JI[て" 1す、ほヒ
んピが配＋イオンヒ L て， M = Mq□ Feエて．n. Fがおよび老千の Fe:z..tイオンヒ
L て， M= Fe軍 ·('Lit. I; ヒんビが Fe3+ 4 ズンし l て中定ィ~L ている::.t t見ヽし出
して 3 た。1)~3) 本麟 li1．同様のシアン咲柄を有すると推定される梵。［た（
C M)rNO] ・ X rla.0 ぁ心 Kで。（応(C N)sNO]ｷ x. Ha.. 0 キにおv\て．”びばから主
坂‘する”た原がり化学的衣総這幻るこ't. t目的ヒする。
皇 元［ Fe(C.N)5NO). x 出0 の合放｀ A併心炉叶法t岩千唆い
叡，た。 祖侭'c. l て 3 ヽの 1 のら伍・ヽ H“° で含石 9 ~2 仇 Ciの”＆知k落
知'1'11...l t：：．中販の特紐 Naz(Fe(CM)5N0] ・ 2 比〇し5 の 9 t邁 h‘l ｛：：：水魂凌乙mし
訂加え 9C.伶られるビシク色の充殿t嘉心合飯．復，q 5 ％工千 IレァJレコーJレ ·r z..回
，エーテJレ -(2 回充涛後．凪弟してビンク色りし合祠t得1：：゜ k”ら (Mn ( 

C N)aND] ・メ比0 の合成 既知の広 ~I：：より． K3M“(.CN)ヽさら 1ここれがら K3
[ M“ (.C.N)rNO] • 2H:z..0 S'.)を合紋 l た。祖侭'c. l て 3 ヽの 9 の Coa乙• 6H:z,, 0 t含
む／～かふ"”““2,. 7に突粂2m£ に、J::'t＂合坂 L 1て I I 0 心 9 の K3[Mれ lCAJj5
NO] ・研心の水希蓑2m£ れ撹祥しながら加t k. l 1iらく泣匿役，立心今蘊し
て痔荼鉛況殿這た。 5D ％メケJレア lレユー）レてつ這しついて＂冴級デトラヒト．．
ロフランて充寺後風耗して苺柁色の k”& [ MM(,CN)5NOJ •X 出 0 （以但エヒ
略記） t併 1~ 。 痔荼危の 4“合窃t五醸化＇）乞ーヒに放置して、緑欣を、のI<”ら
(M乍 (CN)5MO]• 幻出0 (-,c~2, '][”紐） ＂身和 11-c最切に得ら叩驀茶
釦充殷t丸 50 ％メ分）レア）レコー）レあよび冴級メケルアル、、コーJV,·;あ涛する
こt Iごず，ても緑仄也り詮約(JI''c.略記）が得ら小た。 エりJ['かずれも空
長中に放翌する豆胚逸に変色 L た。 メス）＜ゥアーパ 7 卜）り祖雌虚の
元将嶽化合印サ紐（ 80°k)) 57Fe濃繕褒血釦五侭 (m) t l て 9 日
立— A A 四 O 型メび｀ウアー丸定老置這いて和定した。 i fく、 4以序的な複
追：：関する知見訂わ目的て‘.、非放紅l知棟託仏合初について、その勅·未x絡固祈
現滋｀棘経碍心）ll埒製鉄 ー78-



．庶外緑吸収スペクト）V ， DTA 相 「―-l― 1 1 " -"'[ 7 — I.. l ―-』「 '「―l

ぁよびTGA曲線の測定を行わた。t'! /00ト .... 奴.0:•• :g •...r•:••分·ふ·`:.:.. る」
結果t考察 元(Fe(CN)5 [ i • :.~ ；ぎ次•• :?.••`•• 

NO]・幻伍0 》 k”ば几邸）5NO) 辛？？r ··:.、•:• ...:.. • ̀  (a) 1 
•?C.. H~o の I 公よび直のメスバウ 98F 

ァースヘ°7 卜）レt亀：：の哨 IZ. , 

紅（り～ (C）に示す e ：：れら li穀
松 L てあ＇）、いずれも知ピン
0)たZ十イオン（裏性倅シフト liJ

JI oss 茎導t`』ね /.4,,...../sec)

，，，ゞ主に宅坂｀ l ているこしが如‘
る。さらに、 (b) においてドッ 7°

ラー逗危が正＾ィ如吸奴ピーク
に見うれる扇 Id ，名干の Fc3ャイ
オンに起因する口弓われる 0 .1I.’
のメス Iゞウアースヘ° ？卜 lレも工
（図 (C))~ l'fゞ同様て••あ＇）、拳

茶色“釦烈恥栖甑‘4し合内'Z."、
｛のメズJ\’ウアースペクトJレ I:'.

顕蒐な差 1・サ男められな\)\.
これらの 4U令切の経品爆迂g

i~'不明 1" ある。 しかし，ら［

fe (LN)s ND] ・ 2厄0 の{rem七ば

等‘)の粉未“"折が研免締果から lei、これ Igア Iレシマングルーし同様の括品揖
迂て●. -Co-N三 C-Fe ーなるシマン喋孫t有する口揺定される． K ら CM~ (.lN)s-ND] • 

幻比0 の恰和緑国折Jりターン 1投げ池亀緑灰也の •4“迂勿て．·-荻 L 、 Co( feCCN)5
NO)・刃出0 し同様t"ある：： l:..がら、 K Co （心ししtJJsNO J・心H廷0 1a ら［斥凶l)5NO] ・
幻北0 遺似“福追＿ゃ定される。 艇て同禅のシアン焼格井肴迂、tもっ kん”&
[ Fe:tt (CN)ヽJ・メ比〇やI< ”Co[が（CN),1· :ic H辺中 1"L3 、生成 L た咋e丹．令の灼
くが Fがイオンt l て字定化 L ているのに対 L て， CN茎の一祁1! N 0 基に置後
ぼ”ら［印CN)sNO]・幻北0 が',3 主 I: Fe2+4 オンヒ l て守定化し'l, 11 る：：'c. {コ
去目される．

瑾薔、竹閾葛況鯰*'頌激的ぷ嘩 (I偉） 公竹m，烙，篤鯰，鱗瑕珈硲A
阪益疇碍I\吠応廂“匂0) 3)紐ぷ屯竹田郎叩這（l竹0) 4-):r.B.A色
叫 u.H.w咽°”er) J.""呵•Mud．曲m.，辺，叫5(l9ヽ9) 夕） F.A．“如，紅．Mo叫如P~R、rM.Hm刀伍

“Y凶吋9昭．，紐(Im.) 6)L.A．釦ti.駐．胡釦血血d..P.1． As"on如戸．Nat“ff>匹吋·、率、 I辺lI糾）
-79-

T
.
I
 

IOO• s .... 、令．．1．........ 
"‘• 、ヽ·‘・...,..... ••• 

‘‘s.,..呼? } 

ゞ炉、
ゃ·

函＾や:.:::... 4 . .;...、·.........ゴ
. 心· • 
• 

？や
i 

98[ 

(b) 

... 
/00．←一•一~．．．．:•<.. 

• 9.  
•• g•••一

•. ::.... .. 
-.ト....

ト．、•”・
?q-

.. 
18- ... 

ャ.. .. 

I I 
-4 -3 -2 -/ 0 

ふ;.... 。とこ．：；、沿．足·ど•9... ] 

(C) 1 

— I 2 3 4-f窯

nco [ Fe (cN)sNO)・エ出0 ((l.)公よび k”Co
[ M 111.(CN)5NO)•XH“O (b, C) のメス）ゞ

ウアースペクト）レ



3 A 1 1 

／ユ1~/'ユ？一花~ J o/” 応枝異 l•生1樟謁こその内師転

｀よる代祖ぽ及がその D-e~ s心心への応目。

京大原研 面眠太J゜紅—杯鐸信嗣

1) J:Z.7帆花まかま,ュiTe を千II., I長 (6 +)が伏態 lユ＼て／塩誌虞液中 I汀呆特す

3 乙／ 2 れらの違芍定稔 Iな‘‘-,‘‘れ文 M 午転イ直て‘‘夫々の茎危沃態,ld転住する式 r
線t l} tんだ淑ぽ、せず： ＼灼却転様殴みて放忠＼て 鍋壌する。｛れ,.,_~ J 1.生長
L t"!.裏釦遠抜 1□ 11- t.んど‘すべ｀て午十＾口だ態tなって，親核9、 5 代 1恙約 1戸；；誰 1"
さる。 このミt lな l 9 3 1 算 Sらね、り ＇2 よ...,て ogかいされて以来多くの人＜
1"1-ぷって研突された。しi＼祢知 Gr, aM 1J 1 ンター lL よか紐か這が昴欣
忍這難？‘； X O')応応I ")疫l 定て｀‘I~ 淀せ的口這ヽヽ沢なされ1凶‘/”炉厄
叫た？‘‘ぱ討知スヘ゜りトル穴‘メ、ち I) 複雑互｀｀正嗜な揉見を得 3 2 C ｛サ鐸目藷
”、ろう □知らかる。 { 2 て‘‘f17守eL'ユ？心Te.-からのは79 たこ 1299Te') /7)出
Ge(Li) t目ヽヽて L ~べ逢古、の乍醗et知比較し／Te.OJ枝要，田紅；；手笏 L 豆叫p舷
嗅心る心諏知｀釦奴 L 在第鯰態遭厨迄／m 、1/o I逗遺知＇ク｀
れ 3 2 tぶ挙lっ芦兄ミて‘‘さ 5,こ (3/-Te づヽ ~I司 L`‘ 方法で‘1a1，冗t分離 l'{, りy
線の B以ャ心勺を l 5 べ｀て I J3/'"'/e OJみ— 3心叩のネ釦f研ゃ／
あや令つて、、 3 む思\;tいい町 l汀るミtを試祖。
か表輝l 訂這tふ浅I定 11.-国、）た汀泉

2) 天塾のアイ、／トー
1 2.7令 Te ，、午んぷ 午／7閾（O. ん7%) 1°坦恥金届子 1レ lレもり
／ユ71tt花／ o 't. of. IT （紆． 7IrgV ff.2%) I ゆ仰j t K U尺パ遥

¢-()｀が／o び7,t、す(()、 ()0作） 応 1疇畔~ l'-J:い
叫万 6f．伍が ¢60 麿（ Iり） ＇2＂厄の場がば·り／ヶ月

!/29”Te 坪．o(_ IT (/0鐸閾平， 6 り％） 後 139一厄叶易含 I"! ー 8

(3―豆％ 灯7腐（砂） 応叩知麟 l て，蒼
”Te えケ処 伶― /5研ば（紅紅知％）俄磁l ータ‘‘1‘‘ 酸／It l 1 千
叫 Te 3 O ん IT (I 8'/、 7 疇／8' o/o) い喜 (6+‘ こ l1 笈怒

p一翫 77□7（午7・匁）鱈釦 H 叫這雌Lノ
ば壕翌0)鴎畑以 1のがうムを這麟させて花（牛ヤ） ＆雌釦庭囀去
した。江喝直（4--t)吋紐JO”} ←加えて2.、3MH 双 l潤毬し！目的tす
直座咬讃程り浅分平衡几 Tかな戸‘, 3 Do と I,..1券桔した。 ｛の後 a t届翌の
心松 1 C7) 1J弓ムを直込マせて ~(4-t)←唆為？也｀炉量の 2、ぅ M 叫
和支-,'- I 逍ふt,.,可いぃ恥bt)直液 l1 5況2 £加えて囀を還天 l/ な辰千入

-8 0-



Iしこ＼ L 廷 cc Ge C Li) T' K'f泉辺透いた。 唆希 1がft Te..(4-+)は 0 、 (H
叫て‘` l'輝 l て SO戸‘｀兌廃凸豊え Lて！す凜達応九。 史gもし幻硯
這戌遺印豆線叶 I 忍心ふ
3) I遠恥れた Te(午+)ば、‘ ... 、い喝合屯史全 1甚主疇遺花のみt令んず，＼てノ
吟冦っ 951kev皐て‘、夏て／0音該璃心‘見らがたか‘ 2 丸 lm liJ為見の 4'包を 1吠
3 豆這1;;:い。 了ルiし破 (bt)瑾料は I丼雛的緯謬位、内づ‘5 屯危li..態我咤¢)
鯰人呼ん勺辺）定 l+2。豆 B以咋遠知＇呼佑応'..79厄 11,,..,、ぺ沖 l
囲'\ 13/ 1 111.厄ー/~/ヶ Te,1..,ヽ 1 て ml司にます。0.7文からの/2-7パTe っ 1汀釦｀‘1名
4- (7 他四填滋l知冷玲 0、”土 0,0げで'R.H~~ 松I.心 3 a fmI)．心
こにく一姦し 1‘＇る。 こ如エ 4 ，こ坦tのぶヽヽ＇H乾切2. lf/tJ O {II.こ 2 う，~｀を知s
捏ぅ水 3 令のt思 Iサつ。/l-fが Te りヽ 5 のfl-99Te のク筐さ包0 厄Vの応貌1"0広2¢
.t久 0l.2.. l'' 諌差＾韮Im、 5 応／ b0 ％にリヽl ヽざくなって、ヽる， 2 小 1本斧 l 釦
砧叩年の言t箪楳•K 芥｝だツ~'~1)動危が‘和’‘ら｀’ヽと乃、 5 毛ホJf、 3 。
”‘は＇紆門［直知即製戸濠 l呼ifりするャ慕2... ~ CT)エネにや‘一のキヘグ、9• あ
→‘りヽ\1-在在守口入のであろう：角応れる。／呪ガヽ., "') /3/fたが這＼で ISo冨
叫見で‘\~見万ヽIt J:_l)、 b f2...となって L 手弓水｀／こが1本ア這いい人咋…｀
で｀ ｝砂く‘‘5 、、^ 9繹て子、して 11 る。\.. ")f、 L 2-がri ,3'1-- Te...違·喩 l "l.ヽヽと0) 1'‘lづ
な豆 13｛叫に直印燐知ゎヵ戸午ード＇比／S-ok辺］もへ次＇令豆\. 1.、、 3
氏かがあら豆 2 t立手1 ltlし万 1T叶滸如知倅絋紅豆）び豆／6廷
0、 0 /b L が），微蒻で｀はあ 3 万べ、／ぼI、 7/(辺―の I丁の Y線這虔L て，しかこ上の
持知｀5, 喰悽謁唸数炉 17、7士紅を得庄したが、、つて全'IT oi炉応 ll
D 、f7 r-.:t:. 0 、 D(8 となつ左。

沖 I 図＼…五Te(3料）応 4芍'1ie t61伍）の
%0k汀Y～瑶．て河恥ば叩ふ

10ぅ ヽ＋ S必＂必
ク-一—→---→一l

叶＇と図 1'3 1 吋Te (30ん）がうの 1叫 1 をTe(25伍）り

l50虹TY—線で‘の B忍屯和い咋

IOし

nv 

d
 

• 
(

g

d
u
v
 媒
呆
沼
バ

ゞ曰＆

\ 
x. 

^ ~ g I ＼叶心心色
.., 

れJIl}拿． |ｧ 

添
↓＇ドア
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時 l itl( ')KAM)
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500 600 l0 .. 

100 ユ00 360 ．斗00 片oo

時 1el c”"""") 
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浮彼紅り和叙‘熊にガ Iわるポットアトム化学（'t5組）
中It!}座肘したフ／fルト（亙） h` より・クロム(JJI) t7) I-I}ズ
アセテルアゼトナト鋒i和1 A‘ ンゼ万考夜中にが1 る及た

（を大宛） 冨永従•O 西ほ久

い 1易蒼~ 11"，中 lt屯｝逆訂 L f1 トリズアゼデルアゼl-ナトゴバルト（孤）ャト
1/ ズアセチルアセトナト 7 ロム(JI[)^ A` ンゼ｀ン；ふ液ガよ v`,"すした Z れら雑竹固付
の A‘ ／ゼッテ和知つい(i f紐中のサーマ lレ反たが，和豆 (aca.c) 浅知卸本
t窪しやすい含届湛＾岳如 1: よ？て有叙7 に 1暉厄れる：ど名り月らが/-:. l た。i-3)
冷直， 9 バルI- (11T) かF が｀ 1 ロム(11I)のトリズアヤ・チルアセトナト念肴什＾入｀ンゼン
i紅 lく｝臼かヽ金属アセチルアゼトナ l• 緒釦；え加して中 I性ふ迎射すると，連
にサーマル仄広が促進フれる：どが見出ぅれた。止） ，目粁パカ慕 l1，固釦｀迎射
心 z 叩釦ゎ＾ ＾汀‘-/ f手後にク l9 てもみピ刃しれた。樗i｀は 以；鐸
アセオルア・セトナト錯係が和9り効稟 lこついて．·甜考し， かn lt碁ぃ 1 ，前矛[ 3 t‘lこ
幻 LTr 含扁溢n ズカ A‘ァか‘化ーロ遺和 1 ぃ嗜泰する。
名験知去 o. 2_M Co(aca.c.) 3 ガよび｀ 0.SM &(acac)3 入‘ー／も冷液 (1オ雑国/0

％のエク／ール（~ f象解 L 「1 金属ァセチルアセトナト鋒i左戸た加）£ TRI GA II堅原
狂れ‘全瘍i｀夕釘旬虹註鮪（秘中桂ぽ＄ x J011 n/cが see) しr-r...I/)ろ，全
遥i稽 2 の印叩ヌ詈し、 Co(acac)3 の場合 0，以洒る諮ナトリウムカ1Jウムー 3
% EDTA 和紐（ O． 007M ＆叫財和含t...,), Cr(aca t)3 の場令 11 o. 3M シュ
ゥ訊朽該 (O.OIM ＆□印本を含t.,)こ厨 u t .1和紐餌 l~ !リケ誰臼r1 ぃ
｀名 n ,Iテンション 4直t求め i - 7 

i __._ No additive 
た。i-3） 帥わ＆（acac)研釦c)3 I • 3XiヂMFe(ac邸）3 i 

l g卜＾ライアイズぅ晶度f` 5錆］咋怠 80~―□-3X侭M Ni(acac)2喝0 i 
L 11{!) ち，釦馬 1 セチルアゼトナ こ l →3XIがM Mg(acaC)2 
濯1が含むI\｀フゼッ藷放(to災 .2 i -•O-• 3XIO一切a.cetylacerone 

心9 ／ールを含む）遣餌し.,— こ l 
や＇

”肴i積々パ訊奴置してから虐叶 ー

言i:：；：；；：；：ノセ：言合。三三□
Fe, Nら Mクのアセチルアセトナ 図1. 庶討した 0.5M cr<acac)3、もか紐磯9U．物勅稟

と
-8 2-



濯係の 1119 l"1Jv雌 l-:: fiみ。こ l,-Noadditive 

如1, ；和砂のサーマル反応が｀ l i—<>-3 x uf'M Fe(acacJ3 

れ;.f)祐1JV物によ 1/_ 1足遜 2 れ「1 Z 怠筵サ 3x J ~-:M Ni(acacJi喝0
Y を示 L ていみ， ん(acac)? へ‘‘ン こ l プ 3)( J 63M Mg(acac)z 
ど項坂 1-:. '7 !.1'ても叩、切＄ずり ・且 j ｷｷOｷ-3 x w•JM acetylacetone 

得られた (m). 33 lく，含恥品 恙
のスカ．I\ゞンシ｀‘ヤー勃里rf')ス 9 9 は 芯

稽1わの名 こ
彗ど即叩あり，知走度#) I厄ざ
ぃ釦わっ（み含属·屯 n スガ A`' ーノ
狂初里 1:1i紐む·放翌するど見 , 

芍 I i i 
かけJ:: 1§ 下するて Y を萩苓し1t.が:. 0 4 8 

れい鋒稟どあ，わせてこin、 5 矮呑加
;. Storage iime (daysi 

mIJ稟 n 雌t説明ぴ lこ l1 ， 血．蜘心．2M O(acac)3^"元｀え紐嚢90畔1果
a.[60Co(acJC)3社't- 21.Cac―→•6°Co(aca.c)3
b.MX”+ acac.―→ M(ac.ac)孔

C. [60Co(acac)3-X]+M(aca心→
、(}Co(acac)3+M(acac加（”涼）

西(/)”.,.9；芳炉況てみ。 尤殺の
“切名、与を斥

(2) 固係i｀りを 9れた＆（acac），を

む凸冷液とし， 30°C t・｀放翌し
＂わ ‘°Co,) テシク 3 7 ィ直パ詞｀
亥it l4 11 する活加切効果を四ろに
紅 Z J'f. ·11 ..tit直履和鋒
昂ピ用·i砂傾印 E 示してぃみ。

料遣和高く保遣り錢考化を比薮するピ， 1/lす＇｀れの金属アセチルアゼトナf
伽系fJom易合屯； 1) デシラ a 7 4和噌1JP9；より速tJ‘とfI-リ， プ冴トーの 4且そ高
＜”ん。 Fe(acac)3 t紐 L た場釦1, ぅ品度の上昇 K iいか紐物ビや＞墓？
t矛動が｀み心以凡固釦｀．a［ 9れた Cャ（acac)1 の入｀ンゼ‘ン戎棗 l~ /Jいても l j
ぼ｀同科＾鋒稟がり昇られた。＇
1) T. Tomin呟a，豆uji四戊 ~9'((970).
2) T.Tominaga, T.Sakai, K. Fu..,iiwaraノibid.,~, 3036 (/970. 

3)T.Tominaga, Y.Nishi, Radiochem. Radioanal. Le.tt.,g, /51 (1971). 
Jvｷr. 7orni,,,a~a., Y. Nishi, Bull. Chem. S.oc. Ja.parz，昼（No.9).J {n press. 
5) T. Tomina~a.; Y. N、'sh i-、 Radfochem. Rad/.oanal. Lett.,投稿中．
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3 A 1 3 

奴）＜ウア 4汲ばか以フかのた（在）ー Triphe"が臼
”泣 L 応lJl)- P)ridi"e N-0正必．錯体の
化浮構造にフi！て

（如項）゜箭叫米敷輝知丘

（日的）
吟Ae1t]か柘加'ne o…と と，初＇dIIne“-0上ヽ94e を釦琵とする鰤i1
ぃみ、、ろ ;.4導燐疸tとる：とが＇知ら卜て II る． 組表のサて＂私立するこれらの
鰤の電手J...ヽ° 7 卜 l叫呪れが‘拍く、また伝卑奴£祇lべ，てもそフらリした信： I~
なうず｀ t n炉紅青造 1こフ、 I て ll愛l匂が‘もたれてりた，¥こて‘我 I2 11 

!>1'11\e,tt\,~叫ゃ X I\← e 知6) 9 ち 4淳厖知涌うか I~ 之収 c もの 8 危照 l てメスJく’
う 7 ース Dヽ7 卜 Iレf l1l足し、こ収ら、ヽヽ 7 かの錯ぷ叫し洩清逹 L疱足した。
さ 5 ，：級条 n バ｀＇祗位ずる銹体のか、／てーシ 7 卜t紐的 I潅］灯潰嘱造直
足する蓬濃的なデ｀ーターt潟 3 こしと目的とすか
（要娯）
砕比衿砂伍 9巫（f杉PO) I1 吟hen汐舛9況I1Jle t l9雀t.炭系遷か
しドライ 1 4 知i.iJ I::: L て出％て＇属訛~して得た。 D;”ethメ四伍ide (PMS O) 

は市販ゥtつ C)サ、，f.. /~州J:" r‘ 卜もエナ，レアJV コー、.,·i紐Jかシ枯出丁せた。

脱k争Jし（て 2,2’ ザメトヤジ 7° 0,、°ンな鉄塩存液 Iこぁシク｀じのか,i.. t:あ，＇て合式

屯ff r↓った 杵出（f二錯祖i五耐杞リンt I含む直空デ｀シケーダ中t転燥ナ切れ計

l忍 l f二。な衣‘[ (;拭料i[う尺 C) L お｝1:.·, ti'沖en、か9叫ine が 1,JeIヽ釦応っ合成;~

／ょ透絹欽を使用し（a，，

Fe(ph3 p o)←畠0午ふ Fe ⑥PO）心3 , た (Phj po),. (MO))3 

Fe(t} °入 (ceみ）3 } Fe (p} 0)2 必3 .) Fe (p~位）t,（ IVoj))・心

厄（ P} 砂（lVD沙 •3 出 0, Fe (DMSO).,互印叩0)6 (tvq功

Fe. (DHSO)、直叫 •DMSO

（終凍と考窄）
メI- Iヽーウアースペ？トクかシ丹シれたデータを表 I ドネす。 赤外J、ヘ・クトリが

シJ J:'..., i填計っば巧ヽよ邸I，L していf人し）乙差とシトiつ N吋 I↓ Fe(Pんf)0加（喝

虹gぺ俎の試蒋ドつヽ’'t 11 函んL i tいは'’。
t 

FeL,. 改J 堅の L i63 花ぅ錢砂 [Fe L皇J F違午はっか~ [ Fe. L2.山］ CJ2.- t;j 

のが珠協f'\ケト 3 'l = 9 C ネヘ r：奴＇ 元 l j)M5D)よ必） につ•>てiI F A、(。tt研
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シ 1! ょり前呑つ如巧紅訊つ二りが X §知l炉‘；明シ 9‘l：す豆． ところか
I/..,:}?‘7 - 7、 \c 9／トヅt4 9. b かn/-：必ゥ和‘jマ-,/ -7 卜ともっ狐ー＇） y女戌つ

介t示ク。 和宕i:.よ 3 以反JI.ク， 5'/- mへ／且、 41 辺 I：幻、こしが従末力｀シ知シれて
ぉ,’}、戊が 01：貫ぎオ見ゎ3・とアイソマーシつtが大;ti:.<-it Jっ乙- 0、 bO.,,,%ec と
り）知 [Ft. ({)M50)よ］冗(I＝ょ) iJ幻~ ~.(たil-)ゲど、いようド房わ卜j尻 F.
A. 0J四…シいよ 3 入絡 Iif}キ『）ア~-，りによシ‘LF叫't- ^ F己 ド対 I 1.与とシれた
如m£ faクが「09、·屡ヽ9: 1二火、キ,,,ちたぷグ）メ人 Iヽー，，アー叩よ仮 I/, 戸紐

今恥四i- fnc応）が小ざ I> f=の四叔炉i鯰卜 n ノ!7' 7(= t., -i:..多とシり。
応て 0，ら m，I5己',の P崚 1J;［民ゆMSり）↑必］tによi吸れ℃あク、 アイ、ノマーシ
麦 1 M如屈{cr 4叶久 ('m)"ん立） フトの復iヤ
ぃーー ' , ' - ' `~~;-—`~·— •TeT・ 一・紐； A i{ fe....p. KっC," u rt叩· ，狙位 L 菟i..シ

二；ロニ：口了言二丘：：口：：戸：：
I Fe (ん PO)え出 5 9．ヽ／ 3 ,,, 1 シ三つの虹
I Fe(Ph3 ト・)).,_ (;Jら）J 叩 , C.'j > : ,/ ! ぶ II ず小 l
I Fe(PJり).. a3  ゜ ，匁'; 0 • : o..s-s ! 3応函←l F-e. (？ヽ↓ 2ん（Iし1% • Hし 0 () ク·!;8 9 g.5? i叩這へ F遠
I 長、石0)+ (iv1%ｷ3HLo o o 、 ~s.. O. f:f i /\~必． I :ii申縮辰勃が
I F2”0)¢ （・ r.,i，？ら）3 ilc aJs. ().tf, 9ぷ2 I ぉ;::. tよク
l 厄 (D 叩）よ戌J : 0 ().、;g. : 0 叫 l ::. ＊ら二枝鍔
I[F“DM塁］召よ知・詞5りi 、9んJン ， I'，Jc 必． l 炉沈む咲
t Fe （訊59）6けJ3ふ : ゜ : 9, ','7 ! [ IJg．ふ1」-く友粍（て 19

:/:1-1□E□(.,j:H/A/し／口：／人ロク];/p///(/:J)
-8 5 -



3 A 1 4 

目的。

メ 1ヽ バウアー効果/:ょ 3~環茅杏族化合約一銑舒体←疇怜様
およが怠げ和嘉究

0 （九火痩） 高あ良正・（塗媛大工）中山祐鰭

亥環茅者族化含約ー温輝（j[）の戸 l鱈紐'?t:.バ｀｀ 今戌 Iiとくにアン）ヽ
クセン一鉄ぁよ bい ぜレ｀／ー鉄舒伶の叔肘繕今前} -J;·よび塾今茄 1拳動名主t. l て

メ::z._ }'・ウァー今光滋によつて追葬し， 終今竹系と放身り線分洛の這ヽ＇， 反えし燐堪t.,•ど
ち胡らが 1 二し） かつ吃つ叔紅線分針反応次名ガ｀ンマー、線もi創定 1ご判用て、キ 3 が
L＾うがを；；沿め 3 今を目的とす 3.

オ法。
が麦炉含虹紐噂1〖鉄(JI.)豆）叩げ応パ疇灼をベンセシ／こ）塩化

鉄(JII.)さエーデ Iレ l：浣かし、 雨着を混合 l) i翠煤を少→ （箋、発寸せて沈殿さキ□5 ;¥", 

せJ． 沈殿 Ii集めて窒素気鬼戸葬燥 l ， 集セデシたーダ中に楳存す）。
放射紐今伶 I" I ま'f-OOc c、・令コバ'1し／｀ bo 茫和翠翌i和） IB し，並印封刹JJ窒手

零圏気中て＾イ 1レミ平.'<..マ 4 ラー箔t)サ｀I ヽて紫封。したtっ：）司 1 ，た。 アー絡i&か4求

牙鼓i:E.. 1 :r: FY,cke 埠易計て行は 9) 、叫tも1.並知祖訂t史と 1 知¢すせ氏
赴今府みレっ労疏 11 特殊は喜＇望ガ昧尋を用いて行 r;..., た。 如塾対中で｀一定邁足に加

熱（＃ガ、＂ } ｝入 Iヽョウァースヘ°り lヽ 1しt i則定 l fミ．

艮｀料ゃ生戎物 1司生遺助釘鯰と（て中外 7` でク／｀）ペ ゲ逆・紫外スヘ°クト
）レの規化足を行fよし 1) j,た昼今吊の允紘を知Jたわ赴ふ杓t行なった。

結果と考寮。
こ卜らの段環茅含捩化令め一t羞化鉄(JI)分ナ）匂化令約 I iヽ 一定紐戎のも".)叩芋が

たく訓製条叶，こより変化すJ. 訓製条仔も決め,/-\.,;.. I i. Ii'-定紐戎‘のもつが得ダ丸

肩壊灼：足扱めの比 I! I : f李（• Ii l'2 Ì tJ 3 。 訪製のとぎ返絨如 l差材江
ずク鉄を）月ぃてt ;;;--知訂札J釣拘な生戎す 1 にぎ/=. It, 鋏 Ii枕ー銑 l二変化し 1 /司呼
に Ha の発住ぷムうん）． 戎殷 I[ 青望、色で•分却直後 1まわずが:= H ばを発生して
L J 3, "'l 1,•、 な素気茂中ナ分乾哨 l f：も今乏言戎科'l l ナo. 1］本は｀ならはし 9 0 

杖料の食ぶ違ゃ奴孵緑今＇付り拳なり 1［アントクセン一鉄錯ノか叫戸ピレン一鉄
鎌／i,f.'7) tも今↓かtJク友く似て L) 3 。 仰I t I てアン｝ラセン一・令史舘係の了妹殿］出'

料およが加熱拭料のメA,}ヽ、ウアー 7、へ°クト、しつ一約を）i) 1 ち• K び／日 2 Iこ示 I た．

叔射緑令陥四絃 II 午， 0 '1メ／0 5 ra4/hr で行i:f.っ戸力、ミ ァン／｀ぅセン一令げ量，中

の召⑰鉄0) I四控 L 今裂 C° ーグJ1 妥択号っかし大ととも 1\ '町五｝今裂位ぅよク大守

い牙Il 耗のもIf) I二年国す 3 ピーク /0 受七入 、終内幻 /0 i[三l,fjj舒iし／令あ0, i:::°―，・ク I こば
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回 1. アントゥセン一鉄鰭條の

放射線分崩

’~ 

（
芝
断
如
中
y
)
緊
祭

斗
則

｀讐ノク
/ 

g 
X IO'Yad.. 

/ 
g 

I Ourarl.. r 
g 

4. ~ 6')(I 0-rad.. 
1,  

20 0 30 O 

伝ソネル敦

図 2 アントラセン一鉄錯体

の真さ今笛

（
迅
糾
巌
退
）
笛
替

゜Io o-C 

14 O゜ c

l q0ーc 

2.0 o 300 

チャンネ 1レ軟

ふ こへ最終筍戌灼は晏，ド温化矛二肢と差ぇらIf'-- 1。芽封封斜直如ぼ料t北
鼓す 3 て，印出斜t'l1 ~/08-氾4 ，こならばいと麦 At'..沙、→生じ rよいぶ 親守封執紆

て It~ IO7 Ya4 がシ変化力、・足::. !J :i.X ID 『 r4人て、三低紋 1二麦小つてし主う。 これ It

言A 科が如姜ヽttへため、 空気中の，い合tとク、 水っ叔招絡むげ知号渇勺 3 たわと

招iりや 3 ． 差釈シ戎｀わず本 3 戸面なえを、 元り年、疇，，，ヽル c麦わ L） そ小遺

叔塁をdJ I釘伶づ｛囚示す,f.._ Iず l孟ぽ直緑）釘底‘しがグ1 ：：：小らの化今わが高y、媒げi鯰
Iこii)用t｀ぎ 3 こと力、つわかつた。

厨酪＾＂殷 I エ I 人 li'60cc 甜 I茂かシ）ヵ桟ナ令梨っ災 l <. ]、ざし＇印1 -tをのニイ西鉄
4しなわ＾ヒ°ークが乱ゎ人 / 30~ I• 0° C て'li立を/!そ人／と没化す 3 。 二小 It討料

虹b1灯の相肱移 Iこよiもりで1 炉#!:., I'- よク奸稲ヽト1 ")きわわて哀ぃン婚厨砂/:
表 Al l たもへ乙解釈ざん］。 さ~ 1~ ／や～（ 90° こに加妥す 3 ℃ .:::-4印紐今応ビ

ークぱ柱<- ti-ク， ニイる記し令応 c· ーク I' 祖わJ-カ、．、 二小 11 叔卯緑茫ガわ澄’っ最
終生衣わて｀本J昼水虔 4サ銑の玖ねI:::°ーりク I"- 一致プ 3 。

-8 7-



唸n(C位）4 gドー 7°した年(C6 出）+, Sn  ((6Hs）ゎ
3 A l 5 あ‘よ1}'Pb(C6出）4 にお1ナる五眠エネ Iレキ＂ーの位わリケ

（要登屠p泣に理. ;t,｀左の水せナ六嚢）゜4印勢博ぷ・式森＃｝

__J, 目的． メス／ヽ灼9 アース＾。クト 1レの棗匁[-:.及咲 3 れ a兌：亙跳分乎の大さ~ /#, 

全としてケ‘}l司の店る作用につ"'Z t!7)柑if.4'f ➔ える。｛足広われわれ 1ふ純物項1-: フ
I. I 澤か跳舒 I＝うえ口謁囮i t L らへ｀｀てさいI~、メズ 11'' ウアー緯冷も用 1) 3 ポ
ットアト U （砕心＇孔の甚涎的戎知r--:.めに，幻~~ lf)ll ~ ft合のがスト砂ゎ
。全反蹄砕へ 41堵 e 絣況 Lr-;.. すなわち、が日It'f科と畏なる化＇；釦し
てメス ll＇、ウ 7- 社か＇ドー 7゜され臼らな点む澤紛む菟ヽ¢這~,あ＇｝ぃ‘1直
力を知るのがキ玩＇い印があ 3.
2．灯裕訊．テ,..ラ 7 ェ :;.9レゲ 9レ 7 ：：ウム年((りfr)+,テJ-ラフェ :::.1&; ;(ス｀＇
Sn ((ヽ Hs)lf,ぉいがテトラフェ＝ I4佛？b (C 研.f)If, 1;, 互,, /-: I司9り紅＆tら
え，さらに Sn“‘Hs)4 lてフ 1 ／て lすすがJ-:.くわし l1,i反探砂か心達i秘与して
ぁ 3 のず， 1) ~れらが＆晶訟回サお知象しした。
まず，用位停•身地された＇99ふ念んと妥．、まI:.及ふさせ-z 119.S"n 8r'I ~し，：れ

を 7~ ~ル・ク'1 り＝ャー，ぷ知·｀俎理し,,,,qSn ずラベ｀ Iレした 5n“‘Hs)q e 
念ぶした。これtをそず合 9 ％なむよう k Gecc6応）ク臥たは Pb (C6 応）しと
m、訂＆々し．臼哨V ず約 3()0°C l＝お 11 1 焙諒したのち冷却して溢晶しした。桑
品しし 1 内一にな叙 L て l1 』力I ~｀うか I.t,布販品o, Sn((、 Hr-)lf o, I~ ID % f 

Ge(c、ル）りおJが｀ ？b( （、 H.r）4 と表なし広もの、およが上記の；；） K俎珂 L ん

もの l＝フ II -z X、｛幻紅口杵依tしク比牲 l "tしが｀‘t:..。て＾託累．熔叔俎瑾した
も0, IJホ 2 卜 4じ合籾祖オ惰<t示し，；＆ん杓“#t弓さ石 11 ことか｀わかj,多品
t芳え 1 よヽヽこしか｀渥かめられた。なお Sn(.,、応）4 k 9 11 て l＃これが ‘1知，
を＆ 59 ％なむが｀．、市骸品もそのヨま試かし-z..Iii} II 1 材む条＆証t雌し
た。

メズ Iヽ｀｀ウァースヘ。，I-，レ lも恥"”'snOJ§紐い用い，こ角の戎L在茎の社物絃項
応｀む叫滋駆勅l二 5949 られ 32 雑のスヘ°9 1-、レt付iゑしし 1 誓ゎ合わせ 1,
1 が輝死渡っヽら女互部分希広硲出した。唄是釜笈紅l‘”~ 295°K で、い
うヽ 1 う＾オ紆寄心町I -z -泥温厖しした。
3．絲稟 それ 1"れ屯窮 lつつ ll -Z信らかた生厄践ケ和瘍方ィわ存ヽtいが°ージ
の国 1＝示した。 これからわか』ように， SnlC6H,)'l-o,全：五球ク奢 I士，年（｛、ル），，
才氏 lさ？b“‘Hs)し l＝ドー 70 された ”,Sn ((、出）“゜＇とよ夕もい 9 し叫J l ＜為い（＆
さ季 L -Zいる。
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1U 系のI-‘‘- 7 ゜ 9 れ r-:. メス II ｀、ウ 7- か心a訪和冠 lょわ‘1 1.“ケI::‘'ク
岳口．、あり， また疼為的矛江ず/'!,,ド‘ーフ゜されちメス 91’＇ウ 1 -全チの妃る琥~1f I心
ストくりや孔（約亨）の祐ナカ 1'; <.i9’ぱウt及叩するしい）認， お‘よ V‘ ボスI- Iっ l屯
閲保,~ド｀一 7° 2 かちメス 1I" ウ／一 lul} 社からなJ I目（西店. ;.カな的咋乍t否すヒ
‘‘)謬があ 3。和復叫孔¢経岳 Iり上記頑9 u すヽれずも笠硝 3 れウしI.:, す
砂ら，祢沿に; 4'-,~ ... かか応99庄唸 lさ G€((6砂， Sn （（位）“ノ？b(. （、ル）“
成 l：芳ヽt m こしか‘ナ雙され，核為 Iこりれ l心反趾鐸It?、\`’ーし一改 9 A とケ
棟されシからずあら
こ叫合，分打旬捻い作

用 Iさいす‘れもデトう 7 工＝

1レ含A 如‘’け l i l1‘サt L II 

し芸えられ 3 ^ Z＂，紅艮の
拉瑶 I-: I古遣り党劾次外q
考えt斗入 L なく 999 ケi
な＼ I 。

たし 2 l£、メス /I’' ウ 7-

＂ゑ｝力I）む I：： tもな；
及跳ェネ，叶；‘-滋＃知

3 k （す分} /-:'；れが競’的
雌む 3 せるしびf;r＇、ゑ
院知 l幻）い＂“
国ヰが（幻）の向ーし｀｀
＾ェぇ，叶＇渇知＇希も幼
苓i <行われる。及既ェえ
＇パ｀ーカ1‘ふ窃 l科衿ゑ｝
（が） E 釦て右切 l＝固
件を（和伶勅て'’され lェ‘，メ
ス／”'7 -全｝（、グナ）の

孤駆綿｛及跳杓矢） l讀
がい碓和咸すすよ 0 で｀，笠反跳錢 I¥ ズ~ I I \:芳之られる。 Sn((、 Hs)4
むホストしすれらなt} Iヽとれl1 ね苔すると玄えよか｀， なおI紅；資iしすi I-=-Iす多くの同
謀注＇滋’’‘Iむ乎ずある。いず‘れにしても、市ズトヒ早なる化ヤ稽吠を”“争に
差 o あ 3 別が虹9 t，ホットアトム化が浙況/-:.あ‘II "Iも多紫す＾．、さで“あ 3 。
f) H ~ _ ~ ~. Stf>ckler, H. Sano, and R. H. Herberｷ, J. Chem. Phys ．竺”， 1567

(1967) 。

fa. 
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.
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ホットイオンの ES R （第 17 報）
3 A 1 6 憾澱弛低照射生成物中のチ荘売原オ励の検出（且）

（殺犬理）
°縁石唄一 山晒胆 絲原啜男

芍媒抽出広、メス）ゞウブー）jJ光玄芽を困いに生祗婚悴の本ットアトム効梁及な‘

放射凍北冴苅泉IT)詞 lci~数行りれている c 哀｀マは前国の放町•14乙浮訂箭抜らで、 E
SR を用いるこ乙iこよリ、蕪戻:第犀煕射圧双．吻の節＇知こ．特に矛守完界弓個の検

出 1こあいて角甲厄掃報p、·僑られるここを報告し尼し‘

巧緊ゃ画手涙、 X 潔を熙町レた懸旅菊liif._中 IC ．庄成可る、母弼ケ本乙酸4乙葱の異は
つ禾炉定百里届鉗体は、躁原 I立リ爪•ノ 91、 A 牙ン乙泊プ 1かうれに l1 ） 万I.ッドイ

牙ンは．隙杞数几変，；ししたにもかかりうか、母錯征の活品現湛ほ 1ま旅．持これてい

〇ここに特徴炊あな<•
本翫兒で·ば ES 尺を用いて、 r蝶を悪射した 1可善酸鉛ら(lV)(CH3COO)4 甲
に王応した悧舷l生の Pb（厄）爪ッ 1- /iズンを腋出しに e 切不試杵 1こん·を必悉更で•
町るr線（深垂 1 X i06  R) を熙印し、ひ3泥もムが凶涸皮で•ESR を展ll足し
に (X 如心し,, 100 kH~ 膵賜茨胴）。沢嗅膵喝の測定に 1ゴ 1 日 1知 Cヽ贔，，以 NM R 
を用い厄試杓 1コ南、町によって歴巳 1こ瘍色すわ炊‘ヽ¢を"r2,.よしJと l) た｀可乙、す吋
ゃ n、 1こ逗邑レ、それとと令に ES R シ'1••丁）レも消矢可~c,

胚（凪）イ牙.::.... lei: (!icL)10 (SS] か寇与•駆置をもつ、国に示した 21,Y/ f-b（皿）

（届石度2-l.G 災，．I ：：： 1/2) の ES R 7、 AC ワト）レは、 hグi3舒fine,祝n•四aco(..'!fl.炊

大きい('"\; 1, 2 c,m;~i)、tf ;0-ｷ 2 に近い、燐1n 几狭レヤ江·の特徴でもっ c hJ衣ャ伍1e

inc匂rci ct、·on.几仄きいたわ 1こ、電＇手スピーこ厄玖亡シば預く瀦らしてあリ（『＝
$ r.11.)、~ 54 50 8aus5 、 ~1 0000 gauss のシワ’・ナ）レia 、それそれ ( 

F ：：：・L 磁F-::: -1) • (F-=.l,, f'llF"" 0) る•子でい (F=.Lノ mF--= o) • ( F ::::1, 川F ='T"1) 

の逸秒乙t司定されなその 1,f!!.~シ 7’• プ）レは、該7、じニンのほい秒同値低(f) iT＼ットイ

万ン．崖伯．手のうン・ガ貶照印 1こよリ詞村愕iこ庄したがQS5 cl 咋tC 反び 7k素尿

手で•肋勾 C

7ヽ ごン I\•~\ 1レトニアン
犯 -=B iH• 3 ＄ャ＄•IA <ii. -t-邸晶！H

を l乳いて階浙しに器屎、了窟を患射した囮酢毬浅沖 lこ庄瓜した 血ら（凪）芍’似
lこ打可る ES R ｝＼し、ラメー 13- 11 

<J)(ｷ= 2.. 0070 :! 0、00\0
9-t :=. 2. 00 ~4 工 0.0010
ga = 2.. 0042.:! 0 、 00 i 0

AI9品＝ 12833 立 1 0 3aiASS 

伶／9沿＝ l2予41 :L 10 gausち
~/9~,= 12沢透．エ 10 gauss 

-90-



i
 

I 
10000 

I 
7500 

I 
5000 

I 
2500 

（日）濯蝉駅 Iーに町野紐籾末のE: S R ス炉］トル（ X &,砒 7,7<· 1<)

と厄る 9·
我々疇＇虹窒ではされにE:SR1こぷる爪 •9 I- A ヘン疇究こしてほ、団(I) : 
虹）況幽欠（わ芦） ：芦）叩幽 l！）、ふ（I ） : K2.五 (CN)4 l3) 、
知I) 、 K心(C N ): 、（しう） Hs (I) : K -2..H3 (CN )4 (3) 、 N逗） “, N以．TI) ca必
t4) 、 7(E) 、似令Ti①. 0う、否子な勾lIT)'. K心 (CN)午 lC) h、あ 0 、

l 1) 5, Fqi•閲叫了蜘m叫冗ビ，石如c
了、~t-d.,.,び珈“.1、 1 Q5 (1 q、7 !) 

(2) s.. 和」•i wQm., M, NGKam血
I” ⑰en 知呈 62呼 (l970 ），ふ（J.. ;堕 337『(i91f)
J.ふ氾し Cゆが．．上 22 } (. i q,71) 

(3) J...lsoyf).,、 5. fUJiWCLW. 
B虜，叩． 5に．J呼孔革Z,i玖、(/ 9 7 2..) 

は）天砦力、歿約琵、陳原質男 晃 2Ci謳創頃m認（口）膊涙
し5) 澱柱il原一｀剛闊籾 町 1 回 ESR訂毘会（金沢）撰茨予楚
馬＇）躁店ii釈、幻礫手麟蛾男 印7J_回紫節心和螂（口阪）翫勇予定
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